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まえがき

対象読者

本書は，HP OpenVMS I64 Version 8.2-1オペレーティング・システムのすべてのユ
ーザを対象にしています。OpenVMS Version 8.2-1のインストレーション，アップグ
レード，およびご使用の前に，本書をお読みください。

本書の構成

本書の構成は以下のとおりです。

• 第 1章では，リリースの概要，弊社のテクニカル・サポート方針，およびネット
ワーク・オプションについて説明します。

• 第 2章では，OpenVMS Version 8.2-1 for Integrity Serversで提供される新機能
について説明します。

• 第 3章では， Version 8.2-1に固有の注意事項について説明します。

• 第 4章では， InfoServerユーティリティの新機能について説明します。この機能
により， LAN上の仮想ディスク・デバイス用のサービスを作成することができま
す。

• 第 5章では， Linkerユーティリティの概要と，OpenVMS I64システム上でプロ
グラムをリンクする際の留意事項について説明します。

• 第 6章では，OpenVMS Version 8.2-1メディア・キットに含まれるOperating
Environment (OE) DVDおよびその他のメディア内のディレクトリ名と製品の格
納場所について説明します。
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1
はじめに

この章では， Integrityサーバ製品用のHP OpenVMS Version 8.2-1を紹介し，
Version 8.2-1のインストールまたはアップグレードを行う前に理解すべき情報につい
て説明します。

また，OpenVMS Version 8.2-1のインストールまたはアップグレードを行う前に，
以下のすべてのドキュメントを読むことをお勧めします。

• 『HP OpenVMS V8.2-1新機能およびリリース・ノート[翻訳版]』 (本書)

• 『HP OpenVMS Version 8.2-1 for Integrity Servers Upgrade and Installation
Manual』

• HP OpenVMS Version 8.2-1 for Integrity Serversのカバー・レター

• 『HP OpenVMS V8.2リリース・ノート[翻訳版]』

1.1 OpenVMS Version 8.2-1 for Integrity Serversの概要

OpenVMS Version 8.2-1 for Integrity Servers (OpenVMS I64とも呼ばれる)は，
OpenVMS Version 8.2 for Integrity Serversの後継リリースです。OpenVMS
Version 8.2-1では，前リリースのすべての機能の他に，以下の新しい機能とハードウ
ェア・サポートが追加されました。

主な新機能には以下のものがあります。

• 以下の Integrityサーバ・プラットフォームのサポート

— HP Integrity rx7620サーバ

— HP Integrity rx8620サーバ

— HP Integrity Superdomeサーバ

HP Integrityサーバ用のHP sx1000チップセットには，これらのサーバ用の
CPU，メモリおよび I/Oサブシステムが含まれます。

• InfoServerユーティリティ

このユーティリティを使うと， LAN上の仮想ディスク・デバイス用のサービスを
作成することができます。また， LAN上の仮想DVDドライブからブートして，
そこからシステムを Version 8.2-1にアップグレードすることもできます。

rx1600， rx1620， rx2600， rx2620，および rx4640 Integrityサーバのコア
LAN I/Oデバイスでサポートされます。
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• nPartitionsのサポート

弊社のセル型サーバ (rx7620， rx8620， Integrity Superdomeなど)では，
各nPartitionsはサーバ・ハードウェア・リソースのサブセットを定義しており，
それぞれが独立したシステム環境として使用されます。セル型サーバは， 1つ
以上のオペレーティング・システムを実行でき，ハードウェア・リソースを複
数の nPartitionsに分割することができるハードウェア・コンプレックスです。
セル型サーバでは，すべてのプロセッサとメモリはセルと呼ばれる回路基板上
に実装され，それらを nPartitionsに排他的に割り当てて使用することができま
す。 nPartitionsは専用のシステム・ブート・インタフェースを備えており，各
nPartitionsは独立にブートやリブートを行うことができます。

• 省電力機能

アイドル時に CPUを省電力モードにすることによって，電力消費を抑えて，エネ
ルギー・コストを削減することができます。

• 低コスト 2ノード・マルチホスト SCSIクラスタ

2ノードのOpenVMS I64 Clusterシステム用に共用 SCSIストレージがサポート
され， 2ノード・クラスタ環境 (エントリ・クラスの Integrityサーバのみ)で手頃
な価格の共用ストレージを利用することができます。

• I64クラスタでのノード数の増加

OpenVMS Clusterシステムでは最大 96ノードまでサポートされるようになり，
Integrityサーバ・ノードと AlphaServerノードを混在させる際の制約もなくなり
ました。

• 新しいシステム・ダンプ分析コマンドを使用した Fibre Channelの性能データ

新しいシステム・ダンプ分析コマンド FC PERFORMANCEを使用して， Fibre
Channelの性能データが取得できるようになりました。

• PPLユニット割り当てツール

OpenVMS Per Processor Licenses (PPL)用のライセンス・ユニットの管理に役
に立つツールです。

1.2 弊社ソフトウェアのテクニカル・サポート方針

弊社との特別の契約を締結しない限り，弊社では，弊社ソフトウェアの最新版 (現在
出荷されているバージョン)と，直前のバージョンの製品についてのみ，ソフトウェ
アのテクニカル・サポートを行います。さらに，弊社の指定する構成に含まれるハー
ドウェアでソフトウェアを使用する場合に限ります。ここでいうバージョンとは，新
機能，機能拡張，またはメンテナンス・アップデートを含んだソフトウェア製品の各
リリースと定義されます。
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各OpenVMSオペレーティング・システム・ソフトウェアの現行バージョン・レベ
ルのサポート (標準サポート (SS))または旧バージョンのサポート (PVS)が，それぞ
れのガイドラインに基づいて提供されます。OpenVMS I64，OpenVMS Alpha，
OpenVMS VAXの最近のバージョンに対する現在のサポート・レベルは，次のWeb
サイトから入手してください。

http://www.hp.com/go/openvms/supportchart

以下のOpenVMS関連製品は，これらが付属しているオペレーティング・システムと
同一レベル (SSまたは PVS)で同一期間サポートされます。

• HP Advanced Server for OpenVMS

• HP DECnet (Phase IV)

• HP DECnet-Plus for OpenVMS

• HP OpenVMS Cluster Client Software

• HP OpenVMS Cluster Software for OpenVMS

• HP RMS Journaling for OpenVMS

• HP TCP/IP Services for OpenVMS

• HP Volume Shadowing for OpenVMS

ただし，これらの製品にはそれぞれ専用のサポート契約が必要です。オペレーティン
グ・システムのサポート契約には含まれません。

1.3 アプリケーションの互換性

OpenVMSでは，公開された APIは，以降のすべてのリリースで一貫してサポー
トされます。通常，公開された APIを使用しているアプリケーションであれば，
OpenVMSの新しいリリースをサポートするために変更が必要になることはありませ
ん。一般に APIの中にはサポートが廃止されマニュアルから削除されるものもあり
ますが，OpenVMSではドキュメントに記載のない APIとして引き続き使用できま
す。

1.4 パッチ・キットの入手方法

弊社製品のパッチ・キット (修正キットとも呼ぶ)は，HP ITリソース・センタ
(ITRC)からオンラインで入手できます。 ITRCパッチ・ダウンロード・サイトを使用
するためには，ユーザ登録とログインが必要です。すべてのユーザが登録可能で，サ
ービス契約は不要です。次のURLで，登録とログインができます。

http://www2.itrc.hp.com/service/patch/mainPage.do
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また， FTPを使用して，次の場所からパッチを入手することもできます。

ftp://ftp.itrc.hp.com/openvms_patches

1.5 ネットワーク・オプション

OpenVMSでは，使用するネットワーク・プロトコルを柔軟に選択できます。
DECnetが必要な場合も， TCP/IPが必要な場合も，OpenVMSではネットワークに
とって最適なプロトコルあるいは複数のプロトコルの組み合わせを選択できます。
OpenVMSでは，弊社のネットワーク製品と他社製ネットワーク製品のどちらも使用
できます。

OpenVMS Version 8.2-1のインストール時に，サポートされている次のHPネットワ
ーク・ソフトウェアをインストールすることができます。

• HP DECnet-Plus Version 8.2-1 for OpenVMSまたはHP DECnet Phase IV
Version 8.2-1 for OpenVMS (これらのDECnet製品を同時に実行することはでき
ません)

DECnet-Plusには，DECnetフェーズ IV製品のすべての機能に加えて， TCP/IP
またはOSIプロトコル上でDECnetを動作させる機能も含まれています。

Prior Version Support契約を結ばれているお客様に対しては，DECnet Phase
IVがサポートされます。 Prior Version Supportサービスについての詳細は，第
1.2節を参照してください。

• HP TCP/IP Services for OpenVMS Version 5.5

TCP/IP ServicesとDECnetは，システム上で同時に実行できます。システム
にHP DECnet-Plus for OpenVMSと TCP/IP Servicesをインストールする
と，DECnetアプリケーション，OSIアプリケーション，またはその両方を，
TCP/IPネットワーク上で実行できます。DECnet over TCP/IPの実行 (RFC
1859)，OSI over TCP/IPの実行 (RFC 1006)についての詳細は，『DECnet-Plus

for OpenVMS Management Guide』を参照してください。

または，OpenVMSをインストールした後で，OpenVMS Version 8.2-1で動作する
他社製ネットワーク製品をインストールすることもできます。

HPネットワーク・ソフトウェアをインストールした後の構成および管理方法につい
ては， TCP/IP，DECnet-Plus，またはDECnetの各マニュアルを参照してくださ
い。マニュアルはOpenVMS Documentation CD-ROM，Online Documentation
Library CD，および次のOpenVMSドキュメントWebサイトから，オンライン形式
で入手できます。

http://www.hp.com/go/openvms/doc
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1.6 古いバージョンのOpenVMSと互換性のないディスク

OpenVMS Version 8.2-1のインストール手順では，ターゲット・ディスクをボリュ
ーム拡張付き (INITIALIZE/LIMIT)で初期化します。これにより， Version 7.2よ
りも前のOpenVMSとはディスクの互換性がなくなります。この新しいディスクを
Version 7.2よりも前のOpenVMSにマウントする場合は，そのバージョンのオペ
レーティング・システムと互換性を持つようにそのディスクを設定しなければなり
ません。設定手順の詳細は，『HP OpenVMS Version 8.2-1 for Integrity Servers
Upgrade and Installation Manual』を参照してください。

この手順を実行すると， (/CLUSTER_SIZEで定義される)新しいシステム・ディス
クの最小割り当てサイズは，以前より大きくなることがあります。その結果，小さな
ファイルが必要以上のスペースを専有するようになります。そのため，この手順は，
Version 7.2より前のOpenVMSにマウントしなければならないシステム・ディスク
に対してのみ実行してください。

注意

ODS-5ディスクも， Version 7.2より前のOpenVMSとは互換性がありませ
ん。

1.7 Integrityサーバでのシステム・イベント・ログ (SEL)

HP Integrityサーバは，システム・コンソールのストレージ内にシステム・イベン
ト・ログ (SEL)を保存しており，OpenVMS I64システムは SELの内容を自動的に
OpenVMSエラー・ログに転送します。コンソールから操作しているとき，正常なブ
ート処理中に BMC (Baseboard Management Controller) SELが満杯である旨のメ
ッセージが表示されることがあります。 BMC SELが満杯の場合でも，プロンプトに
従って操作すれば，運用を継続することができます。 OpenVMSは SELの内容を自
動的に処理してクリアします。

1.8 Integrityサーバ用のファームウェア

OpenVMS I64 Version 8.2-1は，サポートされている各 Integrityサーバ用の最新の
ファームウェアでテストされています。

エントリ・クラスの Integrityサーバの場合には，最新のシステム・ファームウェア
を使用することをお勧めします。エントリ・クラスの Integrityサーバのシステム・
ファームウェアをアップデートする方法については，『HP OpenVMS Version 8.2-1
for Integrity Servers Upgrade and Installation Manual』を参照してください。
rx7620， rx8620， Superdomeサーバで，ファームウェアのアップデートが必要な場
合には，弊社のカスタマ・サポートにお問い合わせください。
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次の表に，エントリ・クラスの Integrityサーバで推奨するファームウェア・バージ
ョンの一覧を示します。

表 1–1 エントリ・クラスの Integrityサーバのファームウェア・バージョン

システム
システム
ファームウェア

BMC
ファームウェア

MP
ファームウェア

DHCP
ファームウェ
ア

rx1600 2.18 3.48 E.03.15 N/A

rx1620 2.18 3.48 E.03.15 N/A

rx2600 2.31 1.53 E.03.15 N/A

rx2620 3.17 3.47 E.03.15 N/A

rx4640 3.17 3.49 E.03.15 1.10

セル型サーバの場合には，MPコマンドのメニューにアクセスしてsysrevコマンドを
実行し，MPファームウェアのリビジョン・レベルを表示します。sysrevコマンド
は，MPを持つすべてのHP Integrityサーバで利用できます。セル型 Integrityサー
バでは， EFIのinfo fwコマンドを実行しても Management Processor (MP)ファーム
ウェアのバージョンは表示されません。

MPを持たないエントリ・クラスの Integrityサーバでファームウェアのバージョン
情報を調べるには，次のように， EFIプロンプトでinfo fwコマンドを実行します。

Shell> info fw

FIRMWARE INFORMATION

Firmware Revision: 2.13 [4412] 1

PAL_A Revision: 7.31/5.37
PAL_B Revision: 5.65
HI Revision: 1.02

SAL Spec Revision: 3.01
SAL_A Revision: 2.00
SAL_B Revision: 2.13

EFI Spec Revision: 1.10
EFI Intel Drop Revision: 14.61
EFI Build Revision: 2.10

POSSE Revision: 0.10

ACPI Revision: 7.00

BMC Revision: 2.35 2
IPMI Revision: 1.00
SMBIOS Revision: 2.3.2a
Management Processor Revision: E.02.29 3

1 システムのファームウェア・リビジョンは， 2.13です。

2 BMCのファームウェア・リビジョンは， 2.35です。
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3 MPのファームウェア・リビジョンは， E.02.29です。

注意

この例で表示されているバージョンは，ご使用中のシステムのバージョンと
は一致しません。

HP Integrity rx4640サーバには，アップグレード可能なファームウェアを備え
た，Dual Hot Plug Controller (DHPC)ハードウェアが含まれています。DHPC
ファームウェアの現在のバージョンを確認するには，次の例のように， EFIのinfo

chiprevコマンドを使用します。ホット・プラグ・コントローラのバージョンが表示
されます。 0100という表示は， Version 1.0を意味します。 0110という表示は，
Version 1.1を意味します。

Shell> info chiprev

CHIP REVISION INFORMATION

Chip Logical Device Chip
Type ID ID Revision
------------------- ------- ------ --------
Memory Controller 0 122b 0023
Root Bridge 0 1229 0023
Host Bridge 0000 122e 0032
Host Bridge 0001 122e 0032
Host Bridge 0002 122e 0032
Host Bridge 0004 122e 0032
HotPlug Controller 0 0 0110
Host Bridge 0005 122e 0032
HotPlug Controller 0 0 0110
Host Bridge 0006 122e 0032
Other Bridge 0 0 0002
Other Bridge 0 0 0008
Baseboard MC 0 0 0235

EFIのアクセス方法および使用方法については，『HP OpenVMS Version 8.2-1 for
Integrity Servers Upgrade and Installation Manual』を参照してください。詳細
は，ご使用中のサーバに付属しているハードウェア・ドキュメントを参照してくださ
い。

エントリ・クラスの Integrityサーバでファームウェアをアップグレードする方法
は，『HP OpenVMS Version 8.2-1 for Integrity Servers Upgrade and Installation
Manual』を参照してください。 rx7620， rx8620， Superdomeのファームウェアの
アップグレードが必要な場合には，弊社のカスタマ・サポートにお問い合わせくださ
い。
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1.9 アップグレードを行う前にTIEキットの削除が必要

TIE (Translated Image Environment)は，OpenVMS I64 Version 8.2-1に統合され
ました。詳細は，HP OpenVMSシステムの移行ソフトウェアWebサイトを参照し
てください。

http://www.hp.com/go/openvms/products/omsais

OpenVMS I64 Version 8.2に TIEの PCSIキット (HP-I64VMS-TIE)をインストール
してある場合には，OpenVMS I64 Version 8.2-1にアップグレードする前に， TIE
の旧バージョンを手作業で削除する必要があります。

TIE製品のキットを削除するには，次のコマンドを実行します。

$ PRODUCT REMOVE TIE

OpenVMS I64 Version 8.2-1には， TIE製品のキットHP I64VMS TIE V1.0はイン
ストールしないでください。

1.10 システムのブートに関する注意事項

OpenVMS I64システムのブートに関する注意事項は，以下のとおりです。

1.10.1 インストール DVDからのブート

サポートする最小メモリ構成の I64システムで，インストールDVDからブートする
と次のようなメッセージが表示されます。

********* XFC-W-MemmgtInit Misconfigure Detected ********
XFC-E-MemMisconfigure MPW_HILIM + FREEGOAL > Physical Memory and no reserved memory for XFC
XFC-I-RECONFIG Setting MPW$GL_HILIM to no more than 25% of physical memory XFC-I-RECONFIG
Setting FREEGOAL to no more than 10% of physical memory
********* XFC-W-MemMisconfigure AUTOGEN should be run to correct configuration ********
********* XFC-I-MemmgtInit Bootstrap continuing ********

このメッセージは，システム・キャッシュ (XFC)の初期設定で，インストール中
のキャッシュ処理を有効にするために， SYSGENパラメータのMPW_HILIMと
FREEGOALを正常に調整したことを意味しています。インストールは続行できま
す。
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1.10.2 I64システムのリブート設定

OpenVMS I64システムでは， EFIまたはOpenVMS I64 Boot Managerユーティリ
ティによる設定を行わない限り，自動リブートは行われません。クラスタ環境では，
Alphaシステムはリブートされますが， I64システムはシャットダウン後，コンソー
ル・プロンプトの状態になります。

I64システムをリブートするように設定する方法については，『HP OpenVMS
Version 8.2-1 for Integrity Servers Upgrade and Installation Manual』を参照して
ください。

1.10.3 共通クラスタ・システム・ディスクを使用するブート

追加のノードがOpenVMS Clusterシステムの共通クラスタ・ディスクを使用し
てブートするように設定するためには，OpenVMS I64 Boot Manager (BOOT_
OPTIONS.COM)を実行する必要があります。

1つのシステムまたはスタンドアロン・システムでクラスタリングを有効にした後，
以下のようにして，追加の I64ノードが共用ディスクを使ってブートするように設定
することができます。

1. ターゲット・ノードで，インストレーション・メディアからHP OpenVMS
Version 8.2-1をブートします。

2. OpenVMSのインストール・メニューから[Option 7, Execute DCL commands
and procedures]を選択し，DCLプロンプトにアクセスします。

3. DCLプロンプトで次のコマンドを実行し，OpenVMS I64 Boot Managerユーテ
ィリティを起動します。

$$$ @$SYS$MANAGER:BOOT_OPTIONS

4. ユーティリティを起動するとメイン・メニューが表示されます。システム・デ
ィスクをブート・オプションとして追加するには， 1 ((1) ADD an entry to the
Boot Options list)を入力します。

5. ユーティリティはプロンプトを表示して，デバイス名， EFIブート・オプショ
ン・リスト内の場所，ブート・フラグの設定，ブート・オプションの説明のよう
な追加情報の入力を求めます。

6. ブート・オプションの追加が終ったら，プロンプトに対して Eを入力してユーテ
ィリティを終了します。

7. DCLプロンプトからログアウトして， I64システムをシャットダウンします。

I64 Boot Managerの Boot Options Management Utilityについての詳細は，『HP
OpenVMSシステム管理マニュアル (上巻)』を参照してください。
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1.10.4 Fibre Channelストレージ・デバイスからのブート

多くのユーザは，処理速度の点と， SAN内で共通クラスタ・システム・ディスクと
してサービスできるという点から， Fibre Channel (FC)ストレージ・デバイスから
のブートを選びます。OpenVMS I64システムで FCストレージ・デバイスからブー
トする方法は，OpenVMS Alphaシステムで FCストレージ・デバイスからブートす
る方法と大きな違いがあります。

OpenVMS I64システムで FCデバイスを構成してブートする方法については，『HP
OpenVMS Version 8.2-1 for Integrity Servers Upgrade and Installation Manual』
の Fibre Channelの章を参照してください。

1.10.5 OpenVMS I64 Boot Managerユーティリティ:マルチパス Fibre Channelデ
ィスク・デバイスの追加

OpenVMSの Boot Managerユーティリティ BOOT_OPTIONS.COMは， SAN内の
ブート・ディスクとダンプ・ディスクのリストを指定するために使用します。このリ
ストにマルチパス Fibre Channelディスク・デバイスを追加するときには，冗長パス
も含め， SAN内で検出されるこのデバイスへのすべてのパスがリストされます。冗
長パスは Removeオプションを使用してリストから削除できます。

1.10.6 Fibre Channelブート・ディスク:簡単になった設定手順

OpenVMS I64 Version 8.2の Fibre Channelブート・デバイスの設定手順で
は，OpenVMS I64 Boot Managerの BOOT_OPTIONS.COMを使って EFI Boot
Managerに値を指定する必要がありました。この手順はOpenVMS I64 Version
8.2-1のインストール手順では自動化されました。ただし，必要な場合には，手動で
設定することもできます。

OpenVMS I64 Version 8.2-1のインストール手順では， Fibre Channelディスクの
名前がブート・デバイスとして表示され，このデバイスをブート・オプションとし
て追加するかどうかが問い合わされます。このデフォルト設定は受け入れてくださ
い。受け入れない場合には，インストールまたはアップグレードの終了後に，『HP
OpenVMS Version 8.2-1 for Integrity Servers Upgrade and Installation Manual』
の説明に従ってOpenVMS I64 Boot Managerを実行することになります。

注意

ご使用中のシステムが rx1600， rx2600， rx4600ファミリのサーバのメンバ
で， EFIブート・メニュー内に Fibre Channelブート・デバイスが表示されな
い場合には， SAN全体がスキャンされるため EFIでの初期化に時間がかかり
ます。

SANの大きさによっては，この遅延は数秒から数分に及ぶことがあります。
セル型システム (rx7620， rx8620， Superdomeファミリのサーバ)ではこの
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遅延はありません。この遅延は，すべてのOpenVMS I64システムで，最初に
インストール DVDからOpenVMSをブートするときに発生します。

Fibre Channelブート・デバイスからブートしたり， Fibre Channelアダプタのファ
ームウェアをアップデートする方法は，『HP OpenVMS Version 8.2-1 for Integrity
Servers Upgrade and Installation Manual』を参照してください。

1.11 HP DECwindows Motif

この節のHP DECwindows Motifに関する注意事項は，OpenVMS I64ユーザを対象
としています。

1.11.1 サーバ起動前の周辺デバイスの接続

システムをDECwindows Xディスプレイ・サーバとして適切に構成するためには，
起動前に，次のすべての周辺コンポーネントが接続されていなければなりません。

• モニタ

• USBマウス

• USBキーボード

接続されていない場合，サーバ・システムはデバイスの初期化処理を正しく完了でき
ないことがあります。たとえば，入力デバイス (マウスおよびキーボード)なしでサー
バ・システムを起動すると，ブランク・スクリーンになり，DECwindowsが起動し
ません。

この問題を解決するには，すべての周辺デバイスを接続してから，サーバの再起動，
またはシステムのリブートを行ってください。

1.11.2 起動中に表示されるカウントダウン・メッセージ

クライアント・オンリー・モード (サーバ無しの構成，またはマウスやキーボードが
接続されていない場合)でDECwindows Motifを実行すると，起動中に次のようなメ
ッセージが表示されることがあります。

Waiting for mouse...
Waiting for keyboard...

これらのメッセージは，デバイス・ポーリングの実行中だという情報を示している
にすぎません。 15秒経過すると，これらのメッセージは消えます。これは通常，
Server Managementオプションで組み込みグラフィックスを指定したサーバで，マ
ウスやキーボードを接続していなかった場合に発生します。
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このメッセージが表示されないようにして， 15秒間の遅延が発生しないようにする
には，システムを起動する前に，入力デバイス (USBマウスおよびUSBキーボード)
を接続してください。

システムでローカル・グラフィックスを使用しない場合は， SYSTARTUP_
VMS.COM内で論理名を次のように定義します。

$ DEFINE/SYSTEM DECW$IGNORE_WORKSTATION TRUE

これによってDECwindowsの起動時にローカル・グラフィックスに対する操作が開
始されないようにすることができます。

1.11.3 ブート時にサポートされない VGAコンソール

VGA文字型コンソールは，OpenVMSのブート時にはサポートされません。
Integrityサーバのファームウェアは VGAからの入力を許していますが， BOOTコ
マンドに続いて，デバイスが使用できないことを示すエラー・メッセージが表示さ
れます。コンソール出力をシリアル・ポート (または Server Managementオプショ
ンのシリアル・コンソール・ポート)にリダイレクトして，ブートは続行されます。
DECwindowsが起動された後，グラフィック・ディスプレイで通常どおりに動作し
ます。会話型ブートを利用するためには，端末または端末エミュレータを実行して
いるシステムが，システムのシリアル・ポートに接続されている必要があります。
LAN接続のコンソールなどの，その他のオプションも利用することができます。

1.11.4 オプションのグラフィックス

エントリ・クラスの Integrityサーバでは， 2Dマルチヘッド操作や 3D操作が可能
な ATI Radeon 7500 PCIオプション (HP部品番号 AB551A)がサポートされていま
す。構成方法と使用方法については，このデバイスの『Installation Guide』または
Quickspecsを参照してください。

1.11.5 キーボードのサポート

OpenVMS USBキーボード (HP部品番号 AB552A)は，DECwindowsのグラフィッ
クをサポートしているすべての Integrityシステムでサポートされています。このキ
ーボードには 3ボタンのホイール・マウスが付属しています。
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2
OpenVMS Version 8.2-1の新機能

この章では，OpenVMS I64 Version 8.2-1で導入された新機能について説明しま
す。また，第 4章では InfoServerユーティリティの機能，そして第 5章では Linker
ユーティリティの機能について説明します。

2.1 新しい Integrityサーバのサポート

Version 8.2-1から，OpenVMS I64がサポートする Integrityサーバ・プラットフォ
ームに以下の 3つが追加されました。

• HP Integrity rx7620サーバ

1台の 2ウェイ～ 8ウェイの Intel® Itanium® 2プロセッサ SMPサーバとして，
または 2つの独立したハード・パーティション (nPartitions)に分割して動作させ
ることができます。

• HP Integrity rx8620サーバ

rx7620サーバをベースに，クロスバー・バックプレーンと 2枚のセル基板を追加
して構築されています。 2ウェイ～ 16ウェイの Intel® Itanium® 2プロセッサ
SMPサーバとして，または複数のより小さな独立した nPartitionsに分割して動
作させることができます。

• HP Integrity Superdomeサーバ

ハイエンドの Integrityサーバであり，以下のモデルで構成されます。

– SD16A (最大 4枚のセルをサポートするサーバ・コンプレックス)

– SD32A (最大 8枚のセルをサポートするサーバ・コンプレックス)

– SD64A (最大 16枚のセルをサポートするサーバ・コンプレックス)

2.1.1 HP Integrityサーバ用の HP sx1000チップセットがサポートする構成

HP Integrityサーバ用のHP sx1000チップセットは，HP Integrity rx7620サー
バ，HP Integrity rx8620サーバ，HP Integrity Superdomeサーバに CPU，メモ
リ， I/Oサブシステムを提供します。HP sx1000チップセット・アーキテクチャで
は，セル・コントローラが 4基の CPUと結合され，コンピューティング・セルを形
成します。セル・コントローラ・チップは， I/Oデバイスおよびオフセル・メモリへ
のパスも提供します。
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rx7620， rx8620，および Superdomeサーバはそれぞれ異なる数の sx1000チップセ
ット・セルで構成されます。 rx7620は最大 2枚のセル (8 CPU)， rx8620 は最大 4
枚のセル (16 CPU)， Superdome は最大 16枚のセル (64 CPU)で構成されます。

OpenVMS I64 Version 8.2-1では， rx7620， rx8620， Superdomeで以下の構成を
サポートします。

• CPU

各セルには最大で 4基の CPUを搭載できます。OpenVMSは以下のリビジョン
の CPUをサポートします。

— rx7620

* Madison 9， 1.6 GHz， 6 MBキャッシュ CPU

* Madison 9， 1.5 GHz， 4 MBキャッシュ CPU

— rx8620

* Madison 9， 1.6 GHz， 6 MBキャッシュ CPU

* Madison 9， 1.5 GHz， 4 MBキャッシュ CPU

— Superdome

* Madison 9， 1.6 GHz， 9 MBキャッシュ CPU

• メモリ

— rx7620のセル当たりの最大メモリ (セル当たり 16 DIMMスロット)

* 2 GB DIMM，セル当たり 32 GB，システム当たり最大 64 GB (2セル基
板)

* 4 GB DIMM，セル当たり 64 GB，システム当たり最大 128 GB

— rx8620のセル当たりの最大メモリ (セル当たり 16 DIMMスロット)

* 2 GB DIMM，セル当たり 32 GB，システム当たり最大 128 GB (4セル基
板)

* 4 GB DIMM，セル当たり 64 GB，システム当たり最大 256 GB

— Superdomeのセル当たりの最大メモリ (セル当たり 32 DIMMスロット，
nPartitions当たり最大 4セル)

* 1 GB DIMM，セル当たり 32 GB， 4セル nPartitions当たり 128 GB

* 2 GB DIMM，セル当たり 64 GB， 4セル nPartitions当たり 256 GB

• コア I/O

— rx7620

1枚または 2枚のコア I/O基板を備え，各基板は， 1つのUltra 160 LVD
SCSIポート， 1つの 10/100/1000Base-T LANポート， 2つの RS-232シリア
ル・ポート (1つはコンソール用で，もう 1つはUPS (無停電電源装置)用)， 1
つの 10/100Base-Tポート (Webおよび LANコンソール接続用)を装備。
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— rx8620

1～ 4枚のコア I/O基板を備え (2つのシステム拡張ユニット・キャビネッ
トを使用)，各基板は， 1つのUltra3 LVD SCSIポート， 1つの 10/100
/1000Base-T LANポート， 2つの RS-232シリアル・ポート (1つはコンソー
ル用で，もう 1つはUPS用)， 1つの 10/100Base-Tポート (Webおよび LAN
コンソール接続用)を装備。

— Superdome

1～ 16枚のコア I/O基板 (汎用 10/100/Base-T LANカード)をそれぞれ PCI
シャーシのスロット 0に備えています。パーティションには複数のコア I/Oを
割り当てることができますが，同時に複数のコア I/Oをアクティブにすること
はできません。

• PCIシャーシ

— 最大 PCI I/O: rx7620と rx8620の場合には，コア I/O当たり 8スロット (セル
基板を実装する必要がある)

— 最大 PCI I/O: Superdomeの場合には，セル当たり 12スロット (パーティショ
ンのプライマリ・セルの場合には，スロット 0にコア I/O基板を実装する必要
がある)

• ハード・パーティション

— rx7620

1～ 2個の nPartitions (2 nPartitionsの場合，システム内の各セルに 1個)

— rx8620

1～ 4個の nPartitions (4 nPartitionsの場合，システム内の各セルに 1個)。
3 nPartitions以上構成する場合には，システム拡張ユニット (SEU)が必要。

— Superdome

4～ 16個の nPartitions (16 nPartitionsの場合，システム内の各セルに 1
個)。OpenVMS Version 8.2-1を動作させる場合には， 1個の Superdome
nPartitionsで最大 4セル (最大 16 CPU)をサポート。

2.2 InfoServerからのOpenVMS I64 Operating Environment DVDの
ブート

OpenVMS I64 Version 8.2-1では，OpenVMS Version 8.2-1オペレーティング・シ
ステムで提供される InfoServerソフトウェアを使用すれば， LAN上の仮想DVDド
ライブからブートすることができます。ただし，この機能が使用できるのはオペレー
ティング・システムのアップグレードを行うときだけで，以下の Integrityサーバで
のみサポートされます。

• rx1600

• rx1620
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• rx2600

• rx2620

• rx4640

InfoServerソフトウェアには，ディストリビューション・キットの 1つのコピーから
ネットワーク上の複数のシステムをブートできるという利点もあります。

InfoServerを使用するネットワーク・ブートでは，OpenVMS V8.2-1に固有のいく
つかの構成手順が必要です。 InfoServerハードウェアを使用したOpenVMS Alpha
システム用のネットワーク・ブート構成は，OpenVMS I64システムには適用でき
ません。OpenVMS I64 InfoServerを使用して，システムを LAN上でブートする方
法については，『HP OpenVMS Version 8.2-1 for Integrity Servers Upgrade and
Installation Manual』を参照してください。 InfoServerユーティリティについての
詳細は，第 4.1節を参照してください。

2.3 OpenVMS Clusterシステム

ここでは，今回のリリースで導入されたOpenVMS Clusterのいくつかの新機能につ
いて説明します。

2.3.1 OpenVMS Clusterに構成できるOpenVMS I64システムの数の増加

Version 8.2-1からOpenVMSは，OpenVMS I64システムとOpenVMS Alphaシ
ステムで構成される複合アーキテクチャのOpenVMS Clusterシステム，または，
OpenVMS I64システムだけで構成される単一アーキテクチャ・クラスタで， 96台
のOpenVMSシステムをサポートするようになりました。従来のリリースでは，どち
らのタイプの OpenVMS Clusterシステムでも，OpenVMS I64システムの最大サポ
ート台数は 8台でした。OpenVMS I64システムとOpenVMS Alphaシステムを混在
させた複合アーキテクチャのクラスタでは，合計 16システムまでサポートされてい
ました。

大規模OpenVMS Cluster環境では，以下のことが実現できます。

• これまで 16メンバに制限されていた複合アーキテクチャのOpenVMS Clusterシ
ステムに，さらにシステム (I64または Alpha)を追加する。

• すでに 16システム以上が組み込まれている Alphaのみのクラスタに OpenVMS
I64システムを追加する。

OpenVMS Clusterのサポートについての詳細は，『OpenVMS Cluster構成ガイ
ド』と『OpenVMS Clusterシステム』を参照してください。
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2.3.2 2ノードOpenVMS I64クラスタ・システム用の共用 SCSIストレージのサポ
ート

2ノードOpenVMS I64クラスタ・システム用の共用 SCSIストレージがOpenVMS
Version 8.2-1でサポートされるようになりました。これまでのリリースでは，共
用 SCSIストレージは，以前の SCSIホスト・バス・アダプタ (HBA)を使用して
OpenVMS Alphaシステムだけでサポートされていました。

OpenVMSクラスタ・システムで共用 SCSIストレージを使用すると， 1つの SCSI
バスに接続された複数のコンピュータ間で， SCSIストレージ・デバイスへのアクセ
スを直接共用することができます。この機能によって， SCSIストレージへの共用ア
クセスを使用した高可用性システムを構成することができます。

OpenVMS I64クラスタ・システムの共用 SCSIストレージには，以下の制約があり
ます。

• 1つの SCSIバスに接続できるOpenVMS I64システムは 2台まで。

• 各システムに接続できる共用 SCSIバスは 4本まで。

• サポートされるシステムは， rx1600ファミリ， rx2600ファミリ， rx4640。

• サポートされるHBAは A7173A HBAのみ。

• サポートされる SCSIストレージ・タイプはMSA30-MIストレージ筐体のみ。

• サポートされるディスク・ファミリはUltra320 SCSIディスク・ファミリのみ。

図 2–1にこの構成の例を示します。ホスト対ホストのOpenVMSクラスタ通信
用に， 2番目のインターコネクト (LAN)が必要であることに注意してください。
OpenVMSクラスタ通信は SCA (System Communications Architecture)通信とも呼
ばれます。

また，この構成では， SCSI ID 6と 7を使用する必要があることも注意してくださ
い。システムの一方では，共用 SCSIバスに接続される A7173Aアダプタの各ポー
トの SCSI IDとして，工場出荷時のデフォルトの 7でなく， 6を設定する必要があ
ります。 IPF Offline Diagnostics and Utilities CDに収録されているU320_SCSI
pscsi.efiユーティリティを使用すれば， SCSI IDを変更することができます。この手
順は次のURLから入手できる『HP A7173A PCI-X Dual Channel Ultra320 SCSI
Host Bus Adapter Installation Guide』で説明されています。

http://docs.hp.com/en/netcom.html
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図 2–1 2ノードOpenVMS I64 Clusterシステム
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2.4 IntegrityサーバのコンソールでCtrl/Pを押すと IPCが起動

OpenVMS Version 8.2では， Integrityサーバのコンソールで Ctrl/Pを押すと，シス
テムをクラッシュさせるかどうかを問い合わせるプロンプトが表示されました。

Crash (y/n):

しかし， XDELTAデバッガがシステムにロードされている場合には， Ctrl/Pを押す
とデバッガが起動されます。OpenVMS Version 8.2-1から，コンソールの Ctrl/Pの
動作はクラッシュ・プロンプトではなく， IPCユーティリティの起動に変更されまし
た。 XDELTAがロードされている場合には，これまでどおり Ctrl/Pによって制御が
XDELTAデバッガに渡されます。システム管理者は， Ctrl/Pユーティリティを使用
して，ディスクのクォーラムを調整したり，マウント確認をキャンセルすることがで
きます。
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IPCユーティリティは以下のようにアップデートされました。

• 小さなヘルプ画面が表示される。

• IPCを起動しても 45秒以内に入力がない場合には，ユーティリティは終了する。

• IPCが Ctrl/Pへの応答に失敗した場合には，コンソールでもう一度 Ctrl/Pを押す
と，Crash (y/n):プロンプトが表示される。

• IPC内で Ctrl/Pを押すと，Crash (y/n):プロンプトが表示される。このプロンプ
トに対する応答にタイムアウトはない。

IPCユーティリティは，プライマリ CPU上で高い割り込み優先順位で動作します。
このユーティリティが動作していてもクラスタ通信は実行できますが，このユーティ
リティは短時間のうちに使って，使い終わったらすぐに終了させるようにしてくださ
い。

2.5 HP OpenVMS Debugger

ここでは，OpenVMS V8.2-1 Integrityシステム上のOpenVMS Debuggerの新機能
について説明します。

2.5.1 C++の演算子名のサポートの改善

C++の演算子名のサポートが改善されました。特に，ユーザ定義の演算子名がサポー
トされるようになりました。この変更が行われる前は，演算子名を%NAMEで囲む必
要がありました。

例は次のとおりです。

DBG> SHOW SYMBOL /FULL operator ==
routine C::operator==

type signature: bool operator==(C)
code address: 198716, size: 40 bytes
procedure descriptor address: 65752

DBG> SET BREAK operator==

2.5.2 SET MODULEコマンドの使用はオプションになった

OpenVMS Debuggerはモジュールの設定を自動的に行うようになったため，明示的
な SET MODULEコマンドの使用はオプションになりました。このように機能拡張
を行った理由は，次の 2つです。

• デバッガがグローバル・シンボル名を認識するため，シンボルから，宣言されて
いるモジュールが判定できる。
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• ユーザがデバッガ・コマンドでモジュール名を指定したときに，デバッガがモジ
ュール情報を自動的にロードする。たとえば，次のように入力したとします。

DBG> SET BREAK X\Y

デバッガはモジュール Xのモジュール情報をロードして， Yという名前のルーチ
ンの情報を探し出します。これまで，デバッガは，モジュール Xの情報がロード
されていない場合はエラーにしていましたが，今回のリリースからはそれを自動
的にロードするようになりました。

2.5.3 Heap Analyzerが使用できるようになった

OpenVMS I64でもHeap Analyzerが使用できるようになりましたが，起動方法は
Alphaシステムとは異なります。新しい起動コマンド START HEAP_ANALYZERを
デバッガのコマンド行プロンプト (DBG>)から入力することによって，OpenVMS
I64デバッガからHeap Analyzerを起動できます。詳細は，『HP OpenVMSデバッ
ガ・マニュアル』のヒープ・アナライザの章を参照してください。

2.5.4 SHOW STACKコマンドの新しい修飾子

SHOW STACKコマンドでは/START_LEVEL=n修飾子が使用できるようになりまし
た。この修飾子は SHOW STACKに対して，コール・フレーム・レベルnの位置から
スタック情報の表示を開始するように指示します。

たとえば，フレーム 3のスタック情報だけを表示したい場合には，次のコマンドを実
行します。

DBG> SHOW STACK/START=3 1

4番目と 5番目のスタック・フレームの詳細情報を表示するには，次のコマンドを実
行します。

DBG> SHOW STACK/START=4 2

2.5.5 型のないストレージ位置のデフォルト・データ型の変更

型のないストレージ位置のデフォルト・データ型がロングワード (32ビット)からク
ォドワード (64ビット)に変更されました。データ型情報があるストレージ位置は，
関連する型に応じて，これまでどおり表示されます。
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2.5.6 SHOW SYMBOLコマンドでのオーバーロード・シンボル・サポートの改善

SHOW SYMBOLコマンドが機能拡張されて，オーバーロード・シンボル名を認識す
るようになりました。これまでは，オーバーロード名が表示されるだけでした。この
機能拡張によって，名前とその名前に関連付けられた情報が表示されるようになりま
した。たとえば，次のとおりです。

DBG> show symbol/full g
overloaded name C::g

routine C::g(char)
type signature: void g(char)
address: 132224, size: 128 bytes

routine C::g(long)
type signature: void g(long)
address: 132480, size: 96 bytes

2.5.7 Ada言語の予備的サポート

OpenVMS I64デバッガは機能拡張されて， Ada言語をサポートするようになりまし
た。ただし，今回のサポートは予備的なものであり，OpenVMSの将来のリリースで
は機能拡張される予定です。現在サポートされている機能は次のとおりです。

• 単純な型，配列，レコード

• バイアス型

• 密封型

• パッケージ

• オーバーロード・ルーチンとデータ・シンボル

• ユーザ定義演算子

2.6 利用可能になったデバッガ

OpenVMS Version 8.2-1 Integrityサーバ・オペレーティング・システムには，以下
のデバッガが用意されています。

• HP DELTAデバッガがOpenVMS I64システムでも利用可能になりました。

OpenVMS I64でDELTAデバッガを使用する方法は，OpenVMS Alphaシステ
ムでDELTAデバッガを使用する方法と同じです。OpenVMS I64のDELTAデ
バッガで受け付けられるコマンドは，OpenVMS Alphaの場合と同じです。た
だし，OpenVMS I64のDELTAで認識されるレジスタ名は，OpenVMS I64の
XDELTAで認識されるのと同じ Intel® Itanium®のレジスタ名です。

• System Code Debugger (SCD)
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SCDを使用すると，任意の割り込み優先順位レベル (IPL)で動作する，ページン
グされないシステム・コードとデバイス・ドライバをデバッグすることができま
す。

• System Dump Debugger (SDD)

SDDを使用すると， SCDのコマンドとセマンティクスを使用して，システム・
ダンプを解析することができます。

2.7 新しいSDAコマンドによるFibre Channelのデータ取得

OpenVMS Version 8.2-1の新しい System Dump Analyzer (SDA)のコマンド FC
PERFORMANCEを使用して，DGAデバイスの I/O性能特性を表示することがで
きます。この機能は，OpenVMS Alpha Version 8.2およびOpenVMS I64 Version
8.2でも利用できます。また，このコマンドはOpenVMS Alpha Version 7.3-2でも，
FIBRE_SCSI_V400 Fibre Channelパッチ・キットをインストールすれば利用できま
す。これらでサポートされるバージョンの Fibre Channelドライバは，構成されてい
る各ディスクに関する性能データを配列形式で記録します。

この新しい SDAコマンドを使用して，指定したDGAデバイスやシステム内に構
成されている全DGAデバイスの I/O性能特性を表示することができます。デバイ
ス名を省略した場合には，デバイスが現在マウントされているかどうかにかかわら
ず， 0以外のデータを持つすべてのDGAディスクの性能データが表示されます。 FC
PERFORMANCE配列には， LUNごとの入出力待ち時間，入出力サイズ，入出力方
向 (読み込み/書き込み)が記録されます。

入出力待ち時間は，リクエストがホスト FCアダプタのキューに入れられてから完了
割り込みが発生するまでの時間で計測されます。最近のディスク・ドライブの平均入
出力待ち時間は 5～ 10ミリ秒です。ディスク・コントローラ (HSG/EVA/MSA/XP)
内のキャッシュと物理ディスク・ドライブ内のキャッシュによって，アクセス時間が
大幅に短くなることがあります。

FC PERFORMANCEコマンドは，デフォルトでは，/SYSTIME修飾子を使用して
待ち時間を計測します。/SYSTIME修飾子では EXE$GQ_SYSTIMEが使用されます
が，これは 1ミリ秒ごとに更新されます。入出力が 1ミリ秒より短い時間で完了した
場合には， 0秒で完了したように見えます。/SYSTIMEを使用したときには， 1ミリ
秒より短い時間で完了した入出力操作は<2usの欄に表示されます。ただし， usはマ
イクロ秒を表わしています。

精度を高めるためには/RSCC修飾子を指定します。この場合には，システム・サイ
クル・カウンタ・タイマが使用されます。コマンド修飾子 (このタイマも含む)を，
表 2–1に示します。
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表 2–1 FC PERFORMANCEコマンドの修飾子

修飾子 説明

[device-name] 性能特性を表示するデバイス。 1つの DGAデバイス名だけを指定
できます。名前を省略した場合には，システムに構成されているす
べての DGAデバイスの性能データが表示されます。ただし，配列
に 0以外の値が含まれている場合に限ります。これには，現在マウ
ントされていない DGAデバイスの性能データも含まれます。

[/RSCC | /SYSTIME] 2種類の時間修飾子を指定できます。/RSCC修飾子の場合は， PAL
呼び出し Read System Cycle Counterが使用されて， CPUサイ
クル・カウンタが読み取られます。これで正確な時間が計測でき
ますが，時間のかかる PAL呼び出しを 1回の入出力操作につき
2回行うため，処理時間が長くなります。 1ミリ秒より短い精度
で時間を表示する必要がある場合には，この修飾子を使用してく
ださい。/SYSTIME修飾子の場合は， 1ミリ秒ごとに更新される
OpenVMSシステム時間が使用されます。これがデフォルトです。

[/COMPRESS] 0だけからなる欄の画面表示を抑止します。

[/CSV] 出力を CSV (comma-separated value)形式でファイルに書き込み
ます。このファイルはMicrosoft® Excelのスプレッドシートに読み
込んだり，グラフに加工することができます。

[/CLEAR] 性能配列をクリアします。この修飾子は入出力性能を試験している
場合に便利です。新しい試験を開始する前に，計測するデバイスの
性能配列をクリアし，試験が終了したらすぐに性能配列の内容をダ
ンプします。

次に示す例は， SDAコマンドの FC PERFORMANCEに/COMPRESS修飾子を指定
して，デバイス$1$DGA4321の読み書き性能を測定したときの出力です。

この出力では， LBC (最初の列の見出し)は論理ブロック数です。各行の LBCは 2の
べき乗になっていることに注意してください。各行は次の行に示される LBC数まで
の LBC数を含んでいます。たとえば， LBC 8の行は， LBC 8から LBC 15までの
入出力の回数を含んでいます。 256を超える LBCを持つ入出力はこのマトリックス
には表示されませんが，マトリックスの上に表示される "total blocks"の値には含まれ
ています。

各列に表示される回数は，列の見出しに示される時間よりも短い時間で完了した入
出力の回数を示しています。たとえば，<2msの列はこの列内の入出力が完了する
までにかかった時間が 2ミリ秒より小さく，かつ 1ミリ秒より大きかったことを意
味します。同様に，<4msの列の入出力は，完了するまでにかかった時間が 4ミリ
秒より小さく，かつ 2ミリ秒より大きかったことを意味します。例外は，<2usの列
で，/SYSTIME修飾子を指定した場合に， 1ミリ秒より短い時間で完了したすべての
入出力の回数が<2usの回数に含められます。

列の見出し<2us，<2ms，<4msなどが，この表示に示されています。いずれかの列
で見出しに該当する値がない場合には，/COMPRESS修飾子が指定されているため，
その列は表示されません。デフォルトの/SYSTIME修飾子の代わりに，/RSCC修飾
子を指定した場合には，追加の見出し<4us，<8us，<16us，<256usが表示されま
す。
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SDA> FC PERFORMANCE $1$DGA4321/COMPRESS

Fibre Channel Disk Performance Data
----------------------------------

$1$dga4321 (write)

Using EXE$GQ_SYSTIME to calculate the I/O time

accumulated write time = 2907297312us

writes = 266709

total blocks = 1432966

I/O rate is less than 1 mb/sec

LBC <2us <2ms <4ms <8ms <16ms <32ms <64ms <128ms <256ms <512ms <1s

=== ===== ==== ==== ==== ===== ===== ===== ==== ===== ===== ====

1 46106 20630 12396 13605 13856 15334 14675 8101 777 8 - 145488

2 52 21 8 9 5 5 6 1 2 - - 109

4 40310 13166 3241 3545 3423 3116 2351 977 88 - - 70217

8 2213 1355 360 264 205 225 164 82 5 - - 4873

16 16202 6897 3283 3553 3184 2863 2323 1012 108 - 1 39426

32 678 310 36 39 47 44 33 27 6 - - 1220

64 105 97 18 26 41 43 42 24 7 - - 403

128 592 3642 555 60 43 31 23 9 2 - - 4957

256 - 9 7 - - - - - - - - 16

106258 46127 19904 21101 20804 21661 19617 10233 995 8 1 266709

Fibre Channel Disk Performance Data

----------------------------------

$1$dga4321 (read)

Using EXE$GQ_SYSTIME to calculate the I/O time

accumulated read time = 1241806687us

reads = 358490

total blocks = 1110830

I/O rate is less than 1 mb/sec

LBC <2us <2ms <4ms <8ms <16ms <32ms <64ms <128ms <256ms <512ms <2s
=== ===== ===== ===== ===== ===== ===== ===== ===== ====== ====== ====

1 46620 12755 6587 7767 3758 2643 1133 198 5 - - 81466

2 574 134 66 158 82 20 21 4 1 - - 1060

4 162060 35896 20059 18677 15851 11298 5527 1300 25 2 1 270696

8 355 79 46 97 59 36 28 10 - - - 710
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16 241 103 32 150 77 24 13 1 - - - 641

32 916 355 76 302 316 61 25 10 - - - 2061

64 725 380 64 248 140 17 10 3 - - - 1587

128 13 22 13 36 21 6 - - - - - 111

256 10 41 28 15 49 13 2 - - - - 158

211514 49765 26971 27450 20353 14118 6759 1526 31 2 1 358490

SDA>

2.8 メモリ常駐セクションに対する，より大きな粒度ヒントの指定

I64プラットフォームでのOpenVMSのメモリ常駐セクションでは，ハードウェアで
サポートされるすべてのページ・サイズを使用できるようになりました。OpenVMS
のデフォルトである 8 KBより大きなページ・サイズを使用することで，アプリケー
ションの性能を大幅に改善することができます。これは，大量のデータをカバーする
ために必要な変換キャッシュのエントリが少なくてすむからです。

Alphaシステムと I64システムでは，OpenVMSは粒度ヒント機能を使って，デフォ
ルトのシステム・ページ・サイズより大きなページ・サイズを実現します。 Alphaシ
ステムでは，最大有効ページ・サイズは 4 MBで，現在の I64システムでは，最大有
効ページ・サイズは 4 GBです。ユーザは， SYSMAN RESERVED_MEMORYコマ
ンドを使用して，前もってメモリを割り当てることにより，メモリ常駐セクションに
対して粒度ヒント機能を適用することができます。粒度ヒント機能を使用するときに
は， Alphaシステムまたは I64システムでメモリ常駐セクションを使用する必要があ
ります。 SYSMAN RESERVED_MEMORYコマンドを使用して次回のシステム・ブ
ート時のメモリを前もって割り当てます。

アラインメントの要件が次のように変更されたことに注意してください。すなわち，
より大きなページ・サイズを使用する場合には，仮想アドレスと物理アドレスの両方
を適切にアラインメントしなければなりません。 Alphaシステムでは，セクションの
開始アドレスをページ・テーブルの境界にマッピングすれば，十分なアラインメント
が保証されました。しかし， I64システムではこれだけでは不十分です。

OpenVMS I64システムでは，メモリ常駐セクションを使用するときには，次の手順
に従うことをお勧めします。

1. 必要に応じて， SYSMANコマンドの RESERVED_MEMORYを使用して，メモ
リを前もって割り当てます。

2. SYS$UPDATE:AUTOGEN GETDATA REBOOTプロシージャを実行して，少な
くなった汎用メモリの量に合わせてシステムをチューニングします。
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3. すべてのメモリ常駐セクションで，共用ページ・テーブル領域を使用します。共
用ページ・テーブルがブート時に割り当てられていなくても，共用ページ・テー
ブル領域を使用することで，仮想アドレス空間内の領域の最適なアラインメント
が保証されます。

共用ページ・テーブル領域には開始アドレスを指定しないでください。そうして
おけばOpenVMSは，この領域内にマッピングされるセクションに対して，最大
の粒度ヒント・ファクタを設定できる開始アドレスを選択できます。

4. セクションをマッピングするときには， SEC$M_EXPREGフラグを使用しま
す。これによって， OpenVMSはそのセクションに対して最適なアラインメント
の開始アドレスを選択することができます。

5. メモリ常駐セクションが作成できたら，必ずセクション全体をマッピングしま
す。セクションの一部しかマッピングしなかった場合には，共用ページ・テーブ
ルや，大きなページ・サイズを使用できません。

6. 共用ページ・テーブル領域やメモリ常駐セクションの開始アドレスを指定してい
るアプリケーションを変更できない場合には，アプリケーションが失敗する可能
性があります。回避策としては，動的システム・パラメータMMG_CTLFLAGS
のビット 4 (10進数で 16)をセットして， I64システムのページ・サイズを Alpha
システムでサポートされる最大の粒度ヒント・サイズに制限する，特殊な動作モ
ードを選択します。

以降の項では，メモリ常駐セクションに対するより大きな粒度ヒントの指定に関する
追加の変更を説明します。

2.8.1 MMG_CTLFLAGSシステム・パラメータに追加されたフラグ

次の表には，今回のリリースで導入されたビット 4も含め，このパラメータで現在定
義されているすべてのビット・マスク値を示しています。

ビット 意味

0 このビットがセットされていると，メモリの再利用が有効になります。すなわち，
定期的に実行され，それ以外はアイドル状態のプロセスをトリミングすること
で，再利用が行われます。再利用は，空きリストと修飾リストの合計サイズが，
FREEGOALの値の 2倍より小さくなったときに行われます。この機能は，このビ
ットがセットされていない場合には，無効になっています。

1 このビットがセットされていると，メモリの再利用が有効になります。すなわ
ち， LONGWAITの秒数を超えてアイドル状態になっているプロセスをスワッ
プアウトすることで，再利用が行われます。再利用は，空きリストのサイズが，
FREEGOALの値より小さくなったときに行われます。この機能は，このビットが
セットされていない場合には，無効になっています。

2 AlphaServer 4100システムでの遅延メモリ・テストを制御します。このビットが
セットされていない場合 (デフォルト)には， OpenVMSはメモリをバックグラウン
ドでテストします。このビットがセットされていると，ブートストラップ・プロセ
スの際にすべてのメモリがテストされます。

3 OpenVMS用に予約。 0でなければならない。
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ビット 意味

4 このビットがセットされていない場合 (デフォルト)には， I64のハードウェアでサ
ポートされているすべてのページ・サイズをメモリ常駐セクションのマッピングで
使用することができます。このビットがセットされていると， I64システムのペー
ジ・サイズは Alphaシステムで使用できる最大粒度ヒント・ファクタ (512 *システ
ム・ページ・サイズ)に制限されます。

5-7 将来のために予約。

2.8.2 システム・サービスの変更点

以下のリストには，メモリ常駐セクションが増加したことに伴って項目コードが変更
されたシステム・サービスが含まれます。

• $CREATE_REGION_64

length_64

以下の情報が，説明の最初の段落の後に挿入されます。

複数のメモリ常駐セクションをこの領域にマッピングする場合には，すべての
セクションを収容できるだけでなく，次のセクションを最大の有効ページ・サ
イズ (粒度ヒント)に合わせてアラインメントするために必要となる空間も収容
できるだけの十分に大きな長さを指定します。この要件は，マッピングするす
べてのセクションの合計の 2倍の領域を割り当てるだけで満たすことができま
す。

start_va_64

説明の最後の段落は次のように変更されました。

フラグ VA$M_SHARED_PTSをセットして，この引数を指定する場合には，
指定する開始アドレスは，自然なページ・テーブル境界と，セクションのマッ
ピングで使用する最大のページ・サイズのうち，大きい方にアラインメントさ
れている必要があります。アラインメントがページ・テーブル境界よりも小さ
い場合には，$CREATE_REGION_64サービスはエラーを返します。アライ
ンメントが，セクションで使用する最大のページ・サイズよりも小さい場合に
は，セクションをマッピングしようとするとエラーになります。

開始アドレスを指定しない場合には，OpenVMSは自動的に正しいアラインメ
ントを保証します。

• $CRMPSC_GDZRO_64

section_offset_64

最後の段落は次のように変更されました。

共用ページ・テーブル領域を region_id_64引数で指定する場合には，
section_offset_64は，少なくとも CPU固有のページ・テーブルのページによ
ってマッピングできるバイト数の整数倍の大きさでなくてはなりません。 I64
システムの場合には，セクション・オフセットのアラインメントも，仮想アド
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レス空間をこのオフセットにマッピングするために使用されるページ・サイズ
の整数倍でなければなりません。

I64システムで共用ページ・テーブルを使用する場合には，メモリ常駐セクシ
ョンの部分的なマッピングは避けるようにしてください。これを避けることが
できない場合には，システム・パラメータMMG_CTLFLAGSのビット 4をセ
ットして，有効ページ・サイズを，ページ・テーブルのページでマッピングで
きるバイト数に制限してください。

start_va_64

説明の最後の段落は次のように変更されました。

フラグ VA$M_SHARED_PTSをセットして，この引数を指定する場合には，
指定する開始アドレスは，自然なページ・テーブル境界と，セクションのマッ
ピングで使用する最大のページ・サイズのうち，大きい方にアラインメントさ
れている必要があります。アラインメントがページ・テーブル境界よりも小さ
い場合には，$CREATE_REGION_64サービスはエラーを返します。アライ
ンメントが，セクションで使用する最大のページ・サイズよりも小さい場合に
は，セクションをマッピングしようとするとエラーになります。

開始アドレスを指定しない場合には，OpenVMSは自動的に正しいアラインメ
ントを保証します。

• $MGBLSC_64

section_offset_64

最後の段落は次のように変更されました。

共用ページ・テーブル領域を region_id_64引数で指定する場合には，
section_offset_64は，少なくとも CPU固有のページ・テーブルのページによ
ってマッピングできるバイト数の整数倍の大きさでなくてはなりません。 I64
システムの場合には，セクション・オフセットのアラインメントも，仮想アド
レス空間をこのオフセットにマッピングするために使用されるページ・サイズ
の整数倍でなければなりません。

I64システムで共用ページ・テーブルを使用する場合には，メモリ常駐セクシ
ョンの部分的なマッピングは避けるようにしてください。これを避けることが
できない場合には，システム・パラメータMMG_CTLFLAGSのビット 4をセ
ットして，有効ページ・サイズを，ページ・テーブルのページでマッピングで
きるバイト数に制限してください。

start_va_64

説明の最後の段落は次のように変更されました。

フラグ VA$M_SHARED_PTSをセットして，この引数を指定する場合には，
指定する開始アドレスは，自然なページ・テーブル境界と，セクションのマッ
ピングで使用する最大のページ・サイズのうち，大きい方にアラインメントさ
れている必要があります。アラインメントがページ・テーブル境界よりも小さ
い場合には，$CREATE_REGION_64サービスはエラーを返します。アライ
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ンメントが，セクションで使用する最大のページ・サイズよりも小さい場合に
は，セクションをマッピングしようとするとエラーになります。

開始アドレスを指定しない場合には，OpenVMSは自動的に正しいアラインメ
ントを保証します。

2.9 Partition Manager

Partition Manager (parmgr)は，すべての nPartitions管理機能を 1ヶ所で実行し
ます。 Partition Managerは， nPartitionsの動的再構成，電源投入，電源切断，作
成，削除，変更を，スムーズかつ管理の行き届いた操作のもとで実行するのに必要な
ツールをシステム管理者に提供します。

Partition Managerは，HPサーバ・システム上の nPartitionsを構成し，管理する
ための便利なGUIをシステム管理者に提供します。 Partition Managerを使用すれ
ば，コンプレックスの構成作業を，コマンドやパラメータを覚えることなく実行で
きます。 nPartitions，セル， I/Oシャーシ，その他のコンポーネントをグラフィカ
ル・ディスプレイで選択して，メニューからアクションを選択するだけです。

Partition Managerは，HP-UXシステムとMicrosoft® Windows®システムの両方で
動作します。どちらかのバージョンの Partition Managerを使用すれば，OpenVMS
I64 Version 8.2-1用の nPartitionsを管理することができます。

Partition Managerを使用すると，以下の作業が実行できます。

• nPartitionsの作成，変更，削除

• コンプレックスの nPartitions構成の検証

• コンプレックスの構成とハードウェアに関する潜在的な問題点の確認

• コンプレックス上のハードウェア・リソースの管理

Partition Managerは，次のWebサイトからダウンロードできる無償の製品です。

http://www.docs.hp.com/en/PARMGR2/download.html

Partition Managerの詳細は，『HPシステムパーティションガイド: nPartitionsの管
理作業』を参照してください。 Partition Manager Webサイトのメイン・ページま
たは次のWebサイトから，オンライン・ヘルプをダウンロードできます。

http://www.docs.hp.com/en/PARMGR2/features2.html

URLでは大文字と小文字が区別されるため，アドレスはここに示したとおりに入力
してください。
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2.10 新しい省電力機能

I64システムでは，アイドル時に CPUを「省電力モード」にすることができます。
これによって電力消費を抑えて，システムのエネルギー・コストを削減することが
できます。OpenVMS I64 Version 8.2-1は，システム・パラメータ CPU_POWER_
MGMTと CPU_POWER_THRSHの設定にもとづいて，この機能をサポートしま
す。これらの 2つのパラメータの説明は以下のとおりです。

CPU_POWER_MGMT (動的)

この動的パラメータに 1をセットするとオン (デフォルト)， 0をセットするとオフを
意味します。

CPU_POWER_THRSHパラメータの値を超過して， I64プロセッサがアイドル状態
であれば，オペレーティング・システムは I64プロセッサを省電力モードにします。
OpenVMS I64がこの操作を行うのは， CPU_POWER_MGMTがオンになっている
ときだけです。 CPUは割り込みを受け付けると，通常の電力モードに戻ります。

CPU_POWER_THRSH (動的)

CPU_POWER_THRSHは，パーセントで表現される動的パラメータです。

OpenVMS I64は各 CPUが動作しているかどうかを一定時間にわたって監視しま
す。 CPU_POWER_MGMTがオンになっていて CPU_POWER_THRSHで示される
期間 CPUがアイドルの場合には， CPUは省電力モードになります。 CPUは割り込
みを受け付けると，通常の電力モードに戻ります。

迅速な応答が必要なリアルタイム処理をサポートしているシステムでは，この機能は
オフにしておくことをお勧めします。この機能を使用すると，性能が多少低下する可
能性があるためです。

詳細は，次のWebサイトにある『Intel IA-64 Architecture Software Developer’s
Manual, Volume 2: IA-64 System Architecture』を参照してください。

http://www.intel.com/design/itanium/manuals/iiasdmanual.htm

2.11 PPLユニット割り当てツール

License Management Facilityには，OpenVMSの Per Processor Licenses (PPL)の
ライセンス・ユニットの管理に役に立つユニット割り当てツールが用意されていま
す。このユニット割り当てツールでは， CSV (comma-separated values)形式のテキ
スト・ファイルを使用して，ライセンス要件とクラスタ内での割り当てを記述しま
す。

CSV形式のファイルが使用されているため，任意のテキスト・エディタやスプレッド
シート・プログラムを使用して更新した後，このツールに戻すことができます。この
ユニット割り当てツールを起動するには，次のコマンドを実行します。
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$@SYS$EXAMPLES:LMF$PPL_UNITS_ASSIGNMENT.COM

詳細は， PPLのオンライン・ヘルプを参照してください。

2.12 System Dump Analyzer (SDA)ユーティリティ

ここでは，OpenVMS I64 Version 8.2-1オペレーティング・システムに用意された
SDAの新機能について説明します。 Fibre Channelの性能情報を取得するための
SDAコマンドの説明は，第 2.7節を参照してください。

2.12.1 SDA COPYコマンドの補足情報

ダンプ解析の際には，システム・クラッシュ時にダンプ・ファイルに書き込むことが
できないデータが利用できると役に立ちます。このようなデータには，ファイルの識
別に関連する完全なファイル指定や，OpenVMS I64の場合には，プロセス内で起動
されていたイメージのアンワインド・データなどがあります。

ダンプが書き出されたシステムでダンプを解析している場合には， COLLECTコ
マンドを使ってこれらのデータを収集し，現在の SDAセッションの中で使用する
ことができます。ダンプを別のシステムにコピーして解析する場合には， COPY
/COLLECTコマンドを実行してデータを収集し，書き込まれるダンプのコピーにそ
のデータを追加することができます。 COLLECTコマンドを実行した後で COPY
/COLLECTコマンドを実行した場合には，収集済みのデータがダンプのコピーに追
加されます。

デフォルトでは，システム・クラッシュ時に書き込まれたもとのダンプのコピーに
は，収集データが追加されます。この動作を無効にするには COPY/NOCOLLECT
を使用します。逆に，以前に収集データ無しで SDAを使用してコピー (COPY
/NOCOLLECT)したダンプのコピーには，収集データは含まれていません。この動作
を無効にするには COPY/COLLECTを使用します。

収集データがすでに追加されているダンプをコピーすると，収集データは必ず含まれ
ます。

すべてのファイル・データやアンワインド・データを正しく収集するには，シス
テム・クラッシュ発生時にマウントされていたすべてのディスクを再マウントし
て， SDAを実行するプロセスからアクセスできるようにしておく必要がありま
す。起動の最初の段階でダンプの内容を保存するために SDAを起動していて (たと
えば， CLUE$SITE_PROC (『HP OpenVMS System Analysis Tools Manual』
の第 2.2.3項を参照)を使用)，バッチ・ジョブが実行されるまでディスクをマウン
トしていなかった場合には， CLUE$SITE_PROCコマンド・プロシージャ内で
COPY/NOCOLLECTコマンドを使ってください。すべてのディスクがマウントされ
れば COPY/COLLECTコマンドを実行して，ファイル・データやアンワインド・デ
ータを保存することができます。
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2.12.2 COPYコマンドの新しい修飾子

SDA COPYコマンドの新しい修飾子は以下のとおりです。

• /[NO]COLLECT

/COLLECT修飾子を指定すると， SDAはファイル識別データとアンワインド・
データ (OpenVMS I64システムの場合)を現在のシステムから収集し，書き込ま
れるダンプのコピーに追加します。/NOCOLLECT修飾子を指定すると， SDAが
データを収集して追加するのを禁止します。デフォルトなどの詳細は，コマンド
の説明を参照してください。

• /LOG

COPYコマンドの進行状況を表示します。たとえば，選択ダンプでコピーされる
プロセスの名前や， I64で COPY/COLLECTを実行している場合にはアンワイン
ド・データがダンプ・コピーに追加されているイメージの名前などが，表示され
ます。

2.12.3 新しい SDAコマンド

ここでは新しい SDA COLLECTコマンドについて説明します。
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COLLECT

Alphaと I64でファイル識別情報をファイル名に変換するためのデータを収集し，
I64でのみプロセスのアンワインド・データを収集します。

フォーマット

COLLECT [/qualifier...]

パラメータ

なし

修飾子

/LOG

COLLECTコマンドの進行状況を表示します。たとえば，スキャン中のプロセスの名
前や， I64ではアンワインド・データを収集しているイメージの名前などが表示され
ます。

/UNDO

以前に実行した COLLECTコマンドで収集されたすべてのファイル・データとアン
ワインド・データを SDAメモリから削除します (COLLECT/UNDOは解析中のダン
プ・ファイルにすでに追加されているファイル・データやアンワインド・データには
影響を与えません)。

説明

ダンプを解析する際には，システム・クラッシュ時にダンプ・ファイルに書き込むこ
とができないデータが利用できると役に立ちます。このようなデータには，ファイル
の識別に関連する完全なファイル指定や， OpenVMS I64の場合には，プロセス内で
起動されていたイメージのアンワインド・データなどがあります。

ダンプが書き出されたシステムでダンプを解析している場合には， COLLECTコ
マンドを使ってこれらのデータを収集し，現在の SDAセッションの中で使用する
ことができます。ダンプを別のシステムにコピーして解析する場合には， COPY
/COLLECTコマンドを実行してデータを収集し，書き込まれるダンプのコピーにそ
のデータを追加することができます。 COLLECTコマンドを実行した後で COPY
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/COLLECTコマンドを実行した場合には，収集済みのデータがダンプのコピーに追
加されます。

すべてのファイル・データやアンワインド・データを正しく収集するには，システ
ム・クラッシュ発生時にマウントされていたすべてのディスクを再マウントして，
SDAを実行するプロセスからアクセスできるようにしておく必要があります。

例

SDA> COLLECT
%SDA-W-DISKNOACC, no access to _$30$DKB100: for file and/or unwind data
%SDA-W-FILENOACC, no access to _$30$DKB0: (7709,1,0) for unwind data
-SYSTEM-W-NOSUCHFILE, no such file

この例では，ファイル・データやアンワインド・データを収集するときには，システ
ム・クラッシュの発生時にマウントされていたディスク$30$DKB100が利用できませ
ん。また，_$30$DKB0上のファイル識別情報 (7709,1,0)を持つイメージのアンワイ
ンド・データは，残されていないため収集できません。
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2.12.4 SHOW CALL_FRAMEのパラメータの変更

SHOW CALL_FRAMEコマンドのstarting addressパラメータの説明は次のように変
更されました。

Alphaの場合には，プロシージャ呼び出しフレームの開始アドレスを表現する式が表
示されます。 pthreadを使用しているプロセスの場合は，次の SDAコマンドを使用
してすべての pthreadの開始アドレスを表示することができます。

pthread thread -o u

デフォルトの開始アドレスは， SDAの現在のプロセスのフレーム・ポインタ (FP)レ
ジスタの内容です。

I64の場合には，このアドレスは以下のいずれかになります。

• フレームの呼び出しコンテキスト・ハンドル。

• 例外フレームのアドレス。これは次のコマンドを実行したのと同じです。

SHOW CALL_FRAME /EXCEPTION_FRAME=address

• TEB (Thread Environment Block)のアドレス。プロセスのすべての TEBのリス
トに対して，次の SDAコマンドを実行します。

pthread thread -o u

デフォルトの開始アドレスは， SDAの現在のプロセス内の現在のプロシージャの呼
び出しコンテキスト・ハンドルです。

2.13 Traceback機能

I64システムの Traceback機能には，新しいシンボル化ルーチン TBK$I64_
SYMBOLIZEが含まれます。このルーチン (いつでも呼び出すことができる)を使用
することにより，実行可能 pc値とそのプログラム・コードを生成したソース・コー
ドをアプリケーションで対応付けることができます。

このルーチンの説明は以下のとおりです。

TBK$I64_SYMBOLIZE

Tracebackシンボル化ルーチン TBK$I64_SYMBOLIZEを使用すると，アプリケーシ
ョン・プログラムでは，現在実行中のアプリケーション内の特定のアドレスの実行可
能プログラム・コードを生成するために使用された，アプリケーション・プログラム
のソース・コードを確認したりシンボル化することができます。
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呼び出し規則
#pragma pointer_size save #pragma pointer_size 64

int32 tbk$i64_symbolize(
uint64 const pc,
struct dsc64$descriptor * const filename_desc,
struct dsc64$descriptor * const library_module_desc,
uint64 * const record_number,
struct dsc64$descriptor * const image_desc,
struct dsc64$descriptor * const module_desc,
struct dsc64$descriptor * const routine_desc,
uint64 * const listing_lineno,
uint64 * const rel_pc);

#pragma pointer_size restore

入力

pc 「トレースバック」するプロセス内の実行可能命令。値
渡し。

出力

filename_desc 文字列ディスクリプタ。プログラム・コードが格納され
たファイルの名前が返される。参照渡し。

library_module_desc 文字列ディスクリプタ。プログラム・コードが格納され
たテキスト・ライブラリ・ファイルの名前が返される。
参照渡し。該当する場合のみ返される。

record_number 64ビット符号なし整数型。レコード番号 (レコード番号
nは， filename_descで指定されるファイルの n番目の
行を示す)が返される。参照渡し。

image_desc 文字列ディスクリプタ。イメージ名が返される。参照渡
し。

module_desc 文字列ディスクリプタ。モジュール名が返される。参照
渡し。

routine_desc 文字列ディスクリプタ。ルーチン名が返される。参照渡
し。

listing_lineno 64ビット符号なし整数型。コンパイラ・リスティングの
行番号が書き込まれる。参照渡し。

rel_pc 64ビット符号なし整数型。相対 PC値が書き込まれる。
参照渡し。

戻り値
正常終了時には TBK$_NORMALが返されます。エラーが発生したときには，他の失
敗コードが返されます。

説明
I64システムの Traceback機能に，新しいシンボル化ルーチン TBK$I64_
SYMBOLIZEが追加されました。このルーチンは，いつでも呼び出し可能で，例
外によって通知された状況をアプリケーションが別の方法で処理できるようにしま
す。通常のトレースバック処理では「トレースバック・スタック」情報を生成し，
SYS$OUTPUTに出力します (つまり，一連の PC値をスタック・レベルごとに 1
つ)。アプリケーションで独自にトレースバック情報を処理したい場合には，トレース
バック処理を直接呼び出すことができます。
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アプリケーションでは，イメージ・アドレス空間内の任意の実行可能 PC値を指定で
き，上記の「出力」の項に記載された戻り引数の一部またはすべてを受け取ることが
できます。戻り情報には，指定した PC値を含むオブジェクト・コードを生成したソ
ース・コード行のリスト上の行番号やレコード番号が設定されます。戻り情報には，
イメージ名，モジュール名，ルーチン名も設定できます。イメージ相対値またはモジ
ュール相対値を示す相対 PC値も返されます。

要求された値を Tracebackが返せるかどうかは，イメージ生成のコンパイル段階とリ
ンク段階にトレースバック情報を要求したかどうかによります。

注意

いずれの出力引数 (値)も，ゼロ (0)を指定すると，その引数が無視されま
す。

TBK$I64_SYMBOLIZEを呼び出すアプリケーションをリンクするときには，
Linkerオプション・ファイル内に次の記述を含めてください。

SYS$SHARE:TRACE.EXE/shareable
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OpenVMS V8.2-1リリース・ノート

この章ではOpenVMS I64 Version 8.2-1の注意事項について示します。OpenVMS
Version 8.2のリリース・ノートの大半は本リリースでも適用されるため，システム
のインストールまたはアップグレードを行う前に，『HP OpenVMS V8.2リリース・
ノート[翻訳版]』の中のOpenVMS I64に関係する注意事項 (つまり， Alphaのみと
書かれていないすべての注意事項)と，この章の注意事項をお読みください。

ただし，以下に示すOpenVMS I64 Version 8.2のリリース・ノートは， Version
8.2-1には適用されません。

• 第 1.9.8項「DECnet-Plusの新しいバージョンが必要」

• 第 2.12節「HP DECnet-Plus for OpenVMS: X.25データ・リンクがサポートさ
れていない」

• 第 4.10節「EFIツール: VMS_SHOW DUMP_DEVエラー」

• 第 5.28.1項「全般的な問題点と回避方法 (I64のみ)」

以下のOpenVMS Debuggerの問題点は修正されました。

– デフォルトの基数による配列のインデックス値のプリント

– ローテートするレジスタの表示

3.1 アダプタについての注意事項

ここではOpenVMS Version 8.2-1でサポートされるアダプタについての注意事項を
説明します。

3.1.1 ゾーンが構成された SAN環境での A9782A， A9784A， AB465Aの制約

Fibre Channel環境では，ゾーン構成を使用して SAN内の種々の環境にわたってパ
ーティションを配置することができます。コンボ・アダプタ A9782A， A9784A，
AB465Aを他の Fibre Channelアダプタを持つゾーンにマッピングすると，システム
はブートできなくなります。
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3.1.2 Fibre Channelの EFIドライバとファームウェアの要件

OpenVMS I64 Version 8.2-1では，HP A6826A Fibre Channelホストベース・アダ
プタとその改良版を使用するためには， EFIドライバのバージョン 1.46以降， RISC
ファームウェアのバージョン 3.03.154以降が必要です。ファームウェアのアップデー
ト方法については，次のWebサイトを参照してください。

http://www.hp.com/support/itaniumservers

Fibre Channelデバイスの構成とブート方法については，『HP OpenVMS Version
8.2-1 for Integrity Servers Upgrade and Installation Manual』の付録 Cを参照し
てください。

3.2 関連製品のサポート

Software Public Rollout Reports for OpenVMSには，OpenVMS I64用の Layered
Product Libraryキット (DVD)で提供されている弊社のソフトウェア製品の情報が記
載されています。このレポートには製品名とバージョン，製品をサポートするために
必要なオペレーティング・システムのバージョン，製品の出荷日が示されています。
レポートの情報は今後も追加され，変更される可能性があります。このレポートは公
開されており，毎月更新されます。レポートの情報はたえず変化するため，このリリ
ース・ノートには含まれません。

Software Public Rollout Reports for OpenVMSは，次のWebサイトで参照できま
す。

http://h71000.www7.hp.com/openvms/os/swroll/

インターネットにアクセスできない場合は，四半期ごとに提供される Software
Products Libraries (SPL)でオペレーティング・システムのサポート情報を参照でき
ます。この情報は， SPLの次のファイルにあります。

[README]SW_COMPAT_MATRIX.PS
[README]SW_COMPAT_MATRIX.TXT

また， Software Public Rollout Reportsは弊社のサポート担当者から入手すること
もできます。

3.3 クラスタ互換性パッチ・キット

OpenVMS Version 8.2-1システムを既存のOpenVMS Clusterシステムに導入する場
合は，事前に旧バージョンのOpenVMSで動作しているシステムにいくつかのパッ
チ・キット (修正キット)を適用する必要があります。これらのキットは特定のバージ
ョンに対応していることに注意してください。
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表 3–1にリストしたバージョンは，動作が保証された構成でサポートされます。動
作が保証された構成についての詳細は，『HP OpenVMS Version 8.2-1 for Integrity
Servers Upgrade and Installation Manual』を参照してください。

表 3–1に，パッチ・キットを必要とする機能とパッチ・キットのファイル名をリ
ストします。各パッチ・キットには対応する readmeファイルが付属しています。
readmeファイルの名前はパッチ・キットの名前にファイル拡張子.READMEを付加
した形式になっています。

パッチ・キットは次のWebサイトからダウンロードすることができます。または，
弊社のサポート担当に連絡して，ご使用中のシステムに適したメディアに格納された
パッチ・キットを入手してください。

http://www2.itrc.hp.com/service/patch/mainPage.do

注意

パッチ・キットは必要に応じて定期的に更新されます。必ず，機能ごとの最
新のパッチ・キットを使用してください。バージョン番号はキットの readme
ファイルに記載されています。各キットの最新バージョンは，Webサイトで
提供されているバージョンです。

表 3–1 クラスタ互換性のために必要なパッチ・キット

機能 パッチ・キットのファイル名

OpenVMS Alpha Version 7.3-2

ここにリストされているパッチ・
キットを除く大部分のパッチ・キ
ットを含むアップデート・キット

VMS732_UPDATE-V0400

C RTL VMS732_ACRTL-V0100

DCL VMS732_DCL-V0300

ドライバ VMS732_DRIVER-V0200

Fibre Channelと SCSI VMS732_FIBRE_SCSI-V0600

グラフィックス VMS732_GRAPHICS-V0300

入出力デバイス構成 VMS732_IOGEN-V0100

ジョブ制御 VMS732_JOBCTL-V0100

LAN VMS732_LAN-V0300

Math RTL VMS732_AMATHRTL-V0100

PCSI VMS732_PCSI-V0100

SYSMANその他 VMS732_MANAGE-V0300

シャドウィング VMS732_SHADOWING-V04001

1ご使用中の構成でこのソフトウェアを使用している場合には，このキットが必要です。

(次ページに続く)
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表 3–1 (続き) クラスタ互換性のために必要なパッチ・キット

機能 パッチ・キットのファイル名

OpenVMS Alpha Version 7.3-2

システム VMS732_SYS-V0700

VERIFY VMS732_VERIFY_V0100

OpenVMS Alpha Version 8.2

CPU270F機能 VMS82A_CPU270F-V0100

DECnet-Plus for OpenVMS
Alpha ECO1

DNVOSIECO01_V821

ドライバ VMS82A_DRIVER-V0100

グラフィックス VMS82A_GRAPHICS-V0100

入出力デバイス構成 VMS82A_IOGEN-V0100

OpenVMS I64 Version 8.2

アダプタ・サポート (U320 SCSI
および Gb Ethernet)

VMS821_AB290A-V0100

DDTM VMS82I_DDTM-V0100

ドライバ VMS821_DRIVER-V0100

グラフィックス VMS82I_GRAPHICS-V0100

入出力デバイス構成 VMS82I_IOGEN-V0100

ライセンス管理機能 VMS82I_LMF-V0100

MANAGE VMS821_PERFORMANCE-V0100

MX2CPU機能 VMS821_MX2-V0100

実行時ライブラリ汎用ルーチン VMS82I_LIBOTS-V0100

Secure Server VMS82I_SECSRV-V0100

VMSローダ VMS821_IVMSLOA-V0100

1ご使用中の構成でこのソフトウェアを使用している場合には，このキットが必要です。

3.4 HP OpenVMS DebuggerのHeap Analyzerの問題点と回避策

問題点: Heap Analyzerの起動時，また I64用のデバッガ上でHeap Analyzerの
STARTコマンド (START HEAP_ANALYZER)を実行したとき，アップコールを有
効にしているマルチスレッド・アプリケーションがあるとハングします。

回避策:スレッドまたは ASTを使っているアプリケーションに対しては，デバッグ・
イベントを設定する前，またはデバッグ・イベントを無効またはキャンセルした後
にHeap Analyzerを起動するようにしてください (Heap Analyzerを起動した後，
STARTコマンドがデバッガの制御をユーザに戻した後にイベントを有効化/リセット
することができます)。

3–4 OpenVMS V8.2-1リリース・ノート



OpenVMS V8.2-1リリース・ノート
3.5ドキュメントの訂正

3.5 ドキュメントの訂正

ここではOpenVMSドキュメント・セット内の各種マニュアルの訂正について説明し
ています。

3.5.1 『HP OpenVMSデバッガ・マニュアル』:クライアント/サーバ・インタフェ
ースの訂正

Version 8.2の『HP OpenVMSデバッガ・マニュアル』には， PCクライアント・
インタフェース・キットに関して間違った情報が記載されています。第 11.1節と第
11.2節に対する訂正を以下に示します。

デバッグ・サーバはOpenVMSシステム上で動作します。クライアントはデバッガ
に対するユーザ・インタフェースであり，そこからユーザがデバッガ・コマンドを入
力しサーバに送られます。サーバはコマンドを実行し，結果がクライアントに送り
返されて表示されます。クライアントは，Microsoft Windows 95，Windows 98，
Windows NT ®，Windows 2000，Windows XP ®上で動作します。

上記のクライアント・プラットフォームに対する正しいクライアント・キットは次の
とおりです。

[DEBUG_CLIENTS011.KIT] DEBUGX86011.EXE

OpenVMS上で動作するコンポーネントについては，特別なインストール手順はあ
りません。システム管理者は上記のOpenVMSデバッグ・クライアント・キットを
OpenVMSディストリビューション・メディアから PATHWORKSシェアや FTPサ
ーバなど PCユーザがアクセスできる場所に移動する必要があります。クライアン
ト・キットは自己解凍形式の.EXEファイルです。

適切な実行可能ファイルを PCに転送したら，そのファイルを実行してデバッグ・ク
ライアントを PCにインストールします。 InstallShieldのインストール・プロシージ
ャによって，インストール手順が案内されます。

デフォルトでは，デバッグ・クライアントは\Program Files\OpenVMS のDebuggerフ
ォルダにインストールされますが，[参照]をクリックして，別の場所を選択すること
もできます。

インストール手順によって，OpenVMS Debuggerのプログラム・フォルダが作成さ
れます。そこには，以下の項目へのショートカットが格納されます。

• デバッグ・クライアント

• デバッグ・クライアントのヘルプ・ファイル

• READMEファイル

• アンインストール・プロシージャ

OpenVMS V8.2-1リリース・ノート 3–5



OpenVMS V8.2-1リリース・ノート
3.5ドキュメントの訂正

3.5.2 『HP OpenVMS I/O User’s Reference Manual』: PTD$READの明確化

『HP OpenVMS I/O User’s Reference Manual』では，読み込みリクエストの動作
が十分に説明されていません。次の段落は，第 6.5.1項の最初の段落を置き換えるも
のです。

制御プログラムは，データを擬似端末から読み込むために， PTD$READルーチンを
使います。 PTD$READルーチンが呼び出されると，オペレーティング・システムに
よって，読み込み操作がキューに登録されます。読み込み操作は，擬似端末が出力し
ようとする文字があれば終了します。読み込みリクエストは TTDRIVERに対して，
返すべきデータがあるかどうかを照会します。データがあった場合には，その文字列
が返されます。読み込みリクエストが発行されてもデータが存在しない場合には，読
み込みリクエストはキューに登録され，終了するのは後になります。この場合には，
ルーチンは少なくとも 1文字を返します。読み込みリクエストは，出力として返す文
字がなくても終了することがあります。 TTDRIVERが出力として返すデータがない
ことを示し，実際にデータがないという稀な状況では，読み込み操作は 0バイトのデ
ータで終了します。

以下の段落は，第D.4.4項を置き換えるものです。

PTD$READルーチンは擬似端末からデータを読み込みます。読み込みリクエストは
最小で 1文字，そして最大でreadbuf_len引数で指定した数の文字を読み込んで終了し
ます。

PTD$READルーチンが呼び出されると，オペレーティング・システムによって，読
み込み操作がキューに登録されます。読み込み操作は，擬似端末が出力しようとする
文字があれば終了します。読み込みリクエストは TTDRIVERに対して，返すべきデ
ータがあるかどうかを照会します。データがあった場合には，その文字列が返されま
す。読み込みリクエストが発行されてもデータが存在しない場合には，読み込みリク
エストはキューに登録され，終了するのは後になります。この場合には，ルーチンは
少なくとも 1文字を返します。読み込みリクエストは，出力として返す文字がなく
ても終了することがあります。 TTDRIVERが出力として返すデータがないことを示
し，実際にデータがないという稀な状況では，読み込み操作は 0バイトのデータで終
了します。

3.5.3 『HP OpenVMS V8.2新機能説明書』: Librarianユーティリティの訂正

以下のリリース・ノートは，OpenVMS I64 Librarianユーティリティに関する訂正
情報です。
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3.5.3.1 /REMOVE修飾子の訂正

『HP OpenVMS V8.2新機能説明書』の第 4.8.2.3項にある， Librarianの拡張さ
れた /REMOVE修飾子についての説明は誤っています。正しい説明は次のとおりで
す。

I64 Librarianユーティリティでは，/REMOVE修飾子の機能が拡張されました。拡
張された形式では削除するシンボルのモジュール・インスタンスを指定できるように
なりました。拡張された/REMOVE修飾子では， LIBRARYコマンドに対して，オブ
ジェクト・ライブラリのグローバル・シンボル・テーブルから 1つまたは複数のエン
トリを削除するように要求します。

3.5.3.2 ELFオブジェクト・ライブラリへのアクセスについての訂正

『HP OpenVMS V8.2新機能説明書』の第 4.8.3.2項には誤った説明があります。以
下の文章はその項の説明を置き換えるものです。

ELFオブジェクト・ライブラリへのアクセス
OpenVMS Alphaオブジェクト，テキスト・モジュールなどは，シーケンシャル・
アクセス・モジュールですが， ELFオブジェクト・モジュールは，本質的に，ラ
ンダム・アクセス・モジュールです。ランダムにアクセスできるように， 1つの新
しいライブラリ・ルーチンが作成されました。このルーチンを使うと， ELFオブ
ジェクト・モジュールがプロセスの P2空間にマップされ，アプリケーションはラ
ンダム・アクセスのクエリを実行できるようになります。このマッピングから仮想
アドレス空間を解放するために，このマッピングを削除するための別のライブラ
リ・ルーチンも作成されました。これらの新しいルーチン (LBR$MAP_MODULEと
LBR$UNMAP_MODULE)は， ELFオブジェクト・ライブラリの処理にのみ使用で
きます。これらのルーチンは P2空間を参照するため，エントリ・ポイントは 64ビッ
ト・インタフェースです。

ELFオブジェクト・ファイルはランダムにアクセスされるものなので，次に示す操作
は ELFオブジェクト・ライブラリに対しては実行できません。

LBR$GET_RECORD
LBR$SET_LOCATE
LBR$SET_MOVE

ライブラリにモジュールを挿入する操作はシーケンシャル操作なので， ELFオブ
ジェクト・ライブラリに対して LBR$PUT_RECORDを実行することはできます。
ELFオブジェクト・モジュールはレコード単位にセグメント化されていないので，モ
ジュールをライブラリに書き込む際に， LBR$PUT_MODULEを呼び出すとき，ま
たは LBR$PUT_RECORDを最初に呼び出すときに，ディスク上でのモジュールのサ
イズを指定する必要があります。

オブジェクト・モジュールを挿入するために LBR$PUT_RECORDを使用する方法を
次の Cコードの例に示します。
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bufdesc->dsc$a_pointer = &p0_buffer ;
bytes_to_transfer = module_size ;

while ( bytes_to_transfer ) {
transfer = MIN ( bytes_to_transfer ,

ELBR$C_MAXRECSIZ ) ;

bufdesc->dsc$w_length = transfer ;

status = lbr$put_record ( library_index ,
& bufdesc ,
& txtrfa ,
module_size ) ;

if ( (status & 1) == 0 )
break ;

bytes_to_transfer -= transfer ;
bufdesc->dsc$a_pointer += transfer ;
} ;

if ( (status & 1) == 1 )
status = lbr$put_end ( library_index ) ;

LBR$PUT_RECORDを何度も呼び出さなくてよいように，新しいライブラリ・ルー
チン LBR$PUT_MODULEが作成されました。

3.5.4 『HP OpenVMS RTL Library (LIB$) Manual』の訂正

ここでは， Version 8.2の『HP OpenVMS RTL Library (LIB$) Manual』に対する
追加と訂正を説明します。

3.5.4.1 『HP OpenVMS RTL Library (LIB$) Manual』: LIB$CVT_DX_DXの丸め規則の明
確化

『HP OpenVMS RTL Library (LIB$) Manual』の LIB$CVT_DX_DXルーチンの説
明では，「Guidelines for Using LIB$CVT_DX_DX」の下にある下記の段落に丸め
規則に関する具体的な説明を追加する必要があります。

結果は，常に， (切り捨てられるのではなく)丸められます。ただし，次に述べる状況
は例外です。精度や範囲が失われることは，変換先のデータ型やNBDS変換先のサ
イズによっては本質的に避けられないことに注意してください。変換先のデータ型の
せいで精度や範囲が失われてもエラーは表示されません。

この段落は次のように変更する必要があります。

結果は，常に， (切り捨てられるのではなく)丸められます。ただし，変換元と変換
先の両方がNBDSで，スケーリングが要求されていない場合は例外です。この場
合については，後述する規則で詳しく説明されます。 LIB$CVT_DX_DX は VAX_
ROUNDING規則を使用します。精度や範囲が失われることは，変換先のデータ型
やNBDS変換先のサイズによっては本質的に避けられないことに注意してくださ
い。変換先のデータ型のせいで精度や範囲が失われてもエラーは表示されません。
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VAX_ROUNDING規則の詳細は， CVT$CONVERT_FLOATの説明を参照してくだ
さい。

3.5.5 『HP OpenVMS RTL Library (LIB$) Manual』:プラットフォームの制限の明
確化

『HP OpenVMS RTL Library (LIB$) Manual』では，以下のルーチンが Alphaと
I64の両方で利用できると説明されていますが，これは誤りです。これらのルーチン
は Alphaでしか利用できません。

• LIB$GET_CURR_INVO_CONTEXT

• LIB$GET_INVO_CONTEXT

• LIB$GET_INVO_HANDLE

• LIB$GET_PREV_INVO_CONTEXT

• LIB$GET_PREV_INVO_HANDLE

• LIB$PUT_INVO_REGISTERS

また，『HP OpenVMS RTL Library (LIB$) Manual』では， LIB$GET_UIB_INFO
ルーチンは I64でのみ利用できることを説明する必要があります。

I64でのみ利用できる呼び出しコンテキストと呼び出しハンドルに関連するルーチン
は，次のとおりです。

• LIB$I64_CREATE_INVO_CONTEXT

• LIB$I64_FREE_INVO_CONTEXT

• LIB$I64_GET_CURR_INVO_CONTEXT

• LIB$I64_GET_CURR_INVO_HANDLE

• LIB$I64_GET_INVO_CONTEXT

• LIB$I64_GET_INVO_HANDLE

• LIB$I64_GET_PREV_INVO_CONTEXT

• LIB$I64_GET_PREV_INVO_HANDLE

これらのルーチンについての詳細は，『HP OpenVMS Calling Standard』を参照し
てください。

3.5.6 『HP OpenVMSシステム管理者マニュアル』: IPCコマンドの制限

『HP OpenVMSシステム管理マニュアル (上巻)』の第 9.15節「IPC (割り込み優先
順位レベル C)の使用」では， I64とすべての Alphaで IPCコマンドを使用できると
説明していますが，これは誤りです。このドキュメントは訂正され，次の文章が追加
されました。
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OpenVMS Versions 8.2と 8.2-1では，グラフィック・コンソールからブートした場
合には， I64システム，または ES47あるいはGS1280 Alphaシステムで IPCコマン
ドを使うことはできません。

3.5.7 『HP OpenVMS System Services Reference Manual』の追加と訂正

ここでは， Version 8.2の『HP OpenVMS System Services Reference Manual』に
対する追加と訂正を説明します。

3.5.7.1 $GETRMIの項目コード—RMI$_MODES

Version 8.2の『HP OpenVMS System Services Reference Manual』では，新し
い$GETRMIの項目コード RMI$_MODESについて以下の情報が抜けています。

RMI$_MODESを使用すると，マルチ CPUシステムの各 CPUのモードを監視する
ことができます (単に，ノード全体での CPU使用率ではありません)。

RMI$_MODESは，システムのブート以降に，現在アクティブなすべての CPUのす
べてのプロセッサ・モードで消費された時間を 10ミリ秒単位の値で返します。各モ
ードで返される時間の 1単位は，そのモードで CPU時間が 10ミリ秒消費されたこと
を表わしています。アクティブな CPUとはOpenVMSインスタンスが実行している
プロセッサ・スケジューリングに含まれる CPUのことです。

項目記述子内のバッファ長フィールドは，システムに搭載されている CPUの数に依
存します。渡すバッファのサイズは，次の式のとおりでなければなりません。

n * sizeof ( CPU_struct ) + 4

ただし，nは利用可能な CPUの個数です。$GETSYIの項目コード SYI$_
POTENTIALCPU_CNTを使用して，利用可能な CPUの個数nを取得します。
(詳細は，$GETSYIサービスの説明を参照してください。)

個々の CPUのデータは， CPU_struct構造体で返されます。 CPU_struct構造体
は，次の例に示すように，どのメンバもアラインメントなしで宣言します。
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#pragma member_alignment save
#pragma _nomember_alignment
typedef struct _CPU_struct
{

unsigned char cpu_id; // physical cpu id
unsigned int interrupt; // is actually the sum of interrupt and idle 1
unsigned int mpsynch; // multi-processor synchronization
unsigned int kernel; // kernel mode
unsigned int exec; // executive mode
unsigned int super; // supervisor mode
unsigned int user; // user mode
unsigned int reserved; // reserved, will be zero
unsigned int idle; // CPU idle

}CPU_struct;
#pragma member_alignment restore

1 既存のアプリケーションとの互換性を確保するために， interruptに返される時
間は，割り込み時間とアイドル時間の合計になっています。実際の割り込み時間
は， interruptに返される時間から idleに返される時間を差し引いて算出してく
ださい。

マルチ CPUシステムの場合には，すべてのアクティブな CPUのデータが CPU_
struct型の配列として返されます。配列内の要素の数は，利用できる CPUの数と同
じです。 CPUが非アクティブの場合には， CPU_struct配列内のその CPUに対応す
る要素では， CPU_structのすべてのメンバの値は 0になっています。

すべての利用可能な CPUのカウンタを格納できるだけの大きさを持つバッファを，
確実に割り当ててください。

次に示すコード例は， CPUモードを収集する方法の 1例です。

#include <starlet.h>
#include <syidef.h>
#include <rmidef.h>
#include <efndef.h>
#include <iledef.h>
#include <iosbdef.h>

CPU_struct *cpu_counters = NULL;
IOSB myiosb = { 0 };
char *buffer;
unsigned long buffer_size;
int status;

// Set up the $GETSYI item list: potential CPUs and active CPU bitmask
// unsigned long
CPU_Count = 0;
unsigned long long ActiveCPUs = 0;

ILE3 SYIitmlst[] = { {sizeof CPU_Count, SYI$_POTENTIALCPU_CNT, &CPU_Count, 0},
{sizeof ActiveCPUs, SYI$_ACTIVE_CPU_MASK, &ActiveCPUs, 0},
{0,0}};
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// Get the available CPU count and a bitmask of active CPUs
status = SYS$GETSYIW( EFN$C_ENF, NULL, NULL, SYIitmlst, &myiosb, NULL, 0 );
buffer_size = CPU_Count * sizeof( CPU_struct ) + 4;
buffer = malloc( buffer_size );

// Set up the $GETRMI item list: CPU modes
ILE3 RMIitmlst[] = {{buffer_size, RMI$_MODES, buffer, 0},

{0,0}};

// Call the service
status = SYS$GETRMI( EFN$C_ENF, 0, 0, RMIitmlst, &myiosb, NULL, 0 );

// THE DATA COUNTERS BEGIN 4 BYTES OFF THE START OF THE BUFFER;
// The first 4 bytes of the buffer are reserved for internal use.
cpu_counters = (CPU_struct *) ( buffer + 4 );

// Use the counters for all active CPUs
for ( int i = 0; i < CPU_Count; i++)
{

if ( 1 == ( 1 & (ActiveCPUs >> i) ) )
{

cpu_counters[i].interrupt
---
---
---

}
}

free( buffer );

3.5.7.2 $PUTMSGシステム・サービスの訂正

Version 8.2の『HP OpenVMS System Services Reference Manual』で
は，$PUTMSGのプロトタイプの説明に誤りがあります。正しいプロトタイプは
次のとおりです。

Cプロトタイプ
int sys$putmsg (void *msgvec, int (*actrtn)(__unknown_params),
void *facnam, unsigned __int64 actprm);

*actrtnからの戻り値は実際にチェックされ，メッセージが入力されたかどうかの判定
に使用されることに注意してください。

ドキュメントのソース・ファイルが訂正され，その訂正の内容は次版の『HP
OpenVMS System Services Reference Manual』とオンライン・ヘルプでリリー
スされる予定です。

3.5.8 『HP Volume Shadowing for OpenVMS説明書』:メモリ要件の訂正

Version 7.3-2の『HP Volume Shadowing for OpenVMS説明書』の第 1章の第 1.3.1
項「メモリ要件」で説明されているように，OpenVMS Version 7.3からは， Volume
Shadowing for OpenVMSを実行するには追加メモリが必要になりました。以下の訂
正があることに注意してください。

3–12 OpenVMS V8.2-1リリース・ノート



OpenVMS V8.2-1リリース・ノート
3.5ドキュメントの訂正

• 「たとえば，メンバごとに 200 GBのストレージがあるシャドウ・セットでは，
クラスタ内の各々のノードの書き込みビットマップには， 420 KBのメモリが必
要になります。」という説明がありますが， 420 KBではなく 400 KBが正しい
値です。

• ここから 3段落先に，「たとえば， 10個のシャドウ・セットがマウントされて
いるシステムで，各々のシャドウ・セットに 50 GBのメンバ・ディスクがある場
合，追加で 1,119 KBのメモリが必要ですが，」という説明がありますが，その
下に示されている計算方法に従って計算されるように， 1,119 KBではなく 1,069
KBが正しい値です。

これらは，『HP Volume Shadowing for OpenVMS説明書』の次版で訂正される予
定です。

3.6 EFIシェルで共用システム・ディスクまたはシャドウ・システ
ム・ディスクを操作する場合の注意事項

Integrityサーバのシステム・ディスクには，OpenVMSブート・ローダ， EFIアプ
リケーション，ハードウェア診断ツールを含む FATパーティションが最大 2つ存在し
ます。OpenVMSのブートストラップ・パーティションと診断パーティション (存在
する場合)は，それぞれOpenVMSシステム・ディスク内の次のコンテナ・ファイル
にマップされます。

SYS$LOADABLE_IMAGES:SYS$EFI.SYS
SYS$MAINTENANCE:SYS$DIAGNOSTICS.SYS

これらの FATパーティションの内容は，コンソールの EFI Shell>プロンプトに，
fsn:デバイスとして現れます。これらの fsn:デバイスは， EFI Shell>プロンプトでの
ユーザ・コマンド入力，または EFIコンソール・アプリケーションや EFI診断アプ
リケーションによって直接変更することができます。システム・ディスクを共用する
OpenVMS環境または EFIコンソール環境のいずれにも，パーティションの変更は通
知されません。OpenVMS環境と EFIコンソール環境は，これらのコンソールによ
る変更を全く意識しません。そのため， OpenVMSコンソールや使用する他の任意の
EFIコンソールでは，この変更に適切に連携して同期を取る必要があります。

次のどちらかまたは両方の手段で，構成内のコンソールを変更するときには注意が必
要です。

• OpenVMS I64システム・ディスクに対するOpenVMSのホスト・ベースのボリ
ューム・シャドウイング

• システム・ディスクを共用している Integrity環境間での，共用システム・ディス
クと EFIコンソールへの同時アクセス
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このようなOpenVMSシステム・ディスク環境は，前もって，単一メンバのホスト・
ベース・ボリューム・シャドウセット，または非シャドウ・システム・ディスクに移
行し，さらに，次のような操作で fsn:デバイスをシェル・レベルで変更するときに
は， Shell>プロンプトへの同時アクセスを行わないようにアクセスを調整する必要が
あります。

• 診断パーティション内での，診断ツールのインストールまたは操作

• パーティション内またはリムーバブル・メディアから実行する診断ツールに，
OpenVMS I64システム・ディスク上のブート・パーティションまたは診断パーテ
ィションの変更を許す

• あるいは，これらの環境の Shell>プロンプトから，ブート・パーティションまた
は診断パーティションを直接的または間接的に変更

上記の予防措置をとらなかった場合には，ブート・パーティションに対応する fsnデ
バイスでの変更や，診断パーティションに対応するデバイスでの変更は直ちに，また
は次回のOpenVMSのホスト・ベース・ボリューム・シャドウイングのフル・マージ
操作の後に，書き換えられて失われます。

たとえば，シャドウ・システム・ディスクのいずれかの物理メンバでコンテナ・ファ
イルの内容が EFIコンソールのシェルによって変更されても，ボリューム・シャド
ウイング・ソフトウェアは物理デバイスへの書き込みがあったことは認識できませ
ん。システム・ディスクが複数のメンバからなるシャドウ・セットの場合には，シャ
ドウ・セットのメンバである他の物理デバイスのすべてに対して同じ変更を行う必要
があります。そうしないと，システム・ディスクでフル・マージ操作が行われたとき
に，これらのファイルの内容が元に戻ってしまいます。マージ操作は， EFIでの変更
が行われてから数日後，または数週間後に行われることもあります。

また，シャドウ・システム・ディスクでフル・マージがアクティブになっている場合
には，いずれのファイルもコンソールの EFIシェルを使って変更してはなりません。

進行中のフル・マージ操作を停止する方法や，シャドウ・セットのメンバ構成を調べ
る方法については，『Volume Shadowing for OpenVMSにおけるホストベース・ミ
ニマージ』を参照してください。

これらの注意事項は，ホスト・ベースのボリューム・シャドウイング用に構成されて
いる Integrityシステム・ディスク，または複数のOpenVMS I64システムで構成さ
れて共用されているシステム・ディスクにのみ適用されます。コントローラ・ベース
の RAIDを使用している構成，システム・ディスクでホスト・ベースのシャドウイン
グを使用していない構成，別の OpenVMS I64システムと共用していない構成では影
響を受けません。
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3.7 Librarian:オブジェクト・モジュール名のキー長の拡大

OpenVMS Version 8.2では， Librarianは I64 (ELF)オブジェクト・イメージ・ラ
イブラリと共用イメージ・ライブラリのオブジェクト・モジュール名のキーの長さ
を，誤って， 31文字に制限していました。この問題は修正されました。 Librarian
は最大で 1024文字のオブジェクト・モジュール名のキー長を受け付けるようになり
ました。

3.8 Linkerユーティリティ

『HP OpenVMS V8.2リリース・ノート[翻訳版]』内の大部分の注意事項は，
OpenVMS I64 Version 8.2-1の Linkerユーティリティにも当てはまりますが，
OpenVMS Version 8.2-1では，HP OpenVMS Version 8.2のリリース・ノートに対
して以下の変更点があります。

• 第 5.24節のすべての注意事項は， Alphaだけでなく，すべてのOpenVMSプラ
ットフォームに当てはまるようになりました。

• 第 5.24.4項「スタックのエレメント数は最大 25に制限」は， Alphaと VAXにの
み当てはまります。

• 第 5.25.4項「マップの Image Synopsisセクションの誤り」は，誤りが修正され
たため， V8.2-1には適用されません。

• 第 5.25.5項「DIFTYPEおよび RELODIFTYPEメッセージ」の TYPE1.Cと
TYPE2.Cの例とこの例の前文は，次のように読み替えてください。

次の 2つのモジュールからなる例は，これらの問題点を修正する方法を示してい
ます。

TYPE1.C

#include <stdio>

int status ; // Defines status as data.
extern int sub();

main ()
{

printf ("Hello World\n");
sub();

}

TYPE2.C

extern int status (int x) ; //Refers to status as a procedure.

sub ()
{
int x;

x = (int)status;
return status (x);

}
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Linkerの新機能についての章 (第 5章)には，理解しておく必要がある以下の情報が
記載されています。

• 第 5.2.2項,「OpenVMS I64システムでの初期化されたオーバレイ・プログラ
ム・セクションの取り扱い」

問題点: 0で初期化されたオーバレイ・プログラム・セクションは，誤って，互換
性のある初期化と見なされます。OpenVMS V8.2と V8.2-1の I64 Linkerでは 0
で初期化されたセクションは 0以外の初期値を持つセクションと互換性があると
見なされます。そのため，リンク操作時のモジュールの順番によっては，イメー
ジに異なる初期値が設定されます。

解決策:この問題は I64 Linkerの将来のリリースで修正される予定です。

• 第 5.4.4項,「Linkerの新しい修飾子: /EXPORT_SYMBOL_VECTORと
/PUBLISH_GLOBAL_SYMBOLS」

問題点:すべてのグローバル・シンボルをエクスポートするだけで共用可能イ
メージを作成しても，それだけではうまくいきません。/EXPORT_SYMBOL_
VECTOR修飾子と/PUBLISH_GLOBAL_SYMBOLS修飾子を使用すれば，すべ
てのグローバル・シンボルのシンボル・ベクタ・オプションをモジュール単位に
作成できます。ただし，これらの修飾子は，従来の方法でシンボル・ベクタを作
成する場合には，別の問題を起こします。

解決策:エラーが発生する可能性があるため，両方の修飾子は I64 Linkerの将来の
リリースでは廃止される予定です。

3.9 セル型システムでの複数のnPartitions

HP Integrity rx7620，HP Integrity rx8620，HP Integrity Superdomeなどのサー
バに複数の nPartitionsを構成し，マルチ・オペレーティング・システム環境で動作
させ，そのうち 1つの nPartitionsでOpenVMSを動作させる場合，OpenVMSのブ
ート時に他のオペレーティング・システムのいずれかが SEL (システム・イベント・
ログ)にエラーまたはイベントを記録することがあります。OpenVMSは FRU (Field
Replaceable Unit)テーブルの生成が完了するまで SELを保持し続けるため，それが
原因で，他のオペレーティング・システムがエラーまたはイベントを記録することが
あります。

3.10 Version 8.2からVersion 8.2-1へのネットワーク・アップデート
の制限

OpenVMS Version 8.2-1は， Version 8.2から Version 8.2-1へのネットワーク・
アップデートをサポートしています。ネットワーク・アップデートはOpenVMS
Version 8.2でサポートされるシステム上のコア I/O LANカードを使用する形態だ
けがサポートされています。詳細は，『HP OpenVMS Version 8.2-1 for Integrity
Servers Upgrade and Installation Manual』を参照してください。
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また，ネットワーク・ブートにはハードウェア構成上の制限もあります。ネットワー
ク・アダプタの速度や二重モードの設定をコンソールから実行できる Alphaコンソ
ールとは異なり， Integrityサーバのコンソールとネットワーク・ブート・ドライバ
は自動ネゴシエーションしか実行できません。正常にネットワーク・ブートを実行す
るためには， Integrityサーバのブート・クライアントの最も近くにあるネットワー
ク・スイッチに自動ネゴシエーションを設定する必要があります。スイッチを自動ネ
ゴシエーションに設定しないと，ネットワーク・ブート・プロセスを実行することが
できません。

3.11 NPAG_AGGRESSIVEとNPAG_GENTLEのデフォルト値

OpenVMS Version 8.2以降は，システム・パラメータNPAG_AGGRESSIVEと
NPAG_GENTLEのデフォルト値には， 100が設定されるようになりました。 100を
設定すると，非ページング・プールのルックアサイド・リストの控えめな再生と積極
的な再生の両方が無効になります。多くの場合，プールを再生するために小さなパケ
ットをルックアサイド・リストからバリアブル・リストに戻すと，バリアブル・リス
トで断片化が生じます。断片化の結果，バリアブル・リストの先頭部分には多くの小
さなパケットが入り，バリアブル・リストの末尾部分には少数の大きなパケットが入
るようになります。

どのルックアサイド・リストよりも大きなパケットの割り当てを行うときには，シス
テムはバリアブル・リスト上で十分な大きさを持つパケットを検索する必要がありま
す。過度に断片化されている場合には，上述のように，十分な大きさを持つパケット
を見つけるために，バリアブル・リスト全体の検索が必要になります。バリアブル・
リストはアドレスの順番で並んでいるため，大きなパケットの割り当てが解除された
ときにも，リスト全体を検索して，パケットの割り当てを解除する必要があります。

このような状況では，システムの性能は大きく低下する可能性があります。その
ため，プールの再生をオフにして，システム・パラメータのNPAG_GENTLEと
NPAG_AGGRESSIVEをともに 100のままにしておくことをお勧めします。

3.12 同期型データ・リンクはサポートされていない

OpenVMS Version 8.2-1では， Integrityサーバの同期型データ・リンク・ハードウ
ェアはサポートしていません。

3.13 HP TCP/IP Services for OpenVMS

OpenVMS Version 8.2-1へアップグレードしたときには，最新のソフトウェアが確実
にインストールされるように TCP/IP Services for OpenVMS Version 5.5に必ず最新
の ECO (エンジニアリング・チェンジ・オーダ)を適用してください。
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3.14 Traceback APIの問題の修正

OpenVMS I64 Version 8.2では，引数pc_rel (相対 PC値)またはimage_desc (イメー
ジ名文字列記述子)に 0を指定すると，エラーが発生していました。 Traceback機能
ではこのような引数を正しく無視するようになったため， Traceback処理が続行可能
になりました。
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InfoServerユーティリティ

この章では， InfoServerユーティリティの新機能について説明します。この章には，
InfoServerハードウェアと InfoServerアプリケーションの比較と InfoServerユーテ
ィリティ・コマンドのリファレンスが含まれています。

4.1 InfoServerユーティリティの概要

InfoServerアプリケーションを使用すると， LAN上の仮想ディスク・デバイス用の
サービスを作成することができます。

仮想ディスク・デバイスには，以下のものがあります。

• DVDドライブ

• 特定のディスク・ドライブ: SCSIおよび Fibre Channel

• CDドライブ

• パーティション (コンテナ・ファイルとも言う)

InfoServerハードウェアと InfoServerアプリケーションの比較
OpenVMSの新しい InfoServerアプリケーションは，以前の InfoServerハードウェ
アとは，いくつかの点で大きく異なっています。最も大きな違いは，以下のとおりで
す。

• DCLスタイルのコマンド構文の使用

• デバイス用のサービスを作成する前に，そのデバイスをマウントしておかなくて
はならない点

• DVDドライブ用サービスの作成のサポート

• テープ・デバイスはサポートされない

• CD-R (CD-recordable)ドライブはサポートされない

• 自動マウントはサポートされない

4.1.1 InfoServerの使用方法の概要

InfoServerユーティリティ・コマンドを使用すると，以下の作業が実行できます。

• LAN上の仮想ディスク・デバイス用のサービスの作成と削除

• アクティブな InfoServerサービスのリストの保存
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• 既存のサービスの属性の変更

• サービスに接続されているサーバとノードについての情報の表示

• 1つまたは複数のサービスについて，サービス固有の情報の表示

• LASTport/Diskサーバの起動とサーバおよびキャッシュの各種の特性の設定

InfoServerは以下の方法で起動できます。

• RUNコマンドの使用

RUNコマンドを使用して InfoServerを起動するには，DCLコマンド・プロンプ
トで次のように入力します。

$ RUN SYS$SYSTEM:ESS$INFOSERVER

InfoServerユーティリティからプロンプトが表示されたら，次のように
InfoServerのコマンドを入力します。

InfoServer> SHOW SERVER

InfoServerがコマンドの実行を完了すると，再び InfoServer>プロンプトが表示
されます。ユーティリティを終了するまで，この動作が繰り返されます。

• InfoServerをフォーリン・コマンドとして定義

DCLプロンプト，または起動コマンド・ファイルまたはログイン・コマンド・フ
ァイルで，次のように入力することで， InfoServerをフォーリン・コマンドとし
て定義することができます。

$ InfoServer :== $ESS$INFOSERVER

ログイン・コマンド・ファイルを実行した後は，DCLプロンプトで
INFOSERVERと入力するだけで，このユーティリティを起動できます。

$ INFOSERVER

以下の点に注意してください。

InfoServerをフォーリン・コマンドとして使用し，また InfoServerのコマン
ドを入力すると，次のように，このユーティリティはコマンドを実行した後に
終了し，DCLコマンド・プロンプトの状態に戻ります。

$ InfoServer SHOW SERVER
$

InfoServerのコマンドを指定せずに InfoServerをフォーリン・コマンドとし
て使用すると，このユーティリティは InfoServer>プロンプトを表示するの
で，その段階で，次のように，コマンドが入力できます。
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$ InfoServer
InfoServer> SHOW SERVER

注意

すべての InfoServerコマンドは， SYSPRVおよびOPERの権限を必要とし
ます。

InfoServerユーティリティを終了するには， InfoServer>プロンプトで EXITコマン
ドを入力するか Ctrl/Zを押します。

InfoServerユーティリティについての情報を表示するには， InfoServer>プロンプト
でHELPコマンドを入力します。

4.1.2 InfoServerコマンド

以降の項で， InfoServerコマンドの説明と例を示します。
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CREATE SERVICE

指定したデバイスまたはパーティション用のサービスを作成します。

使用方法:

• すべてのデバイスは，システムワイドにマウントし，プロセスがログアウトした
ときにマウント解除されないようにする必要があります。

• 読み書きサービスを持つデバイスは，/FOREIGN修飾子を付けてマウントし，
OpenVMSから見えないようにする必要があります。

• 読み取り専用サービスを持つデバイスは，/NOWRITE修飾子または/FOREIGN
修飾子を付けてマウントし，誰もローカルに変更できないようにする必要があり
ます。

• 読み取り専用または読み書きアクセスでOpenVMSにマウントされるディスクで
は，パーティションのサービスはオフにできます。

• 今回のリリースでは，パーティションのサポートは制限されています。

フォーマット

CREATE SERVICE serviceName device-or-partitionName

パラメータ

serviceName

LAN上で使用されるサービスの名前です。サービス名は英数字とドル記号 ($)で構成
されます。長さは最大で 255文字です。

device-or-partitionName

LAN上で使用されるOpenVMSのディスク・デバイスまたはパーティションの名前
です。入力するデバイス名またはパーティション名は，作成済みのものでなければな
りません。

デバイス名とパーティション名について，以下に説明します。

• デバイス名

LANにサービスを提供するデバイスは，OpenVMSディスク・デバイスです。
InfoServerデバイス名を指定するときには，OpenVMSデバイス名を使用しま
す。デバイス名は， SHOW SERVICESコマンドで表示される名前に完全に一致
するか，またはワイルドカードを含むかのいずれかでなければならないことに注
意してください。
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InfoServerユーティリティでワイルドカードが使用できるところでは，
OpenVMSで使用されるのと同じワイルドカードが使用できます。パーセン
ト文字 (%)は正確に 1文字に一致し，アスタリスク文字 (*)は 0文字以上の文字列
に一致します。

ディスク指定はコロンで終わる必要があります。

• パーティション名

パーティションは，ネットワークにサービスが提供されるコンテナ・ファイ
ルです。したがって，デフォルトのファイル・タイプが.ESS$PARTITIONの
OpenVMSファイル名を持っています。デバイス名，ディレクトリ名，ファイル
名を含むパーティション名の長さは，最大で 242文字です。

今回のバージョンでは，パーティションのサポートは制限されています。ハー
ド・ドライブの分割利用には， LDデバイスを使用することをお勧めします。詳
細は，DCLコマンドの LD HELPを参照してください。

修飾子

/CLASS=className

完全な LASTport Disk (LAD)名前空間のサブセットを指定します。

クラス名の目的は，名前空間を分割して，クライアントに対して意味のある名前だけ
を示すことです。クラス名を使用すると， 2つのサービスに同じ名前を付けて，互い
に競合しないようにすることもできます。

たとえば，いくつかのクライアント・システムで使用される異なるオンディスク
構造に対して，異なるクラス名をつけることができます。あるクライアント・シス
テムでは SERVICEA/CLASS=ODS-2を使用し，別のクライアント・システムでは
SERVICEA/CLASS=ISO_9660を使用します。サービス名は同じ (SERVICEA)です
が，クラス名は異なります。

使用するクラス名は，作成するサービスに接続するクライアント・システムに依
存します。デフォルトのクラス名はODS_2です。たとえば，OpenVMSシステム
は， InfoServerデバイスをマウントするとき，ODS_2名前空間を使用します。
OpenVMSクライアントは，ODS_2サービス・クラスに属しているサービスのみ利
用できることに注意してください。

有効なクラス名は，次のとおりです。
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V2.0 PCSA MS-DOS クライアントが理解する名前
Unformatted 仮想ディスクは形式を持っていません
MSDOS MSDOS 仮想ディスク
ODS_2 VMS 仮想ディスク
UNIX UNIX 仮想ディスク
ISO_9660 ISO 9660 CD 形式
HIGH_SIERRA MS-DOS CD 形式
APPLE Macintosh HFS 形式
SUN Sun 形式

/ENCODED_PASSWORD=hexstring

SAVEコマンドでこの修飾子が作成されます。パスワードは平文で保存されず，ハッ
シュ化されたパスワードの値が SAVE操作の一環として書き込まれるため，パスワー
ドを人目にさらすことなく，サービスを作成しなおすことができます。

SAVEコマンドが作成するコマンド・プロシージャを編集してサービス名を変更した
場合には，エンコードされたパスワード値が有効ではなくなってしまうことに注意し
てください。その場合には，/PASSWORD修飾子を使用して，サービスに別のパスワ
ードを設定する必要があります。

/PASSWORD=passwordString
/NOPASSWORD (デフォルト)

オプションのサービス・アクセス制御パスワードを指定します。パスワードが設定さ
れたサービスにクライアント・システムがアクセスするためには，パスワードを指定
する必要があります。

パスワードは最大 39文字の英数字文字列です。パスワードを指定しなかった場合に
は，クライアント・システムではこのサービスにアクセスする場合に，パスワードの
入力を求められません。

テキストのパスワードは暗号化された形式で，他のサービス情報とともにメモリに保
存されます。

/RATING=DYNAMIC
/RATING=STATIC=value

該当するサービスが複数ある場合には，クライアントはサービス評価点を使用してサ
ービスを選択します。最高のサービス評価点を持ったサービスが選択されます。

システムは動的サービス評価点を負荷に応じて調整します。静的評価点を 0～ 65535
の範囲で指定することもできます。システムは静的評価点は調整しません。

静的評価点を使用する場合の例は，サービスのコピーの 1つから，別のコピーにクラ
イアントを移行させる場合です。クライアントを移動させたいサービスに静的評価点
0を設定しておけば，新しいクライアントが評価点 0のサービスに接続することはあ
りません。代わりに，それよりも高い評価点を持つサービスに接続します。すべての
現在のクライアントがサービスとの接続を解除したときに，そのサービスを安全に削
除することができます。
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/READAHEAD (デフォルト)
/NOREADAHEAD

キャッシュ・ブロックを埋めるためのディスクの読み取りが必要になったときに，
/READAHEAD修飾子は，読み取り範囲が，要求された最初のブロックから，バケッ
ト境界の最後までであることを指示します。先読みすることによって，必要なディス
ク・ブロックが前もってキャッシュにロードされるので，シーケンシャル操作の速度
が向上します。

/READAHEAD修飾子と/READBEHIND修飾子の両方を指定しておくと，キャッシ
ュ・バケット内のブロックが要求されたときに，そのブロックのバケット範囲全体が
キャッシュに読み込まれます。

/READBEHIND
/NOREADBEHIND (デフォルト)

キャッシュ・ブロックを埋めるためのディスクの読み取りが必要になったときに，
/READBEHIND修飾子は，読み取り範囲が，キャッシュ・バケット境界の先頭から
要求されたブロックまでであることを指示します。

/READAHEAD修飾子と/READBEHIND修飾子の両方を指定すると，キャッシュ・
バケット内のブロックが要求されたときに，そのブロックのバケット範囲全体がキャ
ッシュに読み込まれます。

/READERS=number (デフォルトは， READERS=1000)
/NOREADERS

クライアントの読み取りアクセスで許される同時接続の最大数を指定します。デフォ
ルトは 1000接続です。値 0は書き込み専用であることを意味します。

クライアントがサービスに対して読み取り専用アクセスまたは読み書きアクセスを要
求した場合には，システムは読み取り接続としてカウントします。

/WRITERS
/NOWRITERS (デフォルト)

サービスが 1つの書き込み接続だけを許すことを指定します。

例

1. $ SHOW DEVICE MOVMAN$DQA0:/full

Disk MOVMAN$DQA0:, device type Compaq CRD-8322B, is online, file-oriented
device, shareable, served to cluster via MSCP Server, error logging is
enabled.
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Error count 0 Operations completed
Owner process "" Owner UIC [SYSTEM]
Owner process ID 00000000 Dev Prot S:RWPL,O:RWPL,G:R,W
Reference count 0 Default buffer size 512
Total blocks 16515072 Sectors per track 63
Total cylinders 16384 Tracks per cylinder 16

$ MOUNT/SYSTEM dqa0 OVMSIPS11

Volume is write locked
OVMSIPS11 mounted on _MOVMAN$DQA0:

$ InfoServer
InfoServer> CREATE SERVICE VMS_SIPS_V11 _MOVMAN$DQA0:

%INFOSRVR-I-CRESERV, service VMS_SIPS_V11 [ODS-2] created for
_MOVMAN$DQA0:.

この例は， CDデバイス用のサービスの作成方法を示しています。

• SHOW DEVICE . . . /FULLコマンドは，_MOVMAN$DQA0 CDについて完
全な情報リストを表示します。

• MOUNT/SYSTEMコマンドは，OVMSIPS11ボリューム
を_MOVMAN$DQA0: CDにマウントします。

• InfoServerの CREATE SERVICEコマンドは，_MOVMAN$DQA0 CD上に
VMS_SIPS_V11サービスを作成します。

2. $LD CREATE KIT1/SIZE-100000
$DIRECTORY KIT1

Directory DKB0:[DISKS]

KIT1.DSK;1 100000/100008 29-APR-2005 14:14:43.49

Total of 1 file, 100000/100008 blocks.

$ LD CONNECT KIT1

%LD-I-UNIT, Allocated device is MOVMAN$LDA1:

$ CREATE SERVICE TEST_KIT_1 MOVMAN$LDA1:

%INFOSRVR-I-CRESERV, service TEST_KIT_1 [ODS-2] created for
_MOVMAN$LDA1:

この例は，論理ディスク (LD)デバイス用のサービスの作成方法を示しています。

• LD CREATE KIT1コマンドは，論理ディスクとして使用できる連続ファイル
KIT1を作成します。
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• DIRECTORY KIT1コマンドはKIT1に関する情報を表示します。

• LD CONNECT KIT1は，論理ディスク・ファイルKIT1を論理ディスク・デ
バイスMOVMAN$LDA1:に接続します。

• INITIALIZEコマンドは，MOVMAN$LDA1: LDデバイスをフォーマットし
ます。

• MOUNTコマンドは， LDデバイスを利用できるようにします。

• CREATE SERVICEコマンドは，_MOVMAN$LDA1 LDデバイス上に
TEST_KIT_1サービスを作成します。
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DELETE SERVICE

1つまたは複数のサービスを削除します。

フォーマット

DELETE SERVICE serviceName [device-or-partitionName]

パラメータ

serviceName

LAN上で使用されるサービスの名前です。サービス名は英数字とドル記号 ($)で構成
されます。長さは最大で 255文字です。ワイルドカードも許されています。

InfoServerユーティリティでワイルドカードが使用できるところでは，OpenVMSで
使用されるのと同じワイルドカードが使用できます。パーセント文字 (%)は正確に 1
文字に一致し，アスタリスク文字 (*)は 0文字以上の文字列に一致します。

device-or-partitionName

デバイス名またはパーティション名は， LAN上で使用されるOpenVMSディスク・
デバイスまたはパーティションの名前です。入力するデバイス名またはパーティショ
ン名は，作成済みのものでなければなりません。

デバイス名とパーティション名について，以下に説明します。

• デバイス名

LANにサービスを提供するデバイスは，OpenVMSディスク・デバイスです。
InfoServerデバイス名を指定するときには，OpenVMSデバイス名を使用しま
す。デバイス名は， SHOW SERVICESコマンドで表示される名前に完全に一致
するか，またはワイルドカードを含むかのいずれかでなければならないことに注
意してください。

InfoServerユーティリティでワイルドカードが使用できるところでは，
OpenVMSで使用されるのと同じワイルドカードが使用できます。パーセン
ト文字 (%)は正確に 1文字に一致し，アスタリスク文字 (*)は 0文字以上の文字列
に一致します。

ディスク指定はコロンで終わる必要があります。

• パーティション名

パーティションは，ネットワークにサービスが提供されるコンテナ・ファイ
ルです。したがって，デフォルトのファイル・タイプが.ESS$PARTITIONの
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OpenVMSファイル名を持っています。デバイス名，ディレクトリ名，ファイル
名を含むパーティション名の長さは，最大で 242文字です。

パーティション名は選択するサービスを特定する場合に使用できます。

今回のバージョンでは，パーティションのサポートは制限されています。パーテ
ィションに分割されたハード・ドライブをサポートする場合には， LDデバイス
を使用することをお勧めします。詳細は，DCLコマンドの LD HELPを参照して
ください。

修飾子

/CLASS=className

完全な LASTport Disk (LAD)名前空間のサブセットを指定します。

クラス名の目的は，名前空間を分割して，クライアントに対して意味のある名前だけ
を示すことです。クラス名を使用すると， 2つのサービスに同じ名前を付けて，互い
に競合しないようにすることもできます。

たとえば，いくつかのクライアント・システムで使用される異なるオンディスク
構造に対して，異なるクラス名をつけることができます。あるクライアント・シス
テムでは SERVICEA/CLASS=ODS-2を使用し，別のクライアント・システムでは
SERVICEA/CLASS=ISO_9660を使用します。サービス名は同じ (SERVICEA)です
が，クラス名は異なります。

使用するクラス名は，作成するサービスに接続するクライアント・システムに依
存します。デフォルトのクラス名はODS_2です。たとえば，OpenVMSシステム
は， InfoServerデバイスをマウントするとき，ODS_2名前空間を使用します。
OpenVMSクライアントは，ODS_2サービス・クラスに属しているサービスのみ利
用できることに注意してください。

有効なクラス名は，次のとおりです。

V2.0 PCSA MS-DOS クライアントが理解する名前
Unformatted 仮想ディスクは形式を持っていません
MSDOS MSDOS 仮想ディスク
ODS_2 VMS 仮想ディスク
UNIX UNIX 仮想ディスク
ISO_9660 ISO 9660 CD 形式
HIGH_SIERRA MS-DOS CD 形式
APPLE Macintosh HFS 形式
SUN Sun 形式

/CONFIRM (デフォルト)
/NOCONFIRM

サービスを削除するときに確認が求められます。/NOCONFIRMを指定した場合で
も，接続が残っている場合には，確認が求められます。
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各サービスの削除操作の前に確認を行うかどうかを制御します。以下の応答が有効で
す。

YES NO QUIT
TRUE FALSE Ctrl/Z
1 0 ALL

Return キー

使用上の注意:

• 単語で答える場合には，大文字と小文字を混在させて構いません。単語による応
答は， 1文字以上の英字に省略できます (たとえば， TRUEに対して， T， TR，
TRU)。ただし，省略する場合には，一意である必要があります。

• 肯定的な応答は， YES， TRUE，および 1です。否定的な応答は，NO，
FALSE， 0，および Returnキーを押すことです。

• QUITの入力または Ctrl/Zの押下は，その時点でコマンドの処理を停止させたい
ことを意味します。

• ALLを入力して応答した場合には，コマンドは処理を続行して，その後，プロン
プトは表示されなくなります。

/DISCONNECT
/NODISCONNECT (デフォルト)

接続されているセッションが残っているサービスを削除しようとしたときのデフォル
トの確認プロンプト処理を変更します。サービスに接続しているセッションがあっ
て/DISCONNECT修飾子を指定していない場合には，サービスの削除に確認が求め
られます。

サービスを削除する際に確認を求められないようにするには，/NOCONFIRM修飾子
と/DISCONNECT修飾子の両方を指定します。

例

$ SHOW SERVICES

Service Name [Service Class] Device or File
-------------------- --------------- --------------------------
HUDSON [ODS-2] _MOVERS$LDA1: [ 1 Connection]
BAFFIN [ODS-2] _MOVERS$LDA1:
FUNDY [ODS-2] _MOVERS$LDA1:
3 services found.

$ DELETE SERVICE HUDSON
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Service HUDSON has 1 session connected!
Delete service HUDSON [ODS-2] for _MOVERS$LDA1:? [N]:

最初のコマンドでは， 1つの接続中のセッションを含む， 3つのサービスを表示して
います。 2番目のコマンドではHUDSONサービスを削除しています。このコマンド
は，HUDSONに 1つのセッションが接続されていることを示すメッセージを表示
し，そのサービスを削除してよいか確認するプロンプトを表示しています。
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EXIT

InfoServerの実行を終了します。 Ctrl/Zを押しても，終了することができます。

フォーマット

EXIT
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HELP

InfoServerのオンライン・ヘルプを表示します。

ESS$INFOSERVERは，OpenVMSのアプリケーションとして実装された
LASTport/Diskサーバのユーザ・インタフェースです。動作はハードウェア
InfoServer製品と似ていますが，完全に同じではありません。

フォーマット

HELP [topic]

パラメータ

topic

ヘルプを要求するトピックを指定します。

例

$ INFOSERVER HELP SHOW SESSIONS

このコマンドは， InfoServerの SHOW SESSIONSコマンドについてのヘルプを表
示します。
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SAVE

現在アクティブなサービスのセットを，コマンド・プロシージャ内の一連のコマンド
として保存します。システムをリブートしたときにこのコマンド・プロシージャを実
行すれば，現在のサービスのセットを再現することができます。

フォーマット

SAVE procedureName

パラメータ

procedureName

現在のサーバの状態を復活させるためのコマンド・プロシージャを作成します。プロ
シージャ名は，作成するコマンド・プロシージャのOpenVMSファイル名です。ファ
イル・タイプを指定しない場合には，デフォルトで.COMになります。

デフォルトのプロシージャ名は ESS$LAD_SERVICES.COMです。

例

$ SHOW SERVICES

Service Name [Service Class] Device or File
-------------------- --------------- --------------
BASELEVEL_A [ODS-2] _INFOS$LDA1:
BASELEVEL_B [ODS-2] _INFOS$LDA2:
BASELEVEL_C [ODS-2] _INFOS$LDA3:
BASELEVEL_D [ODS-2] _INFOS$LDA4:

FIELD_TEST_BASELEVEL [ODS-2] _INFOS$LDA2:
CURRENT_BASELEVEL [ODS-2] _INFOS$LDA3:
EXPERIMENTAL_BASELEVEL

[ODS-2] _INFOS$LDA4:
%INFOSRVR-I-FOUND, 7 services found.

$ SAVE BASELEVELS
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$! Created by the OpenVMS InfoServer SAVE command on 22-APR-2005
14:34:02.48
$ Set NoOn
$ Infoserver := $ESS$INFOSERVER
$!
$! The comment for each service includes the current device name.
$!
$!***************************************************************
$! BASELEVEL_A [ODS_2] - _BILBO$LDA1: 1
$!***************************************************************
$ LD Connect/Symbol _BILBO$DKB0:[DISKS]BASELEVEL_A.DSK;1 2
$ LD_UNIT_1 := LDA’LD_UNIT’: 3
$ If $STATUS Then Mount/System/NoWrite ’LD_UNIT_1’ BASELEVELA 4
$ INFOSERVER Create Service BASELEVEL_A ’LD_UNIT_1’ - 5

/Class=ODS_2/Readers=1000/NoWriters -
/Readahead/NoReadbehind -
/Rating=Dynamic

$!***************************************************************
$! BASELEVEL_B [ODS_2] - _BILBO$LDA2:
$!***************************************************************
$ LD Connect/Symbol _BILBO$DKB0:[DISKS]BASELEVEL_B.DSK;1
$ LD_UNIT_2 := LDA’LD_UNIT’:
$ If $STATUS Then Mount/System/NoWrite ’LD_UNIT_2’ BASELEVELB
$ INFOSERVER Create Service BASELEVEL_B ’LD_UNIT_2’ -

/Class=ODS_2/Readers=1000/NoWriters -
/Readahead/NoReadbehind -
/Rating=Dynamic

$!***************************************************************
$! BASELEVEL_C [ODS_2] - _BILBO$LDA3:
$!***************************************************************
$ LD Connect/Symbol _BILBO$DKB0:[DISKS]BASELEVEL_C.DSK;1
$ LD_UNIT_3 := LDA’LD_UNIT’:
$ If $STATUS Then Mount/System/NoWrite ’LD_UNIT_3’ BASELEVELC
$ INFOSERVER Create Service BASELEVEL_C ’LD_UNIT_3’ -

/Class=ODS_2/Readers=1000/NoWriters -
/Readahead/NoReadbehind -
/Rating=Dynamic

$!***************************************************************
$! BASELEVEL_D [ODS_2] - _BILBO$LDA4:
$!***************************************************************
$ LD Connect/Symbol _BILBO$DKB0:[DISKS]BASELEVEL_D.DSK;1
$ LD_UNIT_4 := LDA’LD_UNIT’:
$ If $STATUS Then Mount/System/NoWrite ’LD_UNIT_4’ BASELEVELD
$ INFOSERVER Create Service BASELEVEL_D ’LD_UNIT_4’ -

/Class=ODS_2/Readers=1000/NoWriters -
/Readahead/NoReadbehind -
/Rating=Dynamic -
/Encoded_Password=481C6B9081E742C2

! Invalid if service name changes 6
$!***************************************************************
$! FIELD_TEST_BASELEVEL [ODS_2] - _BILBO$LDA2:
$!***************************************************************
$ INFOSERVER Create Service FIELD_TEST_BASELEVEL ’LD_UNIT_2’ - 7

/Class=ODS_2/Readers=1000/NoWriters -
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/Readahead/NoReadbehind -
/Rating=Dynamic

$!***************************************************************
$ INFOSERVER Create Service CURRENT_BASELEVEL ’LD_UNIT_3’ -

/Class=ODS_2/Readers=1000/NoWriters -
/Readahead/NoReadbehind -
/Rating=Dynamic

$!***************************************************************
$! EXPERIMENTAL_BASELEVEL [ODS_2] - _BILBO$LDA4:
$!***************************************************************
$ INFOSERVER Create Service EXPERIMENTAL_BASELEVEL ’LD_UNIT_4’ -

/Class=ODS_2/Readers=1000/NoWriters -
/Readahead/NoReadbehind -
/Rating=Dynamic -
/Encoded_Password=01F1D7374C0B81EC
! Invalid if service name changes 8

$ Exit

この例の SHOW SERVICESコマンドは，現在このサーバが提供しているサービスを
表示します。ここには一連のソフトウェア・ベースレベルがあり，それぞれの論理デ
ィスクと LANに提供しているサービスが示されています。ベースレベルには a～ d
のラベルが付けられていますが，対応する英字をユーザが覚えなくてもいいように名
前も付けられています。

デバイス LDA2， LDA3， LDA4にはそれぞれ 2つのサービスが割り当てられている
ことに注意してください。

例の中の数字は，以下の説明の番号に対応しています。

1 各デバイスのコメントには， SAVEコマンドを実行したときのデバイス名が含ま
れています。 LDデバイスは擬似ディスク・デバイスであり，ユニット番号は接
続するたびに変わります。

2 このコマンドは， LDデバイスをコンテナ・ファイルに接続して，ユニット番号
をDCLのシンボル LD_UNITに代入します。

3 コンテナ・ファイルに割り当てられる各デバイスに対して，一意のシンボルが作
成されます。

4 このコマンドは， SAVEコマンドの実行時にデバイスに付いていたボリューム・
ラベルを指定して，デバイスをマウントします。

5 当該デバイスに対する InfoServerサービスが再作成されます。

6 EXPERIMENTAL_BASELEVELサービスはパスワードで保護されています。セ
キュリティを確保するために，パスワードは暗号化された形式でコマンド・プロ
シージャ内に格納されています。 2つのサービスは同じパスワードを持っていま
すが，暗号化されたパスワードは異なっていることに注意してください。

7 FIELD_TEST_BASELEVELと BASELEVEL_Bは同じ LDデバイスを指してい
るため，別のデバイスは作成されず，作成済みのユニットを参照するために，正
しいユニット (シンボルは LD_UNIT_2)が使用されます。
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8 6番の説明を参照してください。
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SET SERVICE

既存のサービスの属性を変更します。

フォーマット

SET SERVICE serviceName [device-or-partitionName]

パラメータ

serviceName

LAN上で使用されるサービスの名前です。サービス名は英数字とドル記号 ($)で構成
されます。長さは最大で 255文字です。

device-or-partitionName

LAN上で使用されるOpenVMSのディスク・デバイスまたはパーティションの名前
です。入力するデバイス名またはパーティション名は，作成済みのものでなければな
りません。

デバイス名とパーティション名について，以下に説明します。

• デバイス名

LANにサービスを提供するデバイスは，OpenVMSディスク・デバイスです。
InfoServerデバイス名を指定するときには，OpenVMSデバイス名を使用しま
す。デバイス名は， SHOW SERVICESコマンドで表示される名前に完全に一致
するか，またはワイルドカードを含むかのいずれかでなければならないことに注
意してください。

InfoServerユーティリティでワイルドカードが使用できるところでは，
OpenVMSで使用されるのと同じワイルドカードが使用できます。パーセン
ト文字 (%)は正確に 1文字に一致し，アスタリスク文字 (*)は 0文字以上の文字列
に一致します。

ディスク指定はコロンで終わる必要があります。

• パーティション名

パーティションは，ネットワークにサービスが提供されるコンテナ・ファイ
ルです。したがって，デフォルトのファイル・タイプが.ESS$PARTITIONの
OpenVMSファイル名を持っています。デバイス名，ディレクトリ名，ファイル
名を含むパーティション名の長さは，最大で 242文字です。

パーティション名は選択するサービスを特定する場合に使用できます。
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今回のバージョンでは，パーティションのサポートは制限されています。パーテ
ィションに分割されたハード・ドライブをサポートする場合には， LDデバイス
を使用することをお勧めします。詳細は，DCLコマンドの LD HELPを参照して
ください。

修飾子

/CLASS=className

完全な LASTport Disk (LAD)名前空間のサブセットを指定します。

クラス名の目的は，名前空間を分割して，クライアントに対して意味のある名前だけ
を示すことです。クラス名を使用すると， 2つのサービスに同じ名前を付けて，互い
に競合しないようにすることもできます。

たとえば，いくつかのクライアント・システムで使用される異なるオンディスク
構造に対して，異なるクラス名をつけることができます。あるクライアント・シス
テムでは SERVICEA/CLASS=ODS-2を使用し，別のクライアント・システムでは
SERVICEA/CLASS=ISO_9660を使用します。サービス名は同じ (SERVICEA)です
が，クラス名は異なります。

使用するクラス名は，作成するサービスに接続するクライアント・システムに依
存します。デフォルトのクラス名はODS_2です。たとえば，OpenVMSシステム
は， InfoServerデバイスをマウントするとき，ODS_2名前空間を使用します。
OpenVMSクライアントは，ODS_2サービス・クラスに属しているサービスのみ利
用できることに注意してください。

有効なクラス名は，次のとおりです。

V2.0 PCSA MS-DOS クライアントが理解する名前
Unformatted 仮想ディスクは形式を持っていません
MSDOS MSDOS 仮想ディスク
ODS_2 VMS 仮想ディスク
UNIX UNIX 仮想ディスク
ISO_9660 ISO 9660 CD 形式
HIGH_SIERRA MS-DOS CD 形式
APPLE Macintosh HFS 形式
SUN Sun 形式

/PASSWORD=passwordString
/NOPASSWORD

オプションのサービス・アクセス制御パスワードを指定します。パスワードが設定さ
れたサービスにクライアント・システムがアクセスするためには，パスワードを指定
する必要があります。
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パスワードは最大 39文字の英数字文字列です。パスワードを指定しなかった場合に
は，クライアント・システムではこのサービスにアクセスする場合に，パスワードの
入力を求められません。

テキストのパスワードは暗号化された形式で，他のサービス情報とともにメモリに保
存されます。

/RATING=DYNAMIC
/RATING=STATIC=value

該当するサービスが複数ある場合には，クライアントはサービス評価点を使用してサ
ービスを選択します。最高のサービス評価点を持ったサービスが選択されます。

システムは動的サービス評価点を負荷に応じて調整します。

静的評価点を 0～ 65535の範囲で指定することもできます。システムは静的評価点は
調整しません。

/READAHEAD
/NOREADAHEAD

キャッシュ・ブロックを埋めるためのディスクの読み取りが必要になったときに，
/READAHEAD修飾子は，読み取り範囲が，要求された最初のブロックから，バケッ
ト境界の最後までであることを指示します。先読みすることによって，必要なディス
ク・ブロックが前もってキャッシュにロードされるので，シーケンシャル操作の速度
が向上します。

/READAHEAD修飾子と/READBEHIND修飾子の両方を指定しておくと，キャッシ
ュ・バケット内のブロックが要求されたときに，そのブロックのバケット範囲全体が
キャッシュに読み込まれます。

/READBEHIND
/NOREADBEHIND

キャッシュ・ブロックを埋めるためのディスクの読み取りが必要になったときに，
/READBEHIND修飾子は，読み取り範囲が，キャッシュ・バケット境界の先頭から
要求されたブロックまでであることを指示します。

/READAHEAD修飾子と/READBEHIND修飾子の両方を指定すると，キャッシュ・
バケット内のブロックが要求されたときに，そのブロックのバケット範囲全体がキャ
ッシュに読み込まれます。

/READERS=number

クライアントの読み取りアクセスで許される同時接続の最大数を指定します。
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例

$ INFOSERVER SET SERVICE FUNDY/NOPASSWORD

Service FUNDY [ODS-2] modified.

$ INFOSERVER SHOW SERVICES FUNDY/FULL

FUNDY [ODS-2] Access: Read-only
File or device: _MOVERS$LDA1: [750000 blocks]
Flags: 00000000D2 {No Writers,Static Rating,Readbehind,Readahead}
Rating: Static, 42 Password: Disabled
Max Readers: 1000 Max Writers: 0
Curr Readers: 0 Curr Writers: 0
Reads: 0 Writes: 0
Blocks Read: 0 Blocks Written: 0

この例の最初のコマンドは FUNDYサービスを変更して，クライアントがサービスに
アクセスするときにパスワードを入力しなくてすむようにします。 2番目のコマンド
は FUNDYサービスを表示します。パスワードの使用が無効になったことが示されて
います (SHOW SERVICESコマンドの例では， FUNDYサービスでパスワードの使
用が有効になっていたことに注意してください)。
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SHOW SERVER

サーバ (すなわち，サービスを提供するシステム)に関する情報を表示します。

フォーマット

SHOW SERVER

例

$ INFOSERVER SHOW SERVER

Node MOVERS [COMPAQ Professional Workstation XP1000] running OpenVMS XALD-BL2

LASTport/Disk Server Version 1.2

Max Services: 64 Write Quota: 0
Cache Buckets: 4096 Cache Bucket Size: 32 blocks
Cache Size: 67108864 bytes
Hits: 478 Hit Percentage: 59%
Misses: 328

Current Sessions: 0 Peak Sessions: 1

Read Write
Requests: 40 0
Blocks: 319 0
Errors: 0 0
Aborted: 0 0
Conflicts: 0 0

このコマンドは，クライアントにサービスを提供しているサーバに関する情報を表示
します。表示される情報には，以下のものがあります。

• このサーバが同時に提供できるサービスの最大数

• 現在のキャッシュ・サイズ

• キャッシュの有効度についての統計情報

• 現在の同時接続クライアント数と過去の最大の同時接続クライアント数

• I/O統計情報
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SHOW SERVICES

SHOW SERVICESコマンドは，サーバが提供している 1つまたはすべてのサービス
について，サービス固有の情報を表示します。この情報には，サービスに関連付けら
れたデバイス番号と，接続されているセッション数が含まれます。

SHOW SERVICESコマンドでは，ワイルドカード表現が使用できます。 InfoServer
ユーティリティでワイルドカードが使用できるところでは，OpenVMSで使用される
のと同じワイルドカードが使用できます。パーセント文字 (%)は正確に 1文字に一致
し，アスタリスク文字 (*)は 0文字以上の文字列に一致します。

フォーマット

SHOW SERVICES [serviceName] [options...]

パラメータ

serviceName

LAN上で使用されるサービスの名前です。サービス名は英数字とドル記号 ($)で構成
されます。長さは最大で 255文字です。省略した場合には，サービス名のデフォルト
は全サービスです。

InfoServerユーティリティでワイルドカードが使用できるところでは，OpenVMSで
使用されるのと同じワイルドカードが使用できます。パーセント文字 (%)は正確に 1
文字に一致し，アスタリスク文字 (*)は 0文字以上の文字列に一致します。

修飾子

/BRIEF (デフォルト)

BRIEFオプションでは，選択したそれぞれのサービスについて，省略されたオンラ
イン・サマリ情報が表示されます。 BRIEFがデフォルトです。

/FULL

FULLオプションでは，選択したそれぞれのサービスについて，サービス固有のすべ
ての情報が表示されます。
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例

1. INFOSERVER> SHOW SERVICES

Service Name [Service Class] Device or File
-------------------- --------------- --------------------------
HUDSON [ODS-2] _MOVERS$LDA1:
BAFFIN [ODS-2] _MOVERS$LDA1:
FUNDY [ODS-2] _MOVERS$LDA1:
3 services found.

このコマンドは，接続中のすべてのサービスについて，デフォルトの BRIEFオン
ライン・サマリを表示しています。

2. INFOSERVER> SHOW SERVICES/FULL

HUDSON [ODS-2] Access: Read-only
File or device: _MOVERS$LDA1: [750000 blocks]
Flags: 0000000082 {No Writers,Readahead}
Rating: Dynamic, 65535 Password: Disabled
Max Readers: 1000 Max Writers: 0
Curr Readers: 0 Curr Writers: 0
Reads: 0 Writes: 0
Blocks Read: 0 Blocks Written: 0

BAFFIN [ODS-2] Access: Read-only
File or device: _MOVERS$LDA1: [750000 blocks]
Flags: 0000000082 {No Writers,Readahead}
Rating: Dynamic, 65535 Password: Disabled
Max Readers: 1000 Max Writers: 0
Curr Readers: 0 Curr Writers: 0
Reads: 0 Writes: 0
Blocks Read: 0 Blocks Written: 0

FUNDY [ODS-2] Access: Read-only
File or device: _MOVERS$LDA1: [750000 blocks]
Flags: 00000000D2 {No Writers,Static Rating,Readbehind,Readahead}
Rating: Static, 42 Password: Enabled
Max Readers: 1000 Max Writers: 0
Curr Readers: 0 Curr Writers: 0
Reads: 0 Writes: 0
Blocks Read: 0 Blocks Written: 0

3 services found.

このコマンドは，接続中のすべてのサービスについて，サービス固有のすべての
情報を表示しています。HUDSONサービスと BAFFINサービスではパスワード
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が無効で， FUNDYサービスでは有効になっていることに注意してください。
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SHOW SESSIONS

サービスに接続されているクライアント・ノードに関する情報を表示します。

フォーマット

SHOW SESSIONS [serviceName] [device-or-partitionName]]

パラメータ

serviceName

LAN上で使用されるサービスの名前です。サービス名は英数字とドル記号 ($)，およ
びワイルドカードで構成されます。長さは最大で 255文字です。省略した場合には，
サービス名のデフォルトはすべてのサービスです。

InfoServerユーティリティでワイルドカードが使用できるところでは，OpenVMSで
使用されるのと同じワイルドカードが使用できます。パーセント文字 (%)は正確に 1
文字に一致し，アスタリスク文字 (*)は 0文字以上の文字列に一致します。

device-or-partitionName

デバイス名またはパーティション名は， LAN上で使用されるOpenVMSディスク・
デバイスまたはパーティションの名前です。入力するデバイス名またはパーティショ
ン名は，作成済みのものでなければなりません。

デバイス名とパーティション名について，以下に説明します。

• デバイス名

LANにサービスを提供するデバイスは，OpenVMSディスク・デバイスです。
InfoServerデバイス名を指定するときには，OpenVMSデバイス名を使用しま
す。デバイス名は， SHOW SERVICESコマンドで表示される名前に完全に一致
するか，またはワイルドカードを含むかのいずれかでなければならないことに注
意してください。

InfoServerユーティリティでワイルドカードが使用できるところでは，
OpenVMSで使用されるのと同じワイルドカードが使用できます。パーセン
ト文字 (%)は正確に 1文字に一致し，アスタリスク文字 (*)は 0文字以上の文字列
に一致します。

ディスク指定はコロンで終わる必要があります。

• パーティション名
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パーティションは，ネットワークにサービスが提供されるコンテナ・ファイ
ルです。したがって，デフォルトのファイル・タイプが.ESS$PARTITIONの
OpenVMSファイル名を持っています。デバイス名，ディレクトリ名，ファイル
名を含むパーティション名の長さは，最大で 242文字です。

今回のバージョンでは，パーティションのサポートは制限されています。パーテ
ィションに分割されたハード・ドライブをサポートする場合には， LDデバイス
を使用することをお勧めします。詳細は，DCLコマンドの LD HELPを参照して
ください。

修飾子

/ALL

クライアントが接続していない場合でも，選択基準に該当するすべてのサービスを表
示します。この修飾子を省略した場合には，クライアントが接続しているサービスだ
けが表示されます。

例

1. $ INFOSERVER SHOW SESSIONS

HUDSON [ODS-2] _MOVERS$LDA1: [ 1 Connection]
1 service found.

2. $ INFOSERVER SHOW SESSIONS/ALL

HUDSON [ODS-2] _MOVERS$LDA1: [ 1 Connection]

BAFFIN [ODS-2] _MOVERS$LDA1:

FUNDY [ODS-2] _MOVERS$LDA1:
3 services found.

最初の例では，このコマンドはクライアント接続HUDSONを持つサービスだけ
を表示しています。 2番目の例では，このコマンドは，クライアントが接続され
ていないサービスも含め，すべてのセッションを表示しています。
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SPAWN

プロセスを生成してDCLコマンドを実行します。コマンドを指定しなかった場合に
は，生成したプロセスにコマンド端末が接続されます。コマンドを指定した場合に
は，そのコマンドが実行され，コマンドが完了すると，制御が親プロセスに戻りま
す。

フォーマット

SPAWN [DCL Command]

例

InfoServer> SPAWN DIRECTORY

.

.

.
(output)

.

.

.

InfoServer>

このコマンドは，プロセスを生成してDCLコマンドのDIRECTORYを実行します。
コマンドの実行が完了すると，制御が InfoServerプロセスに戻ります。
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START SERVER

このコマンドは LASTport/Diskサーバを起動し，各種のサーバ特性とキャッシュ特
性を設定します。

通常このコマンドは， SYS$STARTUP:ESS$LAD_STARTUP.DATのデータを使用し
て， SYS$STARTUP:ESS$LAD_STARTUP.COMから実行されます。すべての変更
は SYS$STARTUP:ESS$LAD_STARTUP.DATファイル内で行うことをお勧めしま
す。

現在サービスが何も定義されていない場合には， START SERVERコマンドを会話型
で使用して，修飾子を指定してサーバの設定を変更することもできます。

フォーマット

START SERVER

修飾子

/BUFFER_SIZE=n

InfoServerのブロック・キャッシュは固定長バッファ (バケットとも呼ばれる)の配列
として構成されます。/BUFFER_SIZE修飾子では各バケットのサイズを指定します
(/CACHE修飾子では，バケット数を指定します)。

このパラメータの数値は， 3～ 8の範囲の整数値です。それぞれの整数値は，次のよ
うに， 512バイトのブロックを単位としたバケット・サイズを表わします。

3 - 8 ブロック (デフォルト)
4 - 16 ブロック
5 - 32 ブロック
6 - 64 ブロック
7 - 128 ブロック
8 - 256 ブロック

32ブロックより大きなバケット・サイズは，多くの場合，適切ではありません。
OpenVMSクライアントでは， 31ブロックより大きな入出力要求を 31ブロックのか
たまりにセグメント化するため，デフォルトのバケット先読み動作では，ディスクに
対する不要な入出力動作が発生するからです。

/CACHE = number-of-buckets (デフォルト= 512)

InfoServerのブロック・キャッシュは固定長バッファ (バケットとも呼ばれる)の配列
として構成されます。/CACHE修飾子では，キャッシュのバケット数を指定します。
(/BUFFER_SIZE修飾子では各バケットのサイズを指定します。)
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16384より大きな数を指定すると，性能に悪影響を与える可能性があります。必要な
大きさのキャッシュを確保するためには，/BUFFER_SIZE修飾子の値を増加させる
ことを検討してください。

/MAXIMUM_SERVICES = maxservice (デフォルト= 256)

サーバの最大サービス数を設定します。これが同時に定義できるサービスの最大数に
なります。各サービス記述子はページングされないプールを消費します。ただし，未
使用のサービス・スロットは 4バイトしか消費しません。

最大の値は 1024です。

/WRITE_QUOTA = n (デフォルト= 0)

サーバで許される同時非同期書き込みの数です。デフォルトの 0は，すべての書き込
み操作が同期して行われることを意味します。

例

$ InfoServer SHOW SERVER

Node BILBO [HP rx2600 (900MHz/1.5MB)] running OpenVMS XAR8-D2Y
LASTport/Disk Server Version 1.2

Max Services: 64 Write Quota: 0
Cache Buckets: 2048 Cache Bucket Size: 32 blocks
Cache Size: 33554432 bytes
Hits: 0 Hit Percentage: 0%
Misses: 0

Current Sessions: 0 Peak Sessions: 0

Read Write
Requests: 0 0
Blocks: 0 0
Errors: 0 0
Aborted: 0 0
Conflicts: 0 0

$ InfoServer START SERVER/MAXIMUM_SERVICES=128/CACHE=2048/BUFF=5/WRITE=0

%INFOSRVR-I-STARTED, LASTport/Disk server started.

$ InfoServer SHOW SERVER

Node BILBO [HP rx2600 (900MHz/1.5MB)] running OpenVMS XAR8-D2Y
LASTport/Disk Server Version 1.2
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Max Services: 128 Write Quota: 0
Cache Buckets: 2048 Cache Bucket Size: 32 blocks
Cache Size: 33554432 bytes
Hits: 0 Hit Percentage: 0%
Misses: 0

Current Sessions: 0 Peak Sessions: 0

Read Write
Requests: 0 0
Blocks: 0 0
Errors: 0 0
Aborted: 0 0
Conflicts: 0 0

この例の最初のコマンドは，サーバに関して現在の情報を表示します。 2番目のコマ
ンドは，サーバを起動し，そのサーバのサービスの最大数を増加させます。 3番目の
コマンドはサーバに関して新しい情報を表示します。この表示で，サービスの最大数
が増加していることが分かります。
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Linkerユーティリティ

この章では，OpenVMS I64システムでプログラムをリンクする前に検討すべき，
OpenVMS Alphaとの相違点と考慮事項の概要について説明します。

この章の主なトピックは，次のとおりです。

• Alphaおよび VAXシステムでのリンクと I64システムでのリンクの相違点 (第 5.2
節)

• OpenVMS I64でのイメージのリンクの特徴 (第 5.3節)

• Linkerの新しい修飾子とオプション (第 5.4節，第 5.5節)

• Linkerの既存の修飾子とオプションの新しい使い方 (第 5.6節)

• I64で拡張された Linkerマップ・ファイル情報 (第 5.7節)

Linkerに関する注意事項については，第 3章に加え， V8.2の注意事項が含まれてい
る『HP OpenVMS V8.2リリース・ノート[翻訳版]』を参照してください。 V8.2の
注意事項のほとんどは本リリースにも適用されます。

5.1 Linkerユーティリティの概要

Linkerの目的は，イメージ (バイナリのコードとデータを含むファイル)を作成する
ことです。OpenVMS I64の Linkerは，OpenVMS I64オブジェクト・ファイルを
受け付け OpenVMS I64イメージを生成するという点で，OpenVMS Alphaおよび
VAXシステムの Linkerとは異なります。OpenVMS Alphaおよび VAXシステムの
Linkerと同様に，作成するイメージの基本タイプは，実行イメージです。このイメー
ジは， DCLコマンド・プロンプトで RUNコマンドを使用して起動できます。

さらに，OpenVMS I64 Linkerは共有イメージも作成します。共有イメージは
SYMBOL_VECTORオプションを介してエクスポートされたプロシージャとデータ
の集まりで，実行イメージや他の共有イメージから呼び出すことができます。共有イ
メージは，入力オプション・ファイルに指定して，実行イメージや共有イメージを作
成するリンク操作に含めます。

OpenVMS I64 Linkerでモジュールをリンクする際の入力ファイルの基本タイプは，
オブジェクト・ファイルです。オブジェクト・ファイルは，コンパイラやアセンブラ
などの言語処理プロセッサによって作成されます。これらのコンパイラによって作
成されたオブジェクト・ファイルは， Intel Itaniumアーキテクチャに固有のため，
OpenVMS I64システム上でモジュールをリンクする方法は， Alphaや VAXシステ
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ム上でリンクする方法とは異なる点があります。ただし， Linker全体で見ると，
OpenVMS I64 Linkerのインタフェースや機能 (たとえば，シンボルの解決，仮想メ
モリ割り当て，イメージの初期化)は，OpenVMS AlphaおよびOpenVMS VAXシ
ステムの Linkerと類似しています。

5.2 OpenVMS I64システムでのリンク時の相違点

OpenVMS I64システムでのリンクは，OpenVMS Alphaシステムでのリンクと類似
していますが，相違点もあります。OpenVMS I64 Linkerでは，以下の修飾子とオ
プションは無視されます。

• /REPLACE

• /SECTION_BINDING

• /HEADER

• DZRO_MIN

• ISD_MAX

OpenVMS I64 Linkerでは，以下の修飾子とオプションは指定できません。

• /SYSTEM

• /DEBUG=修飾子でのファイル指定

• CLUSTER=cluster_name,base_address . . . でのヌルでないベース・アドレス
(ベース・アドレスは，ヌルでなければならない)

• BASE=address

• UNIVERSAL=symbol-name

I64 Linkerでは，次のキーワードの意味が異なっています。

PER_PAGE – /DEMAND_ZERO=PER_PAGEでの per_pageキーワードは，各
セグメントの後方のゼロを圧縮するように Linkerに指示します (つまり，後方の
ページのゼロの圧縮を要求します)。

OpenVMS I64 Linkerでサポートされる新しい修飾子を以下に示します。

• /BASE_ADDRESS

• /SEGMENT_ATTRIBUTE

• /FP_MODE

• /EXPORT_SYMBOL_VECTOR

• /PUBLISH_GLOBAL_SYMBOLS

• /FULL修飾子のGROUP_SECTIONSおよび SECTION_DETAILSキーワード

これらの修飾子とオプションについて，以降の項で説明します。
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5.2.1 ベース付き CLUSTERオプションの指定はOpenVMSプラットフォームによ
って異なる

CLUSTERオプションにベース・アドレスを指定することは， Alphaシステムと
VAXシステムでのみ許されます。 Alphaシステムでは，ベース付き CLUSTERの指
定はメイン・イメージにのみ許されます。 VAXシステムでは，さらに柔軟で共有イ
メージでもベース付き CLUSTERが許されます。 I64システムでは， CLUSTERオ
プションでのベース・アドレスの指定は，すべてのイメージ・タイプで許されませ
ん。

5.2.2 OpenVMS I64システムでの初期化されたオーバレイ・プログラム・セクシ
ョンの取り扱い

注意

関連するリリース・ノートについては，第 3.8節を参照してください。

Alphaシステムと VAXシステムでは，オーバレイ・プログラム・セクションの一部
を初期化することができます。その後発生する同じ部分への初期化では，前のモジュ
ールによる初期値を上書きします。任意のバイトに対する最後の初期値は，リンクさ
れるイメージのそのバイトの最終的な値として使用されます。

I64システムの ELFオブジェクト言語では，プログラム・セクションの一部を初期
化する Alphaおよび VAXのオブジェクト言語の機能が現時点では実装されていませ
ん。初期化ではセクション全体が初期化されます。そのセクションに対するその後の
初期化は，ゼロでない部分の値が一致するときのみ実行されます。これは，互換性の
ある初期化と呼ばれます。

注意

I64 Linkerの将来のリリースでは，セクション内の初期化済みの部分が一致し
た場合だけ，初期化を受け付けます。ゼロで初期化されたセクションは，ゼ
ロ以外の初期値を持つ他のセクションとは一致しなくなります。例 5–1に示
す three.cでの初期化は， one.cおよび two.cでの初期化とは互換性がなくな
ります。

たとえば以下の条件では，OpenVMS I64システムと， Alphaおよび VAXシステム
で結果が異なります。

同じプログラム・セクション内で 2つのロングワードを宣言している 2つのモジュー
ルがオーバレイされます。 1番目のモジュールは，プログラム・セクション内の 1番
目のロングワードを，ゼロ以外の値で初期化します。同様に， 2番目のモジュール
は，プログラム・セクション内の 2番目のロングワードを，ゼロ以外の値で初期化し
ます。
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Alphaシステムと VAXシステムでは， Linkerは， 1番目と 2番目のロングワード
が初期化されたイメージ・セクションを作成できます。 Alphaおよび VAXのオブジ
ェクト言語では，セクション・サイズとそれぞれのロングワードを初期化する Text
Information Relocation (TIR)コマンドが Linkerに渡されます。

I64システムの ELFには TIRコマンドが存在しないため， Linkerはセクション内の
初期化を実行せず関知もしません。逆に， Linkerは初期化済みのセクション全体を
コンパイラから受け取ります。 Linkerはセクションに対するすべてのモジュール初
期化情報を読み込み，初期化に互換性があるかチェックします。 2つの初期化情報
が，ゼロ以外の値で同値であれば互換性があります。初期化情報に互換性がない場合
には， Linkerは以下のエラー・メッセージを出力します。

%ILINK-E-INVOVRINI, incompatible multiple initializations for
overlaid section

section: <section name>
module: <module name for first overlaid section>
file: <file name for first overlaid section>
module: <module name for second overlaid section>
file: <file name for second overlaid section>

このメッセージには，ゼロ以外の初期化がなされた最初のモジュールと互換性のない
初期化が検出された最初のモジュールが表示されます。すべての互換性のない初期化
がリストされるわけではないことに注意してください。 Linkerが検出した最初の互
換性のないモジュールが表示されるだけです。

Linkerマップの Program Section Synopsisでは，ゼロ以外の初期化がされた各モジ
ュールには Initializing Contributionのフラグが付けられます。この情報を使用し
て，すべての互換性のない初期化を識別し解決してください。

例 5–1は，例 5–2のマップ・ファイルの追加情報を示します。

例 5–1 追加情報

(次ページに続く)
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例 5–1 (続き) 追加情報

$ cre one.c
int common_data[]={0,0,47,11};
void main (void) {return;}

Ctrl/Z

$ cc /extern=common one
$ cre two.c
int common_data[]={0,0,47,11};

Ctrl/Z

$ cc /extern=common two
$ cre three.c
int common_data[]={0,0,0,0,0,0,0,0};

Ctrl/Z

$ cc /extern=common three
$ link/map one,two,three
$

例 5–2には，例 5–1の Linkerマップでの Program Section Synopsisを示します。
Alignおよび Attributesフィールドは，通常 Lengthフィールドに続いて表示されま
すが，ページ内に収まるように変更してあります。

例 5–2 Program Section Synopsisを示す Linkerマップ

+--------------------------+
! Program Section Synopsis !
+--------------------------+

Psect Name Module/Image Base End Length
---------- ------------ ---- --- ------
COMMON_DATA 00010000 0001001F 00000020 ( 32.)

ONE 00010000 0001000F 00000010 ( 16.)
TWO 00010000 0001000F 00000010 ( 16.)
THREE 00010000 0001001F 00000020 ( 32.)

Align Attributes
----- ------------
OCTA 4 OVR,REL,GBL,NOSHR,NOEXE, WRT,NOVEC, MOD
OCTA 4 Initializing Contribution
OCTA 4 Initializing Contribution
OCTA 4

例 5–3は，互換性のない初期化とその結果の Linkerメッセージを示します。
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例 5–3 互換性のない初期化 (1)

$ cre four.c
int common_data[]={0,0,47,11,0,0,17,4};

Ctrl/Z

$ cc /extern=common four
$ link one,two,three,four
%ILINK-E-INVOVRINI, incompatible multiple initializations for
overlaid section

section: COMMON_DATA
module: ONE
file: DISK$USER:[JOE]ONE.OBJ;1
module: FOUR
file: DISK$USER:[JOE]FOUR.OBJ;1

例 5–1と例 5–3は，外部オブジェクト共通ブロックモデルでコンパイルされていま
す。OpenVMSでは，デフォルトの外部モデルは，緩やかな参照/定義 (ref/def)モデ
ルです。このモデルでは，明示的初期化が 1つのみ許されます。つまり，同一の初期
化でも，警告メッセージ (重複定義メッセージ)が出力されます。前記の例と同じソー
ス・ファイルを使用した例を例 5–4に示します。

例 5–4 OpenVMSでの初期化の例

$ cc one
$ cc two
$ cc three
$ link one, two, three
%ILINK-W-MULDEF, symbol COMMON_DATA multiply defined

module: TWO
file: DISK$USER:[JOE]TWO.OBJ;2

%ILINK-W-MULDEF, symbol COMMON_DATA multiply defined
module: THREE
file: DISK$USER:[JOE]THREE.OBJ;2

例 5–5に，互換性のない初期化の別の例を示します。この例では， Linkerは
INVOVRINIエラーとMULDEF警告の両方のメッセージを出力します。そのような
モジュールでは， INVOVRINIメッセージ，MULDEFメッセージの順に出力されま
す。

例 5–5 互換性のない初期化 (2)

(次ページに続く)
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例 5–5 (続き) 互換性のない初期化 (2)

$ cc four
$ link one,two,three,four
%ILINK-W-MULDEF, symbol COMMON_DATA multiply defined

module: TWO
file: DISK$USER:[JOE]TWO.OBJ;2

%ILINK-W-MULDEF, symbol COMMON_DATA multiply defined
module: THREE
file: DISK$USER:[JOE]THREE.OBJ;2

%ILINK-E-INVOVRINI, incompatible multiple initializations for
overlaid section

section: COMMON_DATA
module: ONE
file: DISK$USER:[JOE]ONE.OBJ;2
module: FOUR
file: DISK$USER:[JOE]FOUR.OBJ;2

%ILINK-W-MULDEF, symbol COMMON_DATA multiply defined
module: FOUR
file: DISK$USER:[JOE]FOUR.OBJ;2

5.2.3 緩やかな参照/定義シンボルのリンク時の動作の相違点

緩やかな参照/定義 (ref/def)シンボル (I64では「ELF共通シンボル」とも呼ばれる)
が，同じシンボルの定義を含むイメージに対して選択的にリンクされるときには，
I64 Linkerは異なる動作をします。 Alphaでは， Linkerは誤ってモジュールの緩や
かな ref/defシンボルから定義を取り出します。 I64 Linkerは，共有イメージから定
義を取り出します。

たとえば，共有イメージが下記のモジュール (my_int.c)からリンクされるとします。

#include ints
uint64 my_int ;
$ cc/extern=relaxed my_int.c
$ link/map/full/cross/share my_int,sys$input/opt
symbol_vector=(my_int=data)

次に別の Cモジュール (x.c)が，my_int.exeに対して選択的にコンパイルおよびリン
クされるとします。オブジェクトは緩やかな外部モデルでコンパイルされていること
に注意してください。その結果，my_intに対して条件付き ref/defが生成されます。

#include ints
uint64 my_int;
main()
{
my_int = 1;
return;
}
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$ cc/extern=relaxed x.c
$ link/map/full/cross sys$input/opt
cluster=myclu,,,x.obj
my_int.exe/share/select

Alphaの Linkerは，間違ってモジュールの条件付き定義のmy_intから my_intを定義
します。 I64 Linkerは，正しくmy_int.exeから定義を取り出します。

Alphaの Linkerでは，この動作に依存するプログラムを保護するために，変更は実
施されていません。 I64の Linkerでは，選択動作は正しく実行されます。

5.2.4 /TRACEBACK，/DEBUG，/DSFを使用したときのフラグ設定

Linkerデバッグ修飾子の/TRACEBACK，/DEBUG，および/DSFを指定すると，
下記の表に示すフラグがイメージ・アクティベータ用に設定されます。これらの
フラグは，タグ値DT_VMS_LNKFLAGSの下で動的セグメントに設定されます。
/TRACEBACK，/DEBUGおよび/DSF修飾子の意味は， I64で変更されていません
が，フラグの意味と名称が変更されています。

フラグ 意味

VMS_LF_IMGSTA イメージの実行は， SYS$IMGSTAを呼び出すこと
で開始されます。イメージ・アクティベータは，転
送ベクタ (従来の VMS形式)の最初のアドレスとして
SYS$IMGSTAをインクルードします。

VMS_LF_CALL_DEBUG SYS$IMGSTAは，デバッガを呼び出すかどうかを判断
するためにこのフラグをチェックします。

VMS_LF_TBK_IN_IMG トレースバック・レコードはイメージ・ファイル内に存
在します。

VMS_LF_DBG_IN_IMG デバッグ情報はイメージ・ファイル内に存在します。

VMS_LF_TBK_IN_DSF トレースバック・レコードは DSFファイル内に存在しま
す。

VMS_LF_DBG_IN_DSF デバッグ情報は DSFファイル内に存在します。

フラグは，次の表に従って設定されます。
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修飾子 IMGSTA
CALL_
DEBUG

TBK_IN
_IMG

DBG_IN
_IMG

TBK_IN
_DSF

DBG_IN
_DSF

/NoTrace/NoDebug
/NoDSF

0 0 0 0 0 0

/Trace/NoDebug
/NoDSF

1 0 1 0 0 0

/NoTrace /Debug
/NoDSF

1 1 1 1 0 0

/Trace /Debug
/NoDSF

1 1 1 1 0 0

/NoTrace /NoDebug
/DSF

0 0 0 0 1 1

/Trace /NoDebug
/DSF

1 0 1 0 1 1

/NoTrace /Debug
/DSF

1 1 1 0 1 1

/Trace /Debug
/DSF

1 1 1 0 1 1

注意

• SYS$IMGSTAの値は，イメージの転送配列に組み込まれなくなりました。
SYS$IMGSTAの呼び出しを示すフラグのみが設定されます。イメージ・アクテ
ィベータは， SYS$IMGSTAの値を知っています。

• これらのフラグは，DSFファイル中には現れません。DSFファイルは，イメー
ジ・アクティベータによってアクティブにされません。 (DSFファイルには動的
セグメントがないため，DT_VMS_LNKFLAGSフィールドがありません。)

• Linkerは， I64システムでは /DEBUG=ファイル名をサポートしなくなりまし
た。別のデバッガを独立したイメージとしてリンクした後， LIB$DEBUGを定義
してそのイメージをポイントするようにします。

• /TRACEBACKまたは/DEBUGとともに/DSFを指定すると， VMS_LF_TBK_
IN_IMG (イメージのトレースバック)フラグが設定されます。これは， Alphaで
の動作から変更されています。 Alphaでの動作では，/TRACEBACK/DSFまた
は/DEBUG/DSFを指定したときには，イメージにトレースバック・レコードが
組み込まれません。/DEBUG/DSFを指定したときにはデバッガ・レコードがイ
メージにコピーされないことに注意してください。/DEBUGを指定した場合は，
IMGSTAビットだけがイメージに設定されます。

次の表は，デバッグ修飾子を使用するリンク操作で，どのような場合にグローバル・
シンボル定義が書き込まれるかを示します。
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修飾子
イメージ内のグローバル・
シンボル

DSFファイル内のグローバ
ル・シンボル

/NoTrace/NoDebug
/NoDSF

0 0

/Trace /NoDebug
/NoDSF

0 0

/NoTrace /Debug
/NoDSF

1 0

/Trace /Debug
/NoDSF

1 0

/NoTrace /NoDebug
/DSF

0 1

/Trace /NoDebug
/DSF

0 1

/NoTrace /Debug
/DSF

0 1

/Trace /Debug
/DSF

0 1

5.3 OpenVMS I64システムでのリンクの特徴

以下の項では， I64システムでイメージをリンクする際の I64プラットフォームに特
有の事項について説明します。トピックは，次のとおりです。

• リンケージ・メッセージの意味 (第 5.3.1項)

• 縮小浮動小数点モデルを使ってコンパイルしたイメージについての留意事項 (第
5.3.2項)

• ELFグループおよびUNIXスタイルの弱いシンボルとリンクする場合の留意事項
(第 5.3.3項)

• 新しい/BASE_ADDRESS修飾子の使用 (第 5.4.1項)

• 新しい/SEGMENT_ATTRIBUTE修飾子の使用 (第 5.4.2項)

• 新しい/FP_MODE修飾子の使用 (第 5.4.3項)

• 新しい/EXPORT_SYMBOL_VECTOR修飾子と/PUBLISH_GLOBAL_
SYMBOLS修飾子の使用 (第 5.4.4項)

• /FULL修飾子の新しいGROUP_SECTIONSおよび SECTION_DETAILSキーワ
ードの使用 (第 5.4.5項)

• PSECT_ATTRIBUTEオプションの新しいアラインメント (第 5.5.1項)
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5.3.1 リンケージ・メッセージの意味

一部のHPコンパイラは，呼び出し間での汎用レジスタの使い方に一貫性があるこ
とを確認できるように，呼び出しリンケージ情報を生成します。この情報により，
Linkerは，呼び出し元ルーチンのリンケージと呼び出し先ルーチンのリンケージに一
貫性があることを確認できます。リンケージ情報は， Intel Itaniumの汎用レジスタ
1～ 31についてだけ生成されます。

Linkerがリンケージの衝突を検出した場合に表示される警告メッセージの例を次に示
します。

%ILINK-W-LNKGERR, linkage to routine X is not compatible with
linkage of caller

calling module: MOD_SRC
file: DISK:[DIR]SOURCE.OBJ;1

target module: MOD_TARG
file: DISK:[DIR]TARGET.OBJ;1

source type of JSB to target type of CALL
register AI not provided (needed at target)
register GP not provided (needed at target)
IA64 register R19 (Alpha R21) -- call=PRESERVE, target=VOLATILE

ソース情報とターゲット情報に続いて，警告メッセージが表示される原因となった衝
突の原因を示すメッセージが表示されます。ターゲット・ルーチンでは引数情報を必
要としているのに，呼び出し元では引数情報レジスタ (AI)に引数情報を設定していな
い場合には， Linkerはこの例のようなメッセージを出力します。

また，必要な情報が欠けている場合の他に，一貫性や互換性がない方法で汎用レジス
タを使った場合にも，リンケージの衝突が発生することがあります。リンケージ情報
には，次のような，汎用レジスタに関するレジスタ・ポリシーが含まれています。

• Volatile:このポリシーを持つレジスタは，プロシージャ間で情報を渡すための入
力と出力のいずれにも使用できません。

• Scratch:このポリシーを持つレジスタは，呼び出し先のプロシージャで変更され
る可能性があります。

• Output:このポリシーを持つレジスタは，呼び出し元のプロシージャに情報を返
すために使用することができます。

• Preserve:このポリシーを持つレジスタは，ターゲット・ルーチンが使う場合に
は，最初に内容を保存し，最後に復元しなければなりません。

リンケージ呼び出し規則のレジスタ・ポリシーは，次のとおりです。
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Intel Itaniumレジスタ ポリシー

R2 Volatile

R3 Scratch

R4～ R7 Preserve

R8～ R9 Output

R10～ R11 Scratch

R12～ R18 Volatile

R19～ R24 Scratch

R26～ R31 Scratch

プロシージャ呼び出し規則では CALLメカニズムが使われ，グローバル・ポインタ
(GP)の値と AIレジスタには引数情報が格納されます。

次の表では，呼び出し元のレジスタ・ポリシー (列の見出し)とターゲット・ルーチン
のレジスタ・ポリシー (行の見出し)の間で互換性があるポリシーを示しています。

呼び出し元 ターゲット

Volatile Scratch Output Preserve

Volatile X

Scratch X X

Output X X

Preserve X

次のサンプル・メッセージでは， Intel Itaniumのレジスタ R19は，呼び出し元で
は Preserveのレジスタ・ポリシーを持っていますが，ターゲット・ルーチンでは
Volatileのレジスタ・ポリシーを持っています。

IA64 register R19 (Alpha R21) - call=PRESERVE, target=VOLATILE

前記の表に従えば， R19は呼び出し元とターゲット・ルーチンの間で互換性がありま
せん。

また，ルーチン間の呼び出しメカニズムにも互換性がありません。ターゲット・ルー
チンでは CALLメカニズムが使用されることを期待しているにもかかわらず，呼び出
し元ではターゲット・ルーチンへの JumptoSuBroutine (JSB)を実行している場合に
このような問題が発生します。

Intel Itanium固有のポリシーを設定しなければならないものがあります。これらの
レジスタに正しいポリシーが設定されていない場合には， Linkerは，ターゲット・
リンケージが不正であることを示す警告メッセージ (1)，または呼び出し元のリンケ
ージが不正であることを示す警告メッセージ (2)を出力します。

(1) %ILINK-W-INVLNKG, invalid target linkage for symbol INV_LNKG

(2) %ILINK-W-INVRLNKG, invalid call linkage for symbol INV_LNKG
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次の表に固有のポリシーを持つ Intel Itaniumの汎用レジスタを示します。

Intel Itaniumレジスタ ポリシー

R2 Volatile

R12～ R18 Volatile

リンケージ・メッセージを生成する可能性がある衝突の説明
異なる言語間で呼び出しを実行 (たとえば， IMACROから BLISSを呼び出す)した
場合に，OpenVMSの呼び出し規則が Alphaシステムと I64システムで異なるとき
に，衝突が発生します。 Intel Itanium版の呼び出し規則では，デフォルトで保存さ
れるレジスタの数が少なくなっています。そのため，ターゲット・ルーチンで保存さ
れるレジスタと保存されないレジスタについての前提があります。

Linkage文の不一致も Linkerが警告メッセージを生成する原因になります。たとえ
ば，呼び出し元のルーチンがレジスタ R12～ R15 (Alphaのレジスタ番号)が保存さ
れることを期待しているのに，ターゲットが保存しない場合には， Linkerはレジス
タ R20， R21， R30，および R31にリンケージの問題があることを示し，括弧内に
Alphaのレジスタ番号も表示します。

また，レジスタを使っている関数でレジスタが正しく宣言されていない場合にも，問
題が発生する可能性があります。たとえば，戻り値のためのレジスタにOUTPUTで
はなく，NOPRESERVEを宣言しているような場合です。

このような衝突を避けるためには， Linkerが指摘するすべてのリンケージの定義と
宣言を調べて，これらの問題点を修正し，リンクが問題なく行われるようにします。
Linkerはこれらの問題を警告として扱うので，イメージの完了コードのステータスに
SUCCESSは設定されません。共有イメージに問題が残っている場合は，その共有イ
メージとリンクされる実行イメージに， SUCCESS以外の完了ステータスが与えられ
ます。

5.3.2 縮小浮動小数点モデルを使ってコンパイルしたイメージについての留意事項

OpenVMS I64システムでは，縮小浮動小数点モデルを使用しているイメージは，割
り込みが発生した際の実行速度が速くなります。これは，割り込みが発生した際に，
限定された数の浮動小数点レジスタだけを保存し復元すればよいからです。整数演算
でも浮動小数点レジスタを使う場合があることに注意してください。イメージを構成
するすべてのオブジェクト・モジュールを縮小浮動小数点モデルでコンパイルした場
合にだけ，生成されたイメージを縮小浮動小数点モードで実行できます。 Linkerマ
ップ・ファイルの「Object and Image Synopsis」セクションには，モジュールが縮
小浮動小数点モデルかどうかが表示されます。
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5.3.3 ELFグループおよび UNIXスタイルの弱いシンボルとリンクする場合の留意
事項

Intel C++コンパイラでは， ELF (Executable and Linking Format)グループ
(COMDATとも呼ばれる)とUNIXスタイルの弱いシンボルを使用できるようになっ
たため， Linkerと Librarianはそれらを正しく処理する必要があります。

背景
オブジェクト・モジュール内の ELFグループは，プロシージャと変数の定義を含
む，一時的なコードとデータのコントリビューションと見なすことができます。 C++
コンパイラは C++のテンプレートにこの機能を利用します。 C++コンパイラは単に
グループとしてコードとデータを生成します。そのような環境では，複数のオブジェ
クト・モジュールが複数の同一のコントリビューション (コードとデータが同じ)を持
ちます。イメージの場合は， Linkerが，各グループに 1つのコントリビューション
を選択します。複数の同一グループを持つオブジェクト・モジュールを複数リンクす
ると，グループごとにコードとデータの 1つのインスタンスがイメージに取り込まれ
ます。

ELFグループは，名前を持っており，それはグループ署名とも言われます。グループ
は，名前が同じであれば，同一と考えられます。シンボルはグループに属することが
でき，そのようなシンボルをグループ・シンボルと言います。

UNIXスタイルの弱いシンボル，定義，および参照
グループ・シンボルは定義や参照として使用することができます。ただし，UNIX
スタイルの弱い定義は， VMSスタイルの弱い定義とは異なり，重複して定義するこ
とができます。UNIXスタイルの弱い参照は， Alphaおよび VAXの弱い参照と似て
いて，未解決のままの場合にエラーや警告のメッセージは表示されません。 ELFで
は， Alphaおよび VAXのオブジェクト言語の弱い参照と定義は， VMSスタイルの
弱いシンボルと呼ばれます。

Linkerは，各グループの最初に出現したものを，共有イメージ・シンボルで置き換え
られない限り，グループの通常シンボルおよびUNIXスタイルの弱いシンボルととも
に，グループの定義インスタンスとして扱います。そして，そのグループの他の部分
に出現するUNIXスタイルの弱いシンボルでその後に検出された定義は，すべて選択
されたインスタンスへの参照と見なされます。UNIXスタイルの弱いシンボルは，本
質的に一時的なシンボルです。弱いシンボルが存在し，リンクするその他のモジュー
ルやイメージに強い定義が存在しない場合には，最初に出現したUNIXスタイルの弱
いシンボルが，定義インスタンスと見なされます。

強い定義は，UNIXスタイルの弱い定義を上書きし，弱い定義は参照となります。同
じグループの他のUNIXスタイルの弱いシンボルも参照になります。強い定義も含め
すべてのシンボルはコンパイラによって生成されるか，または実行時環境で定義され
るため，これは問題にはなりません。このメカニズムを理解すると， Linkerマップ
をより深く理解できます。グループ内に定義されたUNIXスタイルの弱いシンボル
は，そのグループ外の弱くないシンボルによって参照できます。
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Linkerマップの見方
マップの相互参照リストでは，UNIXスタイルの弱い定義と参照には，その前に
UNIXスタイルの弱いシンボルであることを示すタグ (UNIXスタイルのweakタグ)
が表示されます。通常は，UNIXスタイルのweakタグの付いている定義は，オブジ
ェクト・モジュールからグループを選択した結果であることを意味します。UNIXス
タイルのweakタグの付いている参照は，通常，同じグループが 2度目に出現した結
果です。UNIXスタイルのweakタグの付いている参照を持つ定義でタグが付いてい
ないものは，通常，強い定義がオブジェクト・モジュールのグループ・シンボルを上
書きした結果として発生します。相互参照テーブルのタグを見れば，シンボルを定義
しているインスタンスを所有するモジュールとしてどのモジュールが選択されたかが
わかります。

相互参照には，グループ署名 (つまりグループ名)はリストされません。 Analyzeユ
ーティリティを使用すれば，グループに属するすべてのシンボルを知ることができま
す。また， Linkerに/MAP/FULL=GROUP_SECTIONS修飾子を指定することで，
すべてのグループと，それらを定義しているモジュールとファイルのリストを得るこ
とができます。

共有イメージのリンクについての考慮
ユーザが記述したテンプレートは，共有イメージとしてリンクできます。共有イメ
ージによって (ユニバーサルに)エクスポートされたシンボルは常に強い定義になり
ます。強い定義はUNIXスタイルの弱い定義より優先されるため，共有イメージ
のコードとデータは Linkerによってコントリビューションとして選択されます。
OpenVMS I64では，シンボルのグループ情報は，同じように共有イメージ内に保持
されます。この場合，シンボルはすべて強い定義となるため，共有イメージからのグ
ループはオブジェクト・モジュール内のすべての同一グループより常に優先されま
す。

共有イメージ内のグループとオブジェクト・モジュール内のグループには，相違点が
1つあります。他の共有イメージに同じグループがあった場合， Linkerはエラー・メ
ッセージを出力し，イメージ・ファイルは書き出しません。

グループの最初に出現したコードとデータが，定義元共有イメージ内のすべてのモジ
ュールで使用され，他の場所に出現するコードとデータは他の定義元共有イメージ内
で使用された場合，ユーザ・エラーが発生します。このため， Linkerはイメージを
生成しません。

共有イメージをリンクする際には，テンプレートの実装に必要なすべてのグループの
すべてのシンボルを必ずエクスポートしてください。そうしないと，冗長なコードと
データがイメージに組み込まれてしまったり， (前述のように)間違ったコードとデー
タが使用されてしまうことになります。

以前からあるOpenVMSスタイルの弱いシンボルも，以前のリリースと同様に使うこ
とができます。
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5.4 OpenVMS I64用Linkerの新しい修飾子
注意

関連するリリース・ノートについて，第 3.8節を参照してください。

OpenVMS I64システムでのリンクをサポートするために， Linkerに新しい修飾子
がいくつか追加されました。ここでは，これらの修飾子および関連するキーワードに
ついて説明します。

5.4.1 新しい/BASE_ADDRESS修飾子

/BASE_ADDRESS修飾子は，OpenVMSイメージ・アクティベータによって起動さ
れないイメージ (たとえば，ブート処理で使用されるイメージ)に仮想アドレスを割り
当てます。ベース・アドレスは， Linkerに割り当てを指示する，実行イメージの開
始アドレスです。OpenVMSイメージ・アクティベータは， Linkerが割り当てた開
始アドレスを無視することもできます。この修飾子は主にシステム開発者が使用しま
す。

/BASE_ADDRESS修飾子は， I64では使用できない CLUSTER=[base-address]オプ
ションのベース・アドレス指定子の代わりとなるものではありません。第 5.2.1項を
参照してください。

5.4.2 新しい/SEGMENT_ATTRIBUTE修飾子

/SEGMENT_ATTRIBUTE修飾子は，セグメントの属性の一部を設定します。この修
飾子の構文は，次のとおりです。

/SEGMENT_ATTRIBUTE=(segment_attribute [, ...])

OpenVMS I64 Linkerは，DYNAMIC=address_region， SHORT_DATA=WRITE，
CODE=address_region，および SYMBOL_VECTOR=[NO]SHORTを，セグメント
属性として受け付けます。アドレス領域は，キーワード P0と P2で指定できます。

デフォルトでは， Linkerは，イメージ・アクティベータ用の情報を持つ動的セグメ
ントを P2空間に配置します。OpenVMSイメージ・アクティベータで起動されなか
ったイメージについては，DYNAMIC=P0を指定すると， Linkerはこの動的セグメ
ントを P0空間に配置します。この修飾子は，主にシステム開発者が使用します。

SHORT_DATA=WRITEキーワードは，読み取り専用のショート・データ・セグメン
トと読み書き用のショート・データ・セグメントを 1つのセグメントに結合すること
で，最大 65,535バイト (/BPAGEのデフォルト値)の未使用の読み取り専用領域を再
利用できるようにします。 SHORT_DATAにWRITEを指定すると，以前は読み取り
専用だったデータにプログラムが誤って書き込みをする可能性があります。したがっ
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て，この修飾子は，ショート・データ・セグメントが 4 MBの限界に達してしまった
場合にのみ使用することをお勧めします。

CODE=P2キーワードを指定すると， I64 Linkerは，コード・セグメントの P2空
間への割り当てを可能とします。イメージ・アクティベータがイメージを起動した
ときに，コード・セグメントが P2空間に配置されます。このキーワードを使用する
と，すべてのコード・アドレスが 64ビット幅になることに注意してください。たと
えば，例外ハンドラでは， 64ビット版のシグナルとメカニズム配列だけを使用し，
64ビットの PCを取り扱うことができなければなりません。

デフォルトでは，共有イメージの場合， Linkerはシンボル・ベクタを，読み取り専
用のショート・データ・セグメントに格納します。 SYMBOL_VECTOR=NOSHORT
を指定すると， Linkerはシンボル・ベクタを，デフォルト・クラスタの読み取り専
用データ・セグメントに収集します。共有イメージにこのようなセグメントがなけれ
ば，作成されます。これにより，シンボル・ベクタ・エントリのショート・データが
解放されます。

5.4.3 新しい/FP_MODE修飾子

OpenVMS I64 Linkerは，mainへの転送アドレスを提供するモジュールに設定さ
れた浮動小数点モードを使用して，プログラムの初期浮動小数点モードを決定しま
す。メインへの転送アドレスを提供するモジュールに初期浮動小数点モードが設定
されていない場合に限り，/FP_MODE修飾子は，初期浮動小数点モードを設定しま
す。/FP_MODE修飾子は，メインへの転送モジュールに設定された初期浮動小数点
モードより優先されることはありません。

OpenVMS I64 Linkerでは以下のキーワードを浮動小数点モードとして指定可能で
す。

• D_FLOAT, G_FLOAT—VAXの浮動小数点モードに設定

• IEEE_FLOAT[==ieee_behavior]—IEEE浮動小数点モードに設定。動作を指定す
るか，指定しなければデフォルトの動作になります。

OpenVMS I64 Linkerに指定可能な IEEEの動作キーワードには，以下のものがあり
ます。

• FAST

• UNDERFLOW_TO_ZERO

• DENORM_RESULTS (デフォルト)

• INEXACT

OpenVMS I64 Linkerには，浮動小数点モードの動作リテラルを指定することも可能
です。初期浮動小数点モードの詳細は，『HP OpenVMS Calling Standard』を参照
してください。
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5.4.4 Linkerの新しい修飾子: /EXPORT_SYMBOL_VECTOR
と/PUBLISH_GLOBAL_SYMBOLS

/EXPORT_SYMBOL_VECTOR修飾子と/PUBLISH_GLOBAL_SYMBOLS修飾子が
Linkerに追加されました。これらの修飾子は，共有イメージを作成したいが，どのシ
ンボルを SYMBOL_VECTORオプションでエクスポートすればよいかわからないよ
うな場合に便利です。たとえば，UNIXからアプリケーションを移植しようとしてい
て，そのアプリケーションに精通していない場合，どのシンボルをエクスポートすれ
ばよいかわからない可能性があります。他には， C++でコーディングしていて，マン
グル化された名前と，エクスポートするソース・コード・シンボルが対応付けられな
いといった場合があります。

注意

すべてのグローバル・シンボルをエクスポートすると，期待しない結果とな
ることがあります。

UNIXシステムでは，共有オブジェクトを作成するときにはすべてのシンボル
をエクスポートするのが一般的です。しかし，OpenVMSシステムでは，リ
ンクのメカニズムやイメージの起動のメカニズムが異なっています。このた
め，OpenVMSの共有イメージの作成に UNIXのメカニズムを採用すると，
正しく動作しないことがあります。すべてのグローバル・シンボルをエクス
ポートして生成された複数の共有イメージに対してアプリケーションをリン
クしたときに，衝突が発生することがあります。これらの共有イメージに
は，同じ名前のユーザ生成シンボルやコンパイラ生成シンボルが含まれてい
ることがあります。モジュールによるこれらのシンボルへの参照を Linkerが
解決しようとしたときに，複数の共有イメージにシンボル定義があると，リ
ンク操作が失敗します。シンボルのエクスポートを，選択した少数のモジュ
ール (または 1つのモジュール)に限定しても，このような衝突が発生するこ
とがあります。

オープン・ソース・ソフトウェアの移植を手助けするために/EXPORT_
SYMBOL_VECTOR修飾子と/PUBLISH_GLOBAL_SYMBOLS修飾子が作成
されましたが，この衝突により，従来の方法でシンボル・ベクタを作成する
際に，新たな問題が発生することがあります。この理由により，これらの修
飾子は， I64 Linkerの将来のリリースで廃止される予定です。

新しい/PUBLISH_GLOBAL_SYMBOLS修飾子は，オブジェクト・ファイルやラ
イブラリ・オブジェクト・モジュールにマークを付け，そのオブジェクトのすべて
のグローバル・シンボルを Linkerが生成するシンボル・ベクタ・オプション・フ
ァイルに書き出すことを指定します。新しい/EXPORT_SYMBOL_VECTOR修飾子
は，/PUBLISH_SYMBOL_VECTORでマーク付けされたモジュール内の各グローバ
ル・シンボルに対するシンボル・ベクタ・オプションを出力ファイルに書き出しま
す。/EXPORT_SYMBOL_VECTOR修飾子を指定したときには，オプション・ファ
イルへの書き込みが行われるだけで，イメージ・ファイルは生成されません。生成さ
れたオプション・ファイルは，今後のリンク操作で用いる前に，GSMATCH情報を
付加して完成させておかなければなりません。
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どちらの修飾子も，/SHAREABLE修飾子が指定されている場合にのみ，有効で
す。/EXPORT_SYMBOL_VECTORは，コマンド行でのみ指定できる修飾子で
す。/PUBLISH_GLOBAL_SYMBOLS修飾子は，コマンド行からの使用も，オプシ
ョン・ファイルでの指定も可能です。 Linkerは，/EXPORT_SYMBOL_VECTOR修
飾子が指定されているときに，/PUBLISH_GLOBAL_SYMBOLS修飾子がコマンド
行またはオプションファイルで指定されていないと，警告メッセージを出力します。

/EXPORT_SYMBOL_VECTOR=[file-spec]

/EXPORT_SYMBOL_VECTOR修飾子は，/PUBLISH_GLOBAL_SYMBOLS修飾子
で指定されたシンボル・ベクタ・オプションと，GSMATCHテンプレート・オプシ
ョンが格納されたオプション・ファイルを作成するように I64 Linkerに対して指示
します。

/EXPORT_SYMBOL_VECTOR修飾子を使用すると，イメージの生成は抑止されま
す。

/EXPORT_SYMBOL_VECTOR修飾子を指定すると，入力の SYMBOL_
VECTOR=option句は受け付けられません。

/PUBLISH_GLOBAL_SYMBOLS修飾子を少なくとも 1つ，コマンド行またはオプ
ション・ファイル内に指定する必要があります。

この修飾子には，生成されるオプション・ファイルの名前として Likerが使用する
ファイル指定子を指定します。ファイル・タイプを指定しないと， Linkerはタイ
プ.OPTを使用します。

入力ファイル指定に/EXPORT_SYMBOL_VECTOR修飾子を付加すると， Linker
は，修飾子を付加したファイルのファイル名を使用してオプション・ファイルを作成
します。

GSMATCHテンプレート・オプションを書き込んだ後で，生成されたオプション・
ファイルを，共有イメージ・ファイルを作成する他のリンク操作で使用してくださ
い。

/PUBLISH_GLOBAL_SYMBOLS

/PUBLISH_GLOBAL_SYMBOLS修飾子は，オブジェクト・ファイルや，ライブラ
リ・オブジェクト・モジュール，オブジェクト・モジュール・ライブラリ (つまり，
ライブラリから抽出されたすべてのモジュール)にマーク付けし， Linkerが生成する
オプション・ファイル内のシンボル・ベクタ句によってグローバル・シンボルをエク
スポートするように， I64 Linkerに指示します。

この修飾子は，/SHAREABLE修飾子および/EXPORT_SYMBOL_VECTOR修飾子
と一緒に使用する必要があります。

この修飾子は，/INCLUDE修飾子および/SELECTIVE_SEARCH修飾子と互換性が
あります。この修飾子は，コマンド行と Linkerオプション・ファイルで使用できま
す。
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この修飾子をオブジェクト・ファイルに適用すると，そのオブジェクト・ファイル内
のすべてのモジュールのすべてのグローバル・シンボルが，シンボル・ベクタ・オプ
ションとしてエクスポートされることになります。

この修飾子を/SELECTIVE_SEARCH修飾子と組み合わせて，オブジェクト・ファ
イルに適用すると，そのオブジェクト・ファイル内のすべてのモジュールのグローバ
ル・シンボルのうち，参照されているもののみが，シンボル・ベクタ・オプションと
してエクスポートされることになります。

この修飾子をオブジェクト・ライブラリに適用すると，イメージ内に暗黙的に組み込
まれた，オブジェクト・ライブラリのすべてのモジュールのすべてのグローバル・シ
ンボルが，シンボル・ベクタ・オプションとしてエクスポートされることになりま
す。

この修飾子を/INCLUDE修飾子と組み合わせて，オブジェクト・ライブラリに適用
すると，オブジェクト・ライブラリのインクルード・リストに記載されたモジュール
のすべてのグローバル・シンボルが，シンボル・ベクタ・オプションとしてエクスポ
ートされることになります。

/SELECTIVE_SEARCH修飾子を使用してビルドされたオブジェクト・ライブラリ
にこの修飾子を適用すると，イメージに組み込まれた，オブジェクト・ライブラリの
すべてのモジュールのグローバル・シンボルのうち，参照されているもののみが，
シンボル・ベクタ・オプションとしてエクスポートされることになります。 (選択
的検索が可能なライブラリにモジュールを挿入する方法については，HP OpenVMS
Command Definition, Librarian, and Message Utilities Manualを参照してくださ
い。)

グローバル・シンボルが，複数のモジュールで一時的な定義 (最も考えられるケース
は緩やかな ref/def外部モデル)となっている場合，一時的な定義を行っているモジュ
ールのいずれかに/PUBLISH_GLOBAL_SYMBOLS修飾子が付加されていれば，そ
のシンボルは公開されます。UNIXスタイルの弱いシンボルの定義が複数のモジュー
ルにある場合も，同様です。ただしどちらの場合も，強いシンボル定義のあるモジュ
ールが検出されると，一時的な定義は無効になります。シンボルがエクスポートされ
るかどうかは，定義を無効にしたモジュールに/PUBLISH_GLOBAL_SYMBOLS修
飾子があるかどうかによって決まります。

例

$ link/SHARE public/PUBLISH,implementation/EXPORT=public

この例では， PUBLIC.OBJ内のモジュール中のグローバル・シンボルがすべて，シ
ンボル・ベクタ・オプションとしてファイル PUBLIC.OPTにエクスポートされま
す。

$ LINK/SHAREABLE api_table,implementation/PUBLISH/SELECTIVE/EXPORT=public
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この例では， IMPLEMENTATION.OBJ内のすべてのモジュール中のグローバル・
シンボルのうち，以前に参照されているものだけが，シンボル・ベクタ・オプション
としてファイル PUBLIC.OPTにエクスポートされます。

$ LINK/SHAREABLE api_table,plib/LIBRARY/PUBLISH/EXPORT

この例では，共有イメージに組み込まれる，ライブラリ PLIB.OLBのすべてのモジュ
ールのすべてのグローバル・シンボルが，シンボル・ベクタ・オプションとしてファ
イル PLIB.OPTにエクスポートされます。

$ LINK/SHAREABLE plib/PUBLISH/INCLUDE=public/EXPORT

この例では，ライブラリ PLIB.OLB内のモジュール PUBLIC中のグローバル・シン
ボルがすべて，シンボル・ベクタ・オプションとしてファイル PLIB.OPTにエクスポ
ートされます。

$ LINK/SHAREABLE api_table,
public/PUBLISH/SELECTIVE/EXPORT=public

この例では， PUBLIC.OBJが処理された後， PUBLIC.OBJ内のすべてのモジュー
ルについて，参照されたすべてのグローバル・シンボルが，シンボル・ベクタ・オプ
ションとして PUBLIC.OPTファイルにエクスポートされます。同様の例でオプショ
ン・ファイルに/PUBLISHが指定されているものを次に示します。

$ link/SHAREABLE TT:/opt/EXPORT
public/PUBLISH, implementation

Ctrl/Z

この例では， PUBLIC.OBJ内のモジュール中のグローバル・シンボルがすべて，シ
ンボル・ベクタ・オプションとして， TT: (端末への出力)にエクスポートされます。

5.4.5 /FULL修飾子の新しいキーワード: GROUP_SECTIONSと
SECTION_DETAILS

OpenVMS I64 Linkerで，フル・イメージ・マップの作成を指示する/FULL修飾子
に 2つのキーワードが追加されました。

/FULL [=(keyword [,...])]

OpenVMS I64 Linkerは，マップの表示を調整するための次のキーワードを受け付け
ます (デフォルトは/FULL=SECTION_DETAILS)。
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キーワード 意味

GROUP_SECTIONS OpenVMS I64 Linkerに対して，処理されたす
べてのグループ (ELF COMDAT)をリストする
ように指示します。

SECTION_DETAILS OpenVMS I64 Linkerに対して，「Program
Section Synopsis」での，長さがゼロのコントリ
ビューションの出力を行うように指示します。

ALL ALLキーワードを指定すると， GROUP_
SECTIONSキーワードと SECTION_DETAILS
キーワードの両方を指定したのと同じになりま
す。

GROUP_SECTIONSキーワードは，リンク操作に使用したすべてのグループをマッ
プ・ファイルに含めるように， Linkerに指示します。現時点で，グループを活用で
きるコンパイラは， C++だけです。このキーワードを C++以外の言語で使用しても
効果はありません。

/FULL=NOSECTION_DETAILSを指定すると，OpenVMS I64 Linkerは，マップ
の「Program Section Synopsis」での長さがゼロのコントリビューションの出力を抑
制します。/FULL修飾子のデフォルトは/FULL=SECTION_DETAILSです。 I64，
Alpha，および VAXシステムでのフル Linkerマップには，すべてのモジュール・コ
ントリビューションが「Program Section Synopsis」にリストされます。

5.5 OpenVMS I64のLinkerオプションの拡張

OpenVMS I64システムでのリンクをサポートするために，既存の Linkerオプショ
ンに対して以下の拡張が追加されました。

5.5.1 PSECT_ATTRIBUTEオプションの新しいアラインメント

PSECT_ATTRIBUTEオプションには，アラインメント属性として， 5， 6， 7，お
よび 8が追加されました。この整数値は， 2のべき乗として示されるバイト・アライ
ンメントを表します。たとえば， 6の場合には， 2 ** 6で， 64バイト・アラインメ
ントを表します。 2 ** 5に対して，キーワードHEXA (16ワードの意味)が追加され
ました (これは 32バイト・アラインメント， 16ワード・アラインメントを意味しま
す)。

5.6 Linkerの既存の修飾子とオプションの新しい使用方法

以下の項では， I64システムでの， Linkerの既存の修飾子とオプションの新しい使
用方法を説明します。トピックは，次のとおりです。

• Linkerオプションでの大文字と小文字が混在した引数の使用 (第 5.6.1項)

• イメージ名を指定する場合の規約 (第 5.6.2項)
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• アラインメントを指定する PSECT_ATTRIBUTEオプションの使用 (第 5.6.3項)

5.6.1 I64システムの Linkerオプションでの大文字と小文字が混在した引数

OpenVMS I64システムでは，コンパイラが大文字と小文字が混在した名前を生成す
ることがあります。オプション・ファイル内の大文字と小文字が混在した名前を処
理する必要がある場合は，デフォルトの動作 (すべての名前が大文字)を使用しない
で， Linkerの CASE_SENSITIVEオプションを使用して，大文字と小文字が混在
した名前を指定できるようにします。たとえば，ライブラリ・インクルード文があ
り，ライブラリ内のモジュール名に大文字と小文字が混在している場合，次のように
CASE_SENSITIVEオプションを指定して，名前に大文字と小文字が混在できるよう
にします。

CASE_SENSITIVE=YES

CASE_SENSITIVEオプションに YESを設定すると，オプション句の最初の等号よ
り右側にあるすべての文字 (たとえば，オプションの引数)は大文字/小文字の区別が
維持されます。これらの文字は変更されずに，ファイル名，モジュール名，シンボル
名，キーワードとして処理されます。 Linkerのデフォルト動作 (オプション行全体を
大文字に変換する動作)に戻すには，NOキーワード付きの CASE_SENSITIVEオプ
ションを指定します。例を次に示します。

CASE_SENSITIVE=NO

NOキーワードを小文字 (no)で指定すると， Linkerが認識しないため，大文字で指
定する必要があることに注意してください。

たとえば，次の大文字と小文字が混在した名前を含むオプション・ファイルを扱う際
に， Linkerに大文字/小文字を区別するモードを設定して，大文字と小文字をそのま
ま残す場合を考えます。

case=Yes
My_Lib/library/include=(Add_Func, Sub_Func)
symbol_vector=(Add_Func=PROCEDURE,PAGE_COUNT=DATA)
case=NO

Linkerによって処理されると，このテキストは次のようになります。

CASE=YES
MY_LIB/LIBRARY/INCLUDE=(Add_Func,Sub_Func)
SYMBOL_VECTOR=(Add_Func=PROCEDURE,PAGE_COUNT=DATA)
CASE=NO

各オプションの最初の等号より右側のすべての文字は大文字/小文字を区別したまま読
み込まれていることがわかります。
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Alphaおよび VAXでの動作を維持するために， CASE_SENSITIVE=YESは，必要
な場合にのみ使用することをお勧めします。

5.6.2 イメージ名を指定する場合の規約

次に示す規約は，イメージに適用される各種の名前の説明です。

• イメージには，イメージ・ファイル指定が付けられます (たとえば， FOO.EXE)。
これは，DCLの RENAMEコマンドで変更できます。

• イメージ名はNAME=オプションで指定され，NT_VMS_IMGNAM型の注釈と
してイメージに格納されます。この名前はイメージ・ファイル指定の名前とは異
なっても構いませんが，NAME=オプションを使わない場合には，この名前はデ
フォルトでイメージ・ファイル指定の名前と同じになります。 Analyzeユーテ
ィリティではこの名前を「イメージ名」として表示します。この名前はDCLの
RENAMEコマンドでは変更できません。

• これ以外に，イメージにはグローバル・シンボル・テーブル (GST)に関連付けら
れる名前があり，NT_VMS_GSTNAM型の注釈としてイメージに格納されます。
Linkerはこの名前としてイメージ・ファイル指定の名前と同じものを設定しま
す。この名前はイメージをイメージ・ライブラリに追加する際に， Librarianに
よって使われます。 Analyzeユーティリティでは，「グローバル・シンボル・テ
ーブル名」として表示されます。この名前はDCLの RENAMEコマンドでは変更
できません。

Alphaシステムでは，NAME=に指定したイメージ名は，共有イメージ・リスト内で
の自己参照を識別するために使われます。自己参照は，シンボル・ベクタ内の別名を
使った，イメージ内部からの自身の呼び出しです。

I64システムでは，共有イメージ・リスト内には現在のイメージに対するエントリが
ありません。自己参照は，共有イメージ・リスト (つまり，DT_NEEDEDエントリ
の集まり)に対する特殊なインデックス値 (DT_VMS_FIXUP_NEEDEDフィールドが
-1)によって参照されます。

5.6.3 PSECT_ATTRIBUTEオプションによるアラインメントの指定

コンパイラがセクションに割り当てたアラインメントより小さいセクション・アライ
ンメントを PSECT_ATTRIBUTEオプションで指定しないでください。

そのセクションに組み込まれたすべてのコントリビューションを元に，コンパイラが
割り当てたアラインメントより小さいアラインメントをセクションに指定すると，
Linkerは警告を出力するようになりました。例を以下に示します。
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$ link hi,sys$input/opt
psect_attr=$literal$,byte
%ILINK-W-CONFALGN, PSECT option alignment (1) less than compiler
assigned (16);
alignment ignored

section: $LITERAL$
module: HI
file: DISK$USER:[JOE]HI.OBJ;3

Alphaシステムと VAXシステムでは， Linkerは指定された境界 (上記のコード例で
は "byte")でプログラム・セクションを不適切にアラインし，コンパイラの指定とは
異なる境界で，そのプログラム・セクションのすべてのコントリビューションを (上
記の例では "HI"とリンクされている，他のモジュールから)配置します。 Linkerはエ
ラー・メッセージは出力しません。

I64システムでは， Linkerは必ず，最低でもコンパイラが指定した境界でセクション
をアラインします。

PSECT_ATTRIBUTEオプションは，指定された境界が，コンパイラの指定以上の
ときに，セクションをアラインします。このオプションは，セクションの個々のコン
トリビューションをアラインするのではなく，セクション全体をアラインします。
PSECT_ATTRIBUTEオプションは，個々のコントリビューションをアラインする際
には，コンパイラのアラインメント指定に従います。

5.6.4 存在しないファイルがあった場合の Linkerの特別な処理

Linkerオプションの RMS_RELATED_CONTEXTがオンになっていて (デフォルト
は RMS_RELATED_CONTEXT=YES)， LINKコマンドに指定したファイル・リス
トに存在しないファイルを指定していると， Linkerが呼び出した LIB$FIND_FILE
が完了するのに時間がかかることがあり， Linkerがハングしているように見えるこ
とがあります。リンクされているファイルの数と，ファイル指定で論理名を使用し
ているかどうかによりますが， LIB$FIND_FILEは，見つからないファイルを接頭
辞のあらゆる組み合わせで探してから‘‘file not found’’メッセージを表示するため，
Linkerの完了に数時間かかることがあります。 Linkerが LIB$FIND_FILEを呼び出
した後は， Ctrl/Yを押して Linkerプロセスを終了させることはできません。

どのファイルが存在しないかを調べるには，次の手順に従います。

1. LINKコマンドに SYS$INPUT:/OPTIONを指定し，[Return]を押します。
(Linkerは，ユーザがリンク操作に対するオプション句を端末から入力するのを待
ちます。)

2. オプション句を入力し，次の情報を含めます。

• 1行目として，次の行を指定します。

RMS_RELATED_CONTEXT=NO
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RMS_RELATED_CONTEXTオプションにNOを設定しておくと，このオプ
ション・ファイルにリストされたファイルが見つからない場合は，すぐに‘‘file
not found’’メッセージが出力されます。

• すぐ次の行に，リンクするファイルを，完全なファイル指定の形式
(disk:[dir]filename.ext)で，ファイル毎に指定します。完全なファイル指
定が必要になる理由は， RMS_RELATED_CONTEXT=NOを指定したときに
は，ファイル名の「スティッキー・モード」が無効になるためです。

3. Ctrl/Zを押します。

次の LINKコマンドを例に説明します。

$ LINK DSK:[TEST]A.OBJ, B.OBJ

このコマンドに RMS_RELATED_CONTEXT=NOを指定したい場合は，
SYS$INPUT:/OPTIONを指定し，さらに，リンクするファイルを完全ファイル
指定で入力します。

$ LINK SYS$INPUT:/OPTION
RMS_RELATED_CONTEXT=NO
DSK:[TEST]A.OBJ, DSK:[TEST]B.OBJ

Ctrl/Z

例
次の例は， Linkerがハングしたように見える様子を示しています。ファイル
DOES_NOT_EXIST.OBJがリストに含まれているが存在せず， RMS_RELATED_
CONTEXTオプションは指定していない (したがって，デフォルトで YES)ものとし
ます。

$ DEFINE DSKD$ WORK4:[TEST.LINKER.OBJ.]
$ DEFINE RESD$ ROOT$, ROOT2$, ROOT3$, ROOT4$, ROOT5$, DISK_READ$:[SYS.] 1
$ DEFINE ROOT$ WORK4:[TEST.PUBLIC.TEST]
$ DEFINE ROOT2$ WORK4:[TEST.LINKER.]
$ DEFINE ROOT3$ WORK4:[TEST.UTIL32.]
$ DEFINE ROOT4$ WORK4:[TEST.PUBLIC.]
$ DEFINE ROOT5$ WORK4:[TEST.PUBLIC.TMP]
$ LINK/MAP/FULL/CROSS/EXE=ALPHA.EXE RESD$:[TMPOBJ] A.OBJ,-
_$ RESD$:[SRC]B.OBJ,C,DSKD$:[OBJ]D.OBJ,E,RESD$:[TMPSRC]F.OBJ,-
_$ RESD$:[TEST]G.OBJ,RESD$:[SRC.OBJ]H,RESD$:[COM]DOES_NOT_EXIST.OBJ

Ctrl/T NODE6::_FTA183: 15:49:46 LINK CPU=00:02:30.04 PF=5154 IO=254510 MEM=134 2
Ctrl/T NODE6::_FTA183: 15:49:46 LINK CPU=00:02:30.05 PF=5154 IO=254513 MEM=134
Ctrl/T NODE6::_FTA183: 15:50:02 LINK CPU=00:02:38.27 PF=5154 IO=268246 MEM=134
Ctrl/T NODE6::_FTA183: 15:50:02 LINK CPU=00:02:38.28 PF=5154 IO=268253 MEM=134
Ctrl/T NODE6::_FTA183: 15:50:14 LINK CPU=00:02:44.70 PF=5154 IO=278883 MEM=134

1 これらのコマンドは論理名と等価名を定義しています。

2 Ctrl/Tを入力するたびに， CPUと IOの値は増加していますが，MEMと PFの
値は変化していないため， LIB$FIND_FILEが呼び出されていることがわかりま
す。
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以下に示す例のように，オプション・ファイルを使用して， RMS_RELATED_
CONTEXTにNOを設定すると，存在しないファイルに遭遇したときに，直ちにリン
ク操作を終了させることができます。

$ DEFINE DSKD$ WORK4:[TEST.LINKER.OBJ.]
$ DEFINE RESD$ ROOT$, ROOT2$, ROOT3$, ROOT4$, ROOT5$, DISK_READ$:[SYS.]
$ DEFINE ROOT$ WORK4:[TEST.PUBLIC.TEST.]
$ DEFINE ROOT2$ WORK4:[TEST.LINKER.]
$ DEFINE ROOT3$ WORK4:[TEST.UTIL32.]
$ DEFINE ROOT4$ WORK4:[TEST.PUBLIC.]
$ DEFINE ROOT5$ WORK4:[TEST.PUBLIC.TMP.]
$ LINK/MAP/FULL/ CROSS /EXE=ALPHA.EXE SYS$INPUT:/OPTION

RMS_RELATED_CONTEXT=NO
RESD$:[TMPOBJ]A.OBJ,RESD$:[SRC]B.OBJ,RESD$:[SRC]C,DSKD$:[OBJ]D.OBJ
DSKD$:[OBJ]E,RESD$:[TMPSRC]F.OBJ,RESD$:[TEST]G.OBJ
RESD$:[SRC.OBJ]H,RESD$:[COM]DOES_NOT_EXIST.OBJ

Ctrl/Z

%LINK-F-OPENIN, error opening DISK_RESD$:[SYS.][COM]DOES_NOT_EXIST.OBJ; as input
-RMS-E-FNF, file not found
$

5.7 新しいOpenVMS I64 Linkerマップ

Linkerマップは拡張され，OpenVMS I64 Linker用の新しい情報が追加されまし
た。 Linkerマップには，以降のサンプル・マップに示すように，次の情報が表示さ
れます。

• オブジェクトとイメージの概要

• クラスタの概要

• イメージ・セグメントの概要

• プログラム・セクションの概要

• シンボルの相互参照

• シンボル一覧 (値順)

• イメージの概要

• リンク処理の統計情報

Linkerマップに新たに追加された部分と，変更された部分を示す，白抜きの黒丸数字
部分についての説明は， Linkerマップ例の後にあります。
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図 5–1 オブジェクトとイメージの概要，クラスタの概要
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図 5–2 イメージ・セグメントの概要
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図 5–3 プログラム・セクションの概要
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以下の説明は，上記の Linkerマップの例の中の数字のついた項目に対応していま
す。

1 Object and Image Synopsis。 AlphaシステムでObject Module Synopsisとい
うタイトルが付いていたセクションは， I64システムではObject and Image
Synopsisというタイトルに変更されました。

2 Module/Image。 AlphaシステムでModule Nameというタイトルが付いていた欄
は， I64システムではModule/Imageというタイトルに変更されました。

3 Attributes。モジュールの既存の属性や新しい属性を表示する 4つの欄で構成され
る， Attributesというタイトルの新しい欄が追加されました。

4つの欄の 1番目には，モジュールのシンボルの検索が選択型 (selective)であっ
たかどうかが示されます。シンボルの検索が選択型の場合には， Selという略語
が表示されます。シンボルの検索が選択型でなかった場合には，この欄は空白で
す。

2番目の欄には，モジュールに呼び出しリンケージ情報が含まれているかどうかが
示されます。モジュールにリンケージ情報が含まれている場合には， Lkgが表示
されます。モジュールにリンケージ情報が含まれていない場合には，この欄は空
白です。

3番目の欄には，モジュールが縮小浮動小数点モデルでコンパイルされたかどうか
が示されます。縮小浮動小数点モデルでコンパイルされた場合には， RFPが表示
されます。モジュールが縮小浮動小数点モデルでコンパイルされなかった場合に
は，この欄は空白です。共有イメージの場合には，この欄は表示されません。

4番目の欄には，モジュールの浮動小数点モードが表示されます。この欄では，
いくつかの略語が使われます。使用される略語の説明は，Object and Image
Synopsisセクションの終わりにあるKey for Attributesの説明に表示されます。
次に示す例では，この欄に表示される可能性があるすべての略語が，Key for
Attributesの説明にリストされています。この例では Creation Date and Creator
欄は省略されています。Object and Image Synopsis全体については，前出のマ
ップの例を参照してください。
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Module/Image File Ident Attributes Bytes
------------ ---- ----- ---------------- -----
NONE V1.0 Lkg 568

DISK1:[JOE]NONE.OBJ;1
NOFLOAT_CASE Lkg RFP 504

DISK1:[JOE]NOFLOAT.OBJ;1
DNORM_CASE Lkg Dnrm 504

DISK1:[JOE]DENORM_W.OBJ;1
FAST_CASE Lkg Fast 504

DISK1:[JOE]FAST_W.OBJ;1
NEPCT_CASE Lkg Inex 504

DISK1:[JOE]INEXACT_W.OBJ;1
SPCL_CASE Lkg Spcl 504

DISK1:[JOE]SPECIAL_W.OBJ;1
UNDER_CASE Lkg Undr 504

DISK1:[JOE]UNDERFLOW_W.OBJ;1
DG_FL_CASE Lkg VXfl 504

DISK1:[JOE]VAXFLOAT_W.OBJ;1
DECC$SHR V8.2-00 Lkg 0

RESD$:[SYSLIB]DECC$SHR.EXE;1
SYS$PUBLIC_VECTORS X-2 Sel Lkg 0

RESD$:[SYSLIB]SYS$PUBLIC_VECTORS.EXE;1

Key for Attributes
+------------------------------------------+
! Sel - Module was selectively searched !
! Lkg - Contains call linkage information !
! RFP - Conforms to the reduced FP model !
! VXfl - VAX Float FP model !
! Dnrm - Denormal IEEE FP model !
! Fast - Fast IEEE FP model !
! Inex - Inexact IEEE FP model !
! Undr - Underflow-to-zero IEEE FP model !
! Spcl - Special FP model !
+------------------------------------------+

4 Cluster Synopsis。 Alphaシステムで Image Section Synopsisというタイト
ルが付いていたセクションは， I64システムでは 2つのセクション， Cluster
Synopsisと Image Segment Synopsisに分割されました。 Cluster Synopsisセク
ションには，イメージ・セクションが含まれなくなりました。これは， I64シス
テムではセグメントと呼ばれます。また，リンク操作で組み込まれた共有イメー
ジのイメージ・セクションも表示されなくなりました。これは， VAXマップ・フ
ァイルでは，ベース付きの共有イメージを持っている可能性があるため，表示さ
れます (ベース付きの共有イメージは， Alphaシステムや I64システムでは許され
ていません)。

5 Cluster。この欄には， Linkerによって作成され，使用されるクラスタが，処理
された順番で表示されます。
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6 Match, Majorid, Minorid。この欄には，メジャー・バージョン番号およびマイナ
ー・バージョン番号とともに，Global Section Match (GSMATCH)の適合条件が
表示されます (この情報がある場合)。

7 Image Segment Synopsis。このセクションには，作成されたイメージ・セグメン
トが表示されます。ここには，OpenVMS Alphaの Image Section Synopsisの残
りの欄も含まれます。最初の欄 Seg #には，イメージ・セグメントの番号が表示
されます。この番号はそのセグメントに適用される再配置で使用されます (再配置
でのセグメント番号の表示については，イメージの解析データを参照してくださ
い)。 Alphaシステムで Protection and Pagingというタイトルが付いていたセク
ションは， I64システムでは 2つの欄， Protectionと Attributesに分割されまし
た。Global Section Name欄は廃止されました。

8 モジュールが/TIEでコンパイルされ，イメージが/NONATIVE_ONLYでリンクさ
れており，イメージに非標準の signature情報が含まれている場合には，それを
含む (SHORTで示される)ショート・データ・セグメントの直後に独立したセグ
メントが表示されることがあります。

9 セクション属性 PICとNOPICは I64システムでは有効な属性ではないので，削
除されました。

1 0 Linkerは，共通シンボル，または緩やかな ref/defシンボルに記憶域を割り当て
ます。これはModule/Imageヘッダの下で<Linker>とマークされます。セクショ
ン名は常にシンボルの後に付けられます (このモジュールは，デフォルトのスイッ
チ/EXTERN=RELAXEDでコンパイルされており，変数 ITMLST， FILLEN，
FILLIM，および IOSBは緩やかな ref/defシンボルです)。

1 1 Linkerは，属性OVR， REL，およびGBLを持つセクションの初期化を行うモジ
ュールがあれば，それに Initializing Contributionを付けて表示します。初期化
を行うモジュールを複数指定したエラーの場合には， Linkerは複数のセクション
に Initializing Contributionを付けるので，初期化を行うモジュールが複数ある
インスタンスのデバッグが容易になります。

1 2 Linkerは，トランポリン (遠くへ分岐する命令)または別のセグメント (イメー
ジの中または外)へ分岐するコードを含むコード・セグメントへのコントリビ
ューションにマークを付加します。その場合には，Module/Imageヘッダの下
に<Linker>を表示します。

1 3 外部シンボルの表示が Alphaマップとは異なる表示になりました。 Alphaシステ
ムでは，再配置可能と外部を意味した，プレフィックスまたはサフィックス RX
が使われますが， I64システムの Linkerでは外部シンボルが再配置可能かどうか
がわからないため，プレフィックスまたはサフィックスは X (外部)に変更されま
した。

1 4 Keys for Special Characters。特殊文字のキーが，次のように変更されました。

• I64システムでは，コード・アドレスに対して特殊文字 Cが表示されます。
Linkerによって割り当てられた関数記述子を関数が持たない場合には，その
値はコード・アドレスになります。

5–38 Linkerユーティリティ



Linkerユーティリティ
5.7新しいOpenVMS I64 Linkerマップ

• OpenVMS Alphaでは，ユニバーサル・シンボルは，内部の値とともに 1回だ
け表示されます。マップには，外部のユニバーサル値 (I64システムではシン
ボル・ベクタへのインデックス)は表示されません。 I64システムでのユニバ
ーサル・シンボルは，<Linker Option>で定義されるサフィックス (U)を付け
て 1回だけ表示され，外部の値であることが表示されます。ただし，プレフィ
ックスまたはサフィックス Rが付けられた場合には，内部の値であることを
示しています。別名を持ったシンボル・ベクタがある場合には，別名にはユニ
バーサル値が表示され，内部名は内部の値とともに表示されます。OpenVMS
Alphaのプレフィックスおよびサフィックス Aと I (それぞれ，別名と内部の
意味)は， I64では廃止されました。

たとえば，symbol_vector=(getjpi/internal_getjpi=procedure)と指定する
と，次の出力が表示されます。

00000000 GETJPI (U)
00050098 R-INTERNAL_GETJPI

• UxWkで示されるUNIXスタイルの弱いシンボルが，OpenVMS I64に新
しく追加されました。これは，OpenVMSの弱いシンボルに似ていますが，
UNIXスタイルの弱い定義を持った複数のシンボルは，複数のモジュールをリ
ンクするときに，多重定義エラーとならずに処理できます。UNIXスタイルの
弱いシンボルは，現在は C++コンパイラによって生成されます。

1 5 Quota Usage。 I64 Linkerによって使われる制限値を追跡できるように Link
Run Statisticsセクションに，Quota Usageというタイトルの新しいセクション
が追加されました。制限値の問題が発生した場合， Linkerは通常それを回避でき
ます。ただし，その場合には LinkerはQuota Usageセクションに特殊なメッセ
ージを表示し，性能を向上させるためにどの制限値を増加する必要があるかを示
します。例を次に示します。

Performance of this link operation could be improved by increasing quotas
Quota related to status return: %SYSTEM-SECTBLFUL, process or global
section table is full

2688 extra file I/O operations performed due to current process quota(s)
36 performed on object files; 2652 performed on library files
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この章では，OpenVMS Version 8.2-1メディア・キットに関して以下の情報を説明
します。

• インストール情報の参照先

• OpenVMS I64 Operating Environment DVDのディレクトリ構造

• OpenVMS Freeware CDと関連情報の参照先

• OpenVMS Open Source Tools CDについて

この CDには，他のOpenVMSキットのいずれにも含まれていない各種のオープ
ン・ソース・プロジェクトのOpenVMS版が収録されています。

• 製品のライセンス方式

• ドキュメント

6.1 OpenVMS I64オペレーティング環境

ここでは，OpenVMS I64 OE DVDでOpenVMS I64オペレーティング環境が格納
されている場所について説明し，そのDVDで提供されるすべての製品の名前と場所
をリストします。

OpenVMS I64オペレーティング環境のインストールについては，『HP OpenVMS
Version 8.2-1 for Integrity Servers Upgrade and Installation Manual』を参照して
ください。また，OpenVMS I64オペレーティング環境をインストールする前に，本
書と『HP OpenVMS V8.2リリース・ノート[翻訳版]』で説明している注意事項に目
を通しておいてください。

6.1.1 OpenVMS I64 Operating Environment DVDのディレクトリ

最上位のディレクトリ，ドキュメント・ディレクトリ， SPD (OpenVMS Software
Product Description)のOpenVMSドキュメント・ファイル名を表 6–1に示します。
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表 6–1 OpenVMS I64 Operating Environment DVDのディレクトリ構造

ディレクトリ ファイル名/内容

[.000000] I64 8.2-1 OS

[.AVAILMAN_I640241] Availablity Manager Version 2.4–1

[.VMSI18N_I640821] C/C++ I18N

[.CDSA_I64021] CDSA Version 2.1

[.CSWS_JAVA_I64021] CSWS_JAVA (別名 Tomcat) Version 2.1

[.CSWS_PERL_I640111] CSWS_PERL Version 1.1–1

[.CSWS_PHP_I640121] CSWS_PHP Version 1.2.1

[.DCE_I64032] DCE Version 3.2

[.DCPS_I64024A] DCPS Version 2.4A

[.DECNET_PHASE_IV_I640821] DECnet Phase IV Version 8.2-1

[.DECNET_PLUS_I64_V0821] DECnet-Plus Version 8.2-1
FTAM， OSAK， VTを含む

[.DWMOTIF_I64015] DECwindows Motif Version 1.5

[.ENTERPRISE_DIR_I64054] Enterprise Directory Version 5.4ECO1

[.JAVA_I640142] Java™ Version 1.4.2–1

[.KERBEROS_I64021] Kerberos Version 2.1

[.MGMTAGENTS_I64032] Management Agents Version 3.2

[.NETBEANS_I64036] NetBeans Version 3.6

[.PERL_I640561] Perl Version 5.6.1

[.SWB_I64014] Secure Web Browser Version 1.4

[.SWS_I640131] Secure Web Server Version 1.3–1

[.SOAP_020] SOAP Toolkit Version 2.0

[.SSL_I64012] SSL Version 1.2

[.TCPIP_I64055] TCP/IP Services for OpenVMS Version 5.5

[.TDC_I64021] TDC (The Performance Data Collector) Version 2.1-XX

[.UDDI_I64010] UDDI4J Version 1.0

[.XML_I64020] XML–J Version 2.0

[.XML_I64020] XML–C Version 2.0

[.I640821.DOCUMENTATION] .PS形式と.TXT形式の製品ドキュメント

OVMS_V821_INSTALL.[PS,TXT]
『OpenVMS Upgrade and Installation Manual』

OVMS_V821_NEW_FEATURES_REL_
NOTES.[PS,TXT]
『OpenVMS New Features and Release Notes』

OVMS_V821_SPD.[PS,TXT]
『OpenVMS SPD』

CLUSTER_SPD.[PS,TXT]
『OpenVMS Cluster Software SPD』

DECram_SPD.[PS,TXT]
『DECram Software SPD』

VOLUME_SHADOWING_SPD.[PS,TXT]
『Volume Shadowing for OpenVMS SPD』
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6.2 OpenVMS Freeware CDのディレクトリ

OpenVMS Version 8.2-1メディア・キットには， 3枚のOpenVMS Freeware
Version 7.0 CDが含まれています。 Freeware CDにはサポート・サービスが提供さ
れない各種のソフトウェア・ツールやユーティリティ，および一般に普及しているオ
ープン・ソース・パッケージのOpenVMS版が収録されています。これらのパッケー
ジはテクニカル，エンジニアリング，教育などの各種の分野で役に立ちます。

個々のフリーウェア・パッケージに関する情報は，該当する FREEWARE_
README.TXTファイルを参照してください。このファイルにアクセスするに
は，該当する CDを CDドライブに挿入し，マウントした Freewareボリュームに応
じて以下のコマンドを実行します。下に示したMOUNTコマンドでは， ddcu:指定
は，ご使用中のOpenVMSシステムにある特定の CDデバイスまたはDVDデバイス
のデバイス名を表わしています。

$ MOUNT/OVERRIDE=IDENTIFICATION ddcu:
$ TYPE ddcu:[FREEWARE]FREEWARE_README.TXT

該当する CDがマウントできたら，標準のDCLコマンド (たとえば，DIRECTORY
コマンド)を使って， CDの内容とディレクトリ構造を表示することができます。
あるいは，対象とするボリュームに応じて次のコマンドのいずれかを実行して，
Freewareメニュー・システムを起動することもできます。

$ @DISK$FREEWARE70_1:[FREEWARE]FREEWARE_MENU

$ @DISK$FREEWARE70_2:[FREEWARE]FREEWARE_MENU

$ @DISK$FREEWARE70_3:[FREEWARE]FREEWARE_MENU

パッケージ固有のライセンス情報および関連情報は，個々のパッケージで調べてくだ
さい。

これらのパッケージと旧版の Freewareディストリビューションのパッケージのコピ
ー，今後の Freewareディストリビューションの提供予定情報，今回の Freewareデ
ィストリビューションのアップデート情報は，次のWebサイトから入手できます。

http://www.hp.com/go/openvms/freeware

6.3 Open Source Tools CD

Open Source Tools CDはOpenVMSの技術者によってOpenVMSに移植されたオ
ープン・ソース・ツールを集めたものです。これらのオープン・ソース・ツールは
GNU Lesser General Public Licenseの条項にもとづいてフリー・ソフトウェアとし
て提供されます。ユーザは Free Software Foundation Version 2.1 of the Licenseに
よって公開されているGNU Lesser General Public Licenseの条項にもとづいて，再
配布や変更を行うことができます。
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弊社では，このライブラリが役に立つものと期待して配布しています。ただし，弊
社ではこれらのツールの使用した結果に関する保証はしていません。特殊目的に対
する市場性，適合性などについても，一切の保証をいたしかねます。詳細は，Open
Source Tools CDのGNVキット・ディレクトリにあるGNU Lesser General Public
Licenseを参照してください。

Open Source Tools CDには，以下のコンポーネントが収録されています。

• GNV—オープン・ソース，GNUベースのOpenVMS用UNIX環境です。UNIX
のアプリケーション開発者，システム・マネージャ，ユーザに，UNIXスタイル
の環境を提供します。これを使うと，ソフトウェアの開発やUNIXソフトウェア
のOpenVMSへのポーティングが容易になります (GNUはUNIXに似たオペレー
ティング・システムで，フリー・ソフトウェアです)。GNVは，UNIXに似たシ
ェル (コマンド行インタプリタ)環境と，通常UNIXシステムが備えている Cラン
タイム・ライブラリ (CRTL)の実用的な補助ライブラリを提供します。GNVで使
用されているシェルは bashです (Bourne-Again SHell，GNUが開発， POSIX.2
仕様に準拠)。Open Source Tools CDには，OpenVMS Alpha用とOpenVMS
I64用の 2種類のGNVキットが収録されています。

• IAS (Intel Itanium Assembler/Deassembler)—Intelが提供しているオープン・
ソース ItaniumアセンブラのOpenVMS I64版です。これを使用すると，ローレ
ベルの Itaniumアセンブラ・コードが記述できます。このアセンブラにはいくつ
かの機能が追加され，OpenVMS I64での実用性が向上しています。新機能に関
する補足情報とアセンブラの使用方法はキットに付属しています。

• STUNNEL—OpenVMSシステムから別のコンピュータへの SSL (Secure
Sockets Layer)接続内で，任意の TCP接続を暗号化するためのプログラムです。
Stunnelを使用すると， SSL対応でないアプリケーション (たとえば， Telnet，
IMAP， LDAP)もセキュアにすることができます。このとき，オリジナルのアプ
リケーションを変更することなく，暗号化機能を組み込むことができます。イメ
ージとソースの両方が用意されています。

Open Source Tools CDには，以下のソフトウェアも収録されています。

• SSL (Secure Sockets Layer)のソース—OpenVMS Version 8.2-1に，オプショ
ンのレイヤード・プロダクトとして含まれています。 CDには，OpenVMS版の
SSL Version 1.2のソースが収められています。

• CD-Recordのソース—OpenVMS Version 8.2-1の一部として組み込まれていま
す。 CDレコード・イメージを作成するために使用するフル・ソース・キットが
提供されています。

• GnuPG (GNU Privacy Guard)—セキュアな通信とデータ・ストレージのための
GNUツールです。データを暗号化したり，デジタル署名を作成するために使用で
きます。GnuPGには高度な鍵管理機能が含まれています。GnuPGは PGPの完
全な代替品で無償です。特許が認められた IDEAアルゴリズムを使用していない
ため，制限なしで使用することができます。GnuPGは RFC 2440 (OpenPGP)に
準拠したアプリケーションです。
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• CDSA (Common Data Security Architecture)のソース— OpenVMS Version
8.2-1の一部として組み込まれています。 CDには CDSA for OpenVMS Version
2.1を作成するために使用されたフル・ソース・キットが収められています。

• Kerberosのソース—OpenVMS Version 8.2-1の一部として組み込まれていま
す。 CDにはKerberos for OpenVMS Version 2.1を作成するために使用されたフ
ル・キットが収められています。

• GTK+—GUIを作成するための，オープン・ソースのフリー・ソフトウェア・ラ
イブラリです。

• libIDL—IDLコンパイラ用のライブラリで， CORBA Interface Definition
Language (IDL)ファイルのツリーを作成するために使用する，オープン・ソース
のフリー・ソフトウェア・ライブラリです。

• [.000TOOLS]ディレクトリにあるフリーウェア・ツールの tarと zip。

6.3.1 Open Source Tools CDのディレクトリ

OpenVMS Open Source Tools Version 3.0 CDの内容とディレクトリを表 6–2に示
します。

表 6–2 OpenVMS Open Source Tools Version 3.0 CD

製品 ディレクトリ

CD-Recordのソース [.CDRECORD_SOURCE]

CDSAのソース [.CDSA_SOURCE]

解凍 (unzip)その他のツール [.000TOOLS]

GnuPG [.GNUPG]

GNV for I64 Version 1.6–4 [.GNV_I64]

GTK+ [.GTK]

IAS (Intel Assembler Source) [.IAS]

Kerberosのソース [.KERBEROS_SOURCE]

libIDL [.LIBIDL]

SSLのソース [.SSL_SOURCE]

Stunnel [.STUNNEL]

6.4 製品のライセンス方式

OpenVMS I64メディアに収められているソフトウェアは，弊社に帰属します。ソフ
トウェアの使用は，各製品のソフトウェア・ライセンスを弊社から取得している場合
に限り認められます。
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6.4製品のライセンス方式

LMF (License Management Facility)の PAK (Product Authorization Key)によっ
て，ソフトウェア製品の使用が認められます。この CDから関連ソフトウェアをイン
ストールする前に， PAKを登録してロードする必要があります。 PAKを取得するに
は，弊社のサポート担当，または弊社の各支店/営業所にお問い合わせください。

OpenVMS I64のライセンス方式は，OpenVMSオペレーティング・システムとい
くつかのレイヤード・プロダクトが，オペレーティング環境として提供されるとい
う点で，OpenVMS Alphaのライセンス方式とは異なります。オペレーティング
環境には， Foundation Operating Environment (FOE)， Enterprise Operating
Environment (EOE)，それに近日中に提供が開始されるMission Critical Operating
Environment (MCOE)があります。 EOEは FOEの内容を完全に含み，他にいくつ
かのレイヤード・プロダクトが追加されています。MCOEは EOEの内容を完全に含
み，他にOpenVMS Clusterと Reliable Transaction Router (RTR)が追加される予
定です。

FOEのライセンスと追加レイヤード・プロダクトのライセンスを購入することができ
ます。あるいは必要なレイヤード・プロダクトに応じて， EOEまたはMCOEを選択
することもできます。オペレーティング環境とその内容についての詳細は，次のWeb
サイトにある『HP Operating Environments for OpenVMS Industry Standard 64
Version 8.2-1 for Integrity Servers SPD』を参照してください。

http://www.hp.com/go/spd

6.5 OpenVMS Version 8.2-1のドキュメント

OpenVMS Version 8.2-1のドキュメントは，OpenVMS Version 8.2で提供されたマ
ニュアルに，それを補足する 2冊の新規マニュアルを追加して構成されています。新
規マニュアルには Version 8.2-1をインストールして使用するために必要な新しい情
報が説明されています。

OpenVMS Version 8.2-1メディア・キットには，以下のリリース・ドキュメントが含
まれています。

• ハードコピー・ドキュメント

– 『HP OpenVMS Version 8.2-1 for Integrity Servers Upgrade and
Installation Manual』

– 『HP OpenVMS V8.2-1新機能およびリリース・ノート[翻訳版]』

– HP OpenVMS Version 8.2-1 Integrity Serverのカバー・レター

– 『HP OpenVMS License Management Utility Manual』

– 『HP OpenVMS V8.2リリース・ノート[翻訳版]』
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6.5 OpenVMS Version 8.2-1のドキュメント

• オンライン・ドキュメント

– Online Document Library for HP OpenVMS I64 and Microsoft Windows
Platforms CD

ドキュメント・セット内のすべてのドキュメントが各リリースに合わせて改訂される
わけではないことに注意してください。通常，新しいリリースにはいくつかの新規ド
キュメントと改訂されたドキュメントが含まれ，残りは旧リリースのままのドキュメ
ントが含まれます。たとえば，OpenVMS Version 8.2セットには，いくつかの新規
ドキュメントと改訂されたドキュメントが含まれ，そして残りのドキュメントは旧リ
リースのままになっています。各セット内のドキュメントが，利用可能な最新のバー
ジョンです。

また，すべてのドキュメントは，HP OpenVMS Systems Documentation Webサイ
トから入手できます。

http://www.hp.com/go/openvms/doc
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